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8条-別紙 3-1 

 

1．概要 

安全機能の重要度分類から選定する火災防護対象機器（以下「重要度分類による火災防護対象機器」

という。）の選定及び当該火災防護対象機器に対する火災防護対策の考え方を示す。 

また、ここでは、設置許可基準規則第 53 条（多量の放射性物質等を放出する事故の拡大の防止）

に係る炉心損傷防止措置及び格納容器破損防止措置の資機材（以下「BDBA資機材」という。）に対す

る火災防護対象機器（以下「BDBAに係る火災防護対象機器」という。）の選定及び当該火災防護対象

機器に対する火災防護対策の考え方も併せて示す。 

 

2．火災防護対象機器の選定の考え方 

2．1 重要度分類による火災防護対象機器 

安全機能の重要度分類から以下の機能を有する構築物、系統及び機器をそれぞれ重要度分類に

よる火災防護対象機器として選定する。安全施設と重要度分類による火災防護対象機器の関係を

第 2.1.1表に示す。 

 

・ 原子炉を停止し、また、停止状態にある場合は引き続きその状態を維持するための構築物、

系統及び機器（以下「原子炉の安全停止に係る機器等」という。） 

・ 放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する構築物、系統及び機器（以下「放射性物質の貯

蔵又は閉じ込めに係る機器等」という。） 

・ 使用済燃料の冠水を確保し、冷却機能を維持するための構築物、系統及び機器（以下「使用

済燃料の冠水等に係る機器等」という。） 

 

（1）原子炉の安全停止に係る機器等の選定 

原子炉の安全停止に係る機器等は、以下のとおり選定する。 

原子炉施設で火災が発生し、これを検知した場合、運転員の手動スクラム操作により、原子

炉を停止するため、停止機能に該当する「原子炉の緊急停止及び未臨界維持機能（ＭＳ－１）」

を有する機器等を選定する。また、当該機能の関連系である「炉心形状の維持機能（ＰＳ－１）」

並びに火災を起因として、原子炉保護系（スクラム）の作動を伴う運転時の異常な過渡変化又

は設計基準事故の起因となる異常事象が発生するおそれがあることを考慮し、「工学的安全施

設及び原子炉停止系への作動信号の発生機能（ＭＳ－１）」を有する機器等を選定する。 

原子炉停止後に炉心の崩壊熱を除去し、停止状態を引き続き維持するための冷却機能（主冷

却系）に該当する「原子炉停止後の除熱機能（ＭＳ－１）」を有する機器等を選定する。また、

当該機能の関連系である「原子炉冷却材バウンダリ機能（ＰＳ－１）」、「２次冷却材を内蔵す

る機能（通常運転時の炉心の冷却に関連するもの）（ＰＳ－３）」及び「１次冷却材漏えい量の

低減機能（ＭＳ－１）」を有する機器等を選定する。 

原子炉停止後に、炉心の崩壊熱を除去し、停止状態を引き続き維持することにより、放射性

物質が系統外に放出されることはないが、その状況を監視する観点で「事故時のプラント状態

の把握機能（ＭＳ－２）」を有する機器等を選定する。 

原子炉の安全停止状態の監視に係る中央制御室及び原子炉の安全停止に係る機器等の動作
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8条-別紙 3-2 

 

に係る非常用電源設備を含む「安全上特に重要な関連機能（ＭＳ－１）」及び「安全上重要な

関連機能（ＭＳ－２）」を有する機器等を選定する。 

手動スクラム又は原子炉保護系（スクラム）の作動により、原子炉が停止した場合、１次主

冷却系は、１次主循環ポンプの主電動機による強制循環運転に移行（外部電源喪失時及び１次

主循環ポンプに係る故障時を除く。）、２次主冷却系は、主送風機を電磁ブレーキにより、迅速

に停止、自然通風除熱に移行すること、また、原子炉冷却材温度制御系により、主冷却機のイ

ンレットベーン及び入口ダンパの制御が行われることを考慮し、「通常運転時の冷却材の循環

機能（ＰＳ－３）」、「通常運転時の最終ヒートシンクへの熱輸送機能（ＰＳ－３）」、「プラント

計測・制御機能（ＰＳ－３）」及び「電源供給機能（非常用を除く。）（ＰＳ－３）」を有する機

器等を選定する。 

中央制御室が使用できない場合、中央制御室以外の場所から原子炉を停止させ、必要なパラ

メータを監視するための「制御室外からの安全停止機能（ＭＳ－３）」及び制御棒の引抜きを

阻止するための「出力上昇の抑制機能（ＭＳ－３）」を有する機器等を選定する。 

なお、「工学的安全施設及び原子炉停止系への作動信号の発生機能（ＭＳ－１）」、「安全上特

に重要な関連機能（ＭＳ－１）」及び「安全上重要な関連機能（ＭＳ－２）」を有する機器等に

は、放射性物質の貯蔵又は閉じ込め若しくは使用済燃料の冠水等に係る機器等も含まれるが、

ここでは、機能別に分類するものとして、原子炉の安全停止に係る機器等として分類する。 

 

（2）放射性物質の貯蔵又は閉じ込めに係る機器等の選定 

放射性物質の貯蔵又は閉じ込めに係る機器等は、以下のとおり選定する。 

放射性物質の貯蔵機能に該当する「原子炉カバーガス等のバウンダリ機能（ＰＳ－２）」、「原

子炉冷却材バウンダリに直接接続されていないものであって、放射性物質を貯蔵する機能（Ｐ

Ｓ－２）」、「燃料を安全に取り扱う機能（ＰＳ－２）」、「１次冷却材を内包する機能（ＰＳ－１

以外のもの）（ＰＳ－３）」、「放射性物質の貯蔵機能（ＰＳ－３）」及び「核分裂生成物の原子

炉冷却材中への放散防止機能（ＰＳ－３）」を有する機器等を選定する。 

放射性物質の閉じ込め機能に該当する「放射性物質の閉じ込め機能（ＭＳ－１）」及び「放

射線の遮蔽及び放出低減機能（ＭＳ－２）」を有する機器等を選定する。 

 

（3）使用済燃料の冠水に係る機器等の選定 

使用済燃料の冠水に係る機器等は、以下のとおり選定する。 

使用済燃料貯蔵設備の水冷却池において、使用済燃料の冠水の確保機能及び冷却機能に該

当する「燃料プール水の保持機能（ＭＳ－２）」及び「燃料プール水の補給機能（ＭＳ－３）」

を有する機器等を選定する。 

 

2．2 BDBAに係る火災防護対象機器 

BDBAに係る火災防護対象機器は、BDBA資機材を選定する。BDBA資機材を第 2.2.1表に示す。 
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第
2.
2.
1
表
 
安
全
施
設
と
重
要
度
分
類
に
よ
る
火
災
防
護
対
象
機
器
の
関
係
（
1
/
3）

 

 
 

 

Ａ
原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
機
器
等
／
Ｂ

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
機
器
等
／
Ｃ

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
機
器
等

安
全
機
能
の
重
要
度
分
類

分
類

（
〇
：
選
定
）

分
類

定
義

機
能

構
築
物
、
系
統
又
は
機
器

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｐ
Ｓ
－
１

そ
の
損
傷
又
は
故
障
に
よ
り
発

生
す
る
事
象
に
よ
っ
て
燃
料
の

多
量
の
破
損
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
り
、
敷
地
外
へ
の
著

し
い
放
射
性
物
質
の
放
出
の
お

そ
れ
の
あ
る
構
築
物
、
系
統
及

び
機
器

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能

①
原
子
炉
容
器

１
）
本
体

〇
②

１
次
主
冷
却
系
、
１
次
補
助
冷
却
系
及

び
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系

１
）
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ
し
、
計

装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

炉
心
形
状
の
維
持
機
能

①
炉
心
支
持
構
造
物

１
）
炉
心
支
持
板

〇

２
）
支
持
構
造
物

②
炉
心
バ
レ
ル
構
造
物

１
）
バ
レ
ル
構
造
体

③
炉
心
構
成
要
素

１
）
炉
心
燃
料
集
合
体

２
）
照
射
燃
料
集
合
体

３
）
内
側
反
射
体

４
）
外
側
反
射
体
（
Ａ
）

５
）
材
料
照
射
用
反
射
体

６
）
遮
へ
い
集
合
体

７
）
計
測
線
付
実
験
装
置

８
）
照
射
用
実
験
装
置

Ｍ
Ｓ
－
１

異
常
状
態
発
生
時
に
、
敷
地
周

辺
公
衆
へ
の
過
度
の
放
射
線
の

影
響
を
防
止
す
る
構
築
物
、
系

統
及
び
機
器

原
子
炉
の
緊
急
停
止
及
び
未
臨
界
維
持

機
能

＊
1

①
制
御
棒

〇

②
制
御
棒
駆
動
系

１
）
駆
動
機
構

２
）
上
部
案
内
管

３
）
下
部
案
内
管

③
後
備
炉
停
止
制
御
棒

④
後
備
炉
停
止
制
御
棒
駆
動
系

１
）
駆
動
機
構

２
）
上
部
案
内
管

３
）
下
部
案
内
管

１
次
冷
却
材
漏
え
い
量
の
低
減
機
能

＊
2

①
原
子
炉
容
器

１
）
リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

〇

②
１
次
主
冷
却
系
、
１
次
補
助
冷
却
系
及
び
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系
の
う
ち
、
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る

容
器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
の
配
管
（
外
側
）
又
は
リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

③
１
次
主
冷
却
系

１
）
逆
止
弁

④
１
次
補
助
冷
却
系

１
）
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁

⑤
１
次
予
熱
窒
素
ガ
ス
系

１
）
仕
切
弁

異
常
状
態
発
生
時
に
、
敷
地
周

辺
公
衆
へ
の
過
度
の
放
射
線
の

影
響
を
防
止
す
る
構
築
物
、
系

統
及
び
機
器

原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能

＊
3

①
１
次
主
冷
却
系

１
）
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

〇
２
）
逆
止
弁

②
２
次
主
冷
却
系

１
）
主
冷
却
機
（
主
送
風
機
を
除
く
。
）

放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能

①
格
納
容
器

－
〇

②
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
配
管
・
弁

安
全
上
必
須
な
そ
の
他
の
構
築

物
、
系
統
及
び
機
器

工
学
的
安
全
施
設
及
び
原
子
炉
停
止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能

＊
4

①
原
子
炉
保
護
系
（
ス
ク
ラ
ム
）

〇
②

原
子
炉
保
護
系
（
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能

＊
5

①
中
央
制
御
室

〇
②

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
（
Ｍ
Ｓ
－
１
に
関
連
す
る
も
の
）

③
交
流
無
停
電
電
源
系
（
Ｍ
Ｓ
－
１
に
関
連
す
る
も
の
）

④
直
流
無
停
電
電
源
系
（
Ｍ
Ｓ
－
１
に
関
連
す
る
も
の
）

＊
1
：
【
特
記
す
べ
き
関
連
系
】
炉
心
支
持
構
造
物
（
炉
心
支
持
板
、
支
持
構
造
物
）
、
炉
心
バ
レ
ル
構
造
物
（
バ
レ
ル
構
造
体
）
、
炉
心
構
成
要
素
（
炉
心
燃
料
集
合
体
、
照
射
燃
料
集
合
体
他
）

＊
2
：
【
特
記
す
べ
き
関
連
系
】
関
連
す
る
プ
ロ
セ
ス
計
装
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
出
器
）

＊
3
：
【
特
記
す
べ
き
関
連
系
】
原
子
炉
容
器
（
本
体
）
、
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
他
、
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
他

＊
4
：
【
特
記
す
べ
き
関
連
系
】
関
連
す
る
核
計
装
、
関
連
す
る
プ
ロ
セ
ス
計
装

＊
5
：
【
特
記
す
べ
き
関
連
系
】
関
連
す
る
補
機
冷
却
設
備
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安
全
施
設
と
重
要
度
分
類
に
よ
る
火
災
防
護
対
象
機
器
の
関
係
（
2
/
3）

 

 

 
 

Ａ
原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
機
器
等
／
Ｂ

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
機
器
等
／
Ｃ

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
機
器
等

安
全
機
能
の
重
要
度
分
類

分
類

（
〇
：
選
定
）

分
類

定
義

機
能

構
築
物
、
系
統
又
は
機
器

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｐ
Ｓ
－
２

そ
の
損
傷
又
は
故
障
に
よ
り

発
生
す
る
事
象
に
よ
っ
て
、

燃
料
の
多
量
の
破
損
を
直
ち

に
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
は
な

い
が
、
敷
地
外
へ
の
過
度
の

放
射
性
物
質
の
放
出
の
お
そ

れ
の
あ
る
構
築
物
、
系
統
及

び
機
器

原
子

炉
カ

バ
ー

ガ
ス

等
の

バ
ウ

ン
ダ

リ
機
能

①
１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系

１
）
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
た
だ
し
、

計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

―
〇

②
原
子
炉
容
器

１
）
本
体
（
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
も
の
及
び
計
装
等
の
小
口
径
の

も
の
を
除
く
。
）

③
１
次
主
冷
却
系

１
）
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
原
子
炉
冷

却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
も
の
及
び
計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

④
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

１
）
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
た
だ
し
、

計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

⑤
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系

１
）
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
た
だ
し
、

計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

⑥
回
転
プ
ラ
グ
（
た
だ
し
、
計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

燃
料
を
安
全
に
取
り
扱
う
機
能

①
核
燃
料
物
質
取
扱
設
備

―
〇

そ
の
損
傷
又
は
故
障
に
よ
り

発
生
す
る
事
象
に
よ
っ
て
、

燃
料
の
多
量
の
破
損
を
直
ち

に
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
は
な

い
が
、
敷
地
外
へ
の
過
度
の

放
射
性
物
質
の
放
出
の
お
そ

れ
の
あ
る
構
築
物
、
系
統
及

び
機
器

原
子

炉
冷

却
材

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

直
接

接
続

さ
れ

て
い

な
い

も
の

で
あ

っ
て

、
放

射
性
物
質
を
貯
蔵
す
る
機
能

①
原
子
炉
附
属
建
物
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
貯
蔵
ラ
ッ
ク

―
〇

２
）
水
冷
却
池

②
第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
貯
蔵
ラ
ッ
ク

２
）
水
冷
却
池

③
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
貯
蔵
ラ
ッ
ク

２
）
水
冷
却
池

④
気
体
廃
棄
物
処
理
設
備

１
）
ア
ル
ゴ
ン
廃
ガ
ス
処
理
系

Ｍ
Ｓ
－
２

Ｐ
Ｓ
－
２
の
構
築
物
、
系
統

及
び
機
器
の
損
傷
又
は
故
障

が
及
ぼ
す
敷
地
周
辺
公
衆
へ

の
放
射
線
の
影
響
を
十
分
小

さ
く
す
る
よ
う
に
す
る
構
築

物
、
系
統
及
び
機
器

燃
料
プ
ー
ル
水
の
保
持
機
能

①
原
子
炉
附
属
建
物
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
水
冷
却
池

―
―

〇

２
）
水
冷
却
浄
化
設
備
の
う
ち
、
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁

②
第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
水
冷
却
池

２
）
水
冷
却
浄
化
設
備
の
う
ち
、
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁

③
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
水
冷
却
池

２
）
水
冷
却
浄
化
設
備
の
う
ち
、
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁

放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能

①
外
周
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

―
〇

②
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系

１
）
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
常
用
排
気
フ
ィ
ル
タ
を
除
く
。
）

③
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置

④
主
排
気
筒

⑤
放
射
線
低
減
効
果
の
大
き
い
遮
蔽
（
安
全
容
器
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
へ
い
体
冷
却
系
を
含
む
。
）

異
常
状
態
へ
の
対
応
上
特
に

重
要
な
構
築
物
、
系
統
及
び

機
器

事
故
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
の
把
握
機
能

①
事
故
時
監
視
計
器
の
一
部

〇

安
全
上
特
に
重
要
な
そ
の
他

の
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器

安
全
上
重
要
な
関
連
機
能

①
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
（
Ｍ
Ｓ
－
１
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

〇
②

交
流
無
停
電
電
源
系
（
Ｍ
Ｓ
－
１
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

③
直
流
無
停
電
電
源
系
（
Ｍ
Ｓ
－
１
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

[7]
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1
表
 
安
全
施
設
と
重
要
度
分
類
に
よ
る
火
災
防
護
対
象
機
器
の
関
係
（
3
/
3）

 

 
 

Ａ
原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
機
器
等
／
Ｂ

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
機
器
等
／
Ｃ

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
機
器
等

安
全
機
能
の
重
要
度
分
類

分
類

（
〇
：
選
定
）

分
類

定
義

機
能

構
築
物
、
系
統
又
は
機
器

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｐ
Ｓ
－
３

異
常
状
態
の
起
因
事
象
と
な
る
も

の
で
あ
っ
て
Ｐ
Ｓ
－
１
、
Ｐ
Ｓ
－

２
以
外
の
構
築
物
、
系
統
及
び
機

器

１
次
冷
却
材
を
内
蔵
す
る
機
能
（
Ｐ

Ｓ
－
１
以
外
の
も
の
）

①
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
の
う
ち
、
１
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
得
る
容
器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ

し
、
計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

―
〇

②
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
の
う
ち
、
１
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
得
る
容
器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ
し
、

計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

③
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系
の
う
ち
、
１
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
得
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
Ｐ
Ｓ

－
１
に
属
す
る
も
の
及
び
計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

異
常
状
態
の
起
因
事
象
と
な
る
も

の
で
あ
っ
て
Ｐ
Ｓ
－
１
、
Ｐ
Ｓ
－

２
以
外
の
構
築
物
、
系
統
及
び
機

器

２
次
冷
却
材
を
内
蔵
す
る
機
能
（
通

常
運
転
時
の
炉
心
の
冷
却
に
関
連
す

る
も
の
）

①
２
次
主
冷
却
系
、
２
次
補
助
冷
却
系
、
２
次

ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
及
び
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充

填
・
ド
レ
ン
系

１
）
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ
し
、
計
装

等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

〇

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
機
能

①
液
体
廃
棄
物
処
理
設
備

―
〇

②
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備

通
常
運
転
時
の
冷
却
材
の
循
環
機
能

①
１
次
主
冷
却
系

１
）
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ

ⅰ
）
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
（
循
環
機
能
）

〇
ⅱ
）
主
電
動
機

②
２
次
主
冷
却
系

１
）
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ

ⅰ
）
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
（
循
環
機
能
）

ⅱ
）
電
動
機

通
常
運
転
時
の
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク

へ
の
熱
輸
送
機
能

①
２
次
主
冷
却
系

１
）
主
送
風
機

ⅰ
）
電
動
機

〇
ⅱ
）
電
磁
ブ
レ
ー
キ

電
源

供
給

機
能

（
非

常
用

を
除

く
。
）

①
一
般
電
源
系
（
受
電
エ
リ
ア
）

〇

プ
ラ
ン
ト
計
測
・
制
御
機
能
（
安
全

保
護
機
能
を
除
く
。
）

①
原
子
炉
冷
却
材
温
度
制
御
系
（
関
連
す
る
プ
ロ
セ
ス
計
装
及
び
制
御
用
圧
縮
空
気
設
備
を
含
む
。
）

〇

原
子
炉
冷
却
材
中
放
射
性
物
質
濃

度
を
通
常
運
転
に
支
障
の
な
い
程

度
に
低
く
抑
え
る
構
築
物
、
系
統

及
び
機
器

核
分
裂
生
成
物
の
原
子
炉
冷
却
材
中

へ
の
放
散
防
止
機
能

①
炉
心
構
成
要
素

１
）
炉
心
燃
料
集
合
体

ⅰ
）
被
覆
管

―
〇

２
）
照
射
燃
料
集
合
体

ⅰ
）
被
覆
管

Ｍ
Ｓ
－
３

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
が

あ
っ
て
も
Ｍ
Ｓ
－
１
、
Ｍ
Ｓ
－
２

と
あ
い
ま
っ
て
、
事
象
を
緩
和
す

る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器

制
御
室
外
か
ら
の
安
全
停
止
機
能

①
中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
盤
（
安
全
停
止
に
関
連
す
る
も
の
）

〇

燃
料
プ
ー
ル
水
の
補
給
機
能

①
原
子
炉
附
属
建
物
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
水
冷
却
浄
化
設
備
（
Ｍ
Ｓ
－
２
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

―
―

〇
②

第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
水
冷
却
浄
化
設
備
（
Ｍ
Ｓ
－
２
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

③
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

１
）
水
冷
却
浄
化
設
備
（
Ｍ
Ｓ
－
２
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

出
力
上
昇
の
抑
制
機
能

①
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
系

１
）
制
御
棒
引
抜
き
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
系

〇

異
常
状
態
へ
の
対
応
上
必
要
な
構

築
物
、
系
統
及
び
機
器

緊
急
時
対
策
上
重
要
な
も
の
及
び

異
常
状
態
の
把
握
機
能

①
事
故
時
監
視
計
器
（
Ｍ
Ｓ
－
２
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

―
―

―

②
放
射
線
管
理
施
設
（
Ｍ
Ｓ
－
２
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

③
通
信
連
絡
設
備

④
消
火
設
備

⑤
安
全
避
難
通
路

⑥
非
常
用
照
明

[8]
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表
 

BD
BA

資
機
材
の
整
理
（

1/
3）

 

 
 

要
求
機
能

資
機
材

関
連
設
備

【
】
内
：
電
源
供
給
元

＊
1

系
統
又
は
機
器

機
器

原
子
炉
の
停
止
機
能

代
替
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
信
号

1）
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ

2）
原
子
炉
出
口
冷
却
材
温
度
高

1）
検
出
器
、
計
測
装
置

2）
検
出
器
、
計
測
装
置

1）
-

2）
非
常
用
電
源
設
備
【
②
】

燃
料
破
損
検
出
系
（
遅
発
中
性
子
法

検
出
設
備
）

検
出
器
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②
】

制
御
棒
連
続
引
抜
き
阻
止
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク

タ
イ
マ
リ
レ
ー

非
常
用
電
源
設
備
【
②
】

手
動
ス
ク
ラ
ム

手
動
ス
ク
ラ
ム
ボ
タ
ン

-

後
備
炉
停
止
系
用
論
理
回
路

論
理
回
路

非
常
用
電
源
設
備
【
②
】

制
御
棒
、
後
備
炉
停
止
制
御
棒

1）
駆
動
機
構

2）
上
部
案
内
管

3）
下
部
案
内
管

4）
保
持
電
磁
石
励
磁
ス
イ
ッ
チ

-

核
計
装
、
プ
ロ
セ
ス
計
装

検
出
器
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②
/③

】

原
子
炉
停
止
後
の

除
熱
機
能

原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能
（
Ｍ
Ｓ

－
１
）
の
系
統

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ

-

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
動
力
電
源
【
③
】
、
制
御
電
源
【
②
/③

】
オ
イ
ル
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
②
】

冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ

-

主
冷
却
機

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
・
ダ
ン
パ
駆
動
用
圧
縮
空
気
供
給
設
備

＊
2

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
・
ダ
ン
パ
制
御
電
源
【
②
】

補
助
冷
却
設
備

補
助
中
間
熱
交
換
器

-

補
助
冷
却
機

補
助
送
風
機
動
力
電
源
【
①
】
、
制
御
電
源
【
①
～
③
】

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
・
ダ
ン
パ
駆
動
用
圧
縮
空
気
供
給
設
備

＊
2

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
・
ダ
ン
パ
制
御
電
源
【
②
】

１
次
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ

１
次
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
動
力
電
源
【
①
】
、
制
御
電
源
【
②
/③

】
機
器
冷
却
フ
ァ
ン
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

２
次
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ

２
次
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
動
力
電
源
【
①
】
、
制
御
電
源
【
①
～
③
】

２
次
補
助

冷
却

系
電
磁

ポ
ン
プ
冷

却
フ
ァ

ン
動

力
電
源

【
①
】
、

制
御

電
源
【
①
～

③
】

仮
設
発
電
機

仮
設
発
電
機

燃
料
油
運
搬
設
備

仮
設
計
器

仮
設
計
器

-

計
測
制
御
系

原
子
炉
容
器
液
面
計
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②
/③

】

核
計
装
、
プ
ロ
セ
ス
計
装

検
出
器
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②
/③

】

＊
1：

「
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
」
、
「
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
」
、
「
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
」

＊
2：

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
タ
ン
ク
よ
り
下
流
側
が
対
象

[9]
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第
2.
2.
2
表
 

BD
BA

資
機
材
の
整
理
（

2/
3）

 

 

 
 

要
求
機
能

資
機
材

関
連
設
備

【
】
内
：
電
源
供
給
元

＊
1

系
統
又
は
機
器

機
器

原
子
炉
停
止
後
の

除
熱
機
能

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
へ
い
体
冷
却
系

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

ピ
ッ
ト
部
風
量
調
節
ダ
ン
パ
【
②
】

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

補
機
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

窒
素
ガ
ス
ダ
ク
ト

-

予
熱
窒
素
ガ
ス
系

予
熱
窒
素
ガ
ス
系
の
弁

非
常
用
電
源
設
備
【
②
/
③
】

冷
却
材
液
位
の
確
保
機
能

原
子
炉
格
納
施
設

安
全
容
器

-

主
冷
却
系
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
配

管
配
管

-

１
次

補
助

冷
却

系
サ

イ
フ

ォ
ン

ブ
レ
ー
ク
配
管
、
止
弁

配
管

-

止
弁

非
常
用
電
源
設
備
【
②
/
③
】

計
測
制
御
系

原
子
炉
容
器
液
面
系
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②
/③

】

原
子
炉
容
器
内
で
の
損
傷

炉
心
物
質
の
冷
却
機
能

原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能
（
Ｍ
Ｓ

－
１
）
の
系
統

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ

-

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
動
力
電
源
【
③
】
、
制
御
電
源
【
②
/
③
】

オ
イ
ル
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
②
】

冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ

-

主
冷
却
機

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
・
ダ
ン
パ
駆
動
用
圧
縮
空
気
供
給
設
備

＊
2

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
・
ダ
ン
パ
制
御
電
源
【
②
】

核
計
装
、
プ
ロ
セ
ス
計
装

検
出
器
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②
/
③
】

原
子
炉
の
高
温
静
定
状
態

へ
の
移
行
機
能

原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能
（
Ｍ
Ｓ

－
１
）
の
系
統

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ

-

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
動
力
電
源
【
③
】
、
制
御
電
源
【
②
/
③
】

オ
イ
ル
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
②
】

冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ

-

主
冷
却
機

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
・
ダ
ン
パ
駆
動
用
圧
縮
空
気
供
給
設
備

＊
2

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
・
ダ
ン
パ
制
御
電
源
【
②
】

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
主
電
動
機

主
電
動
機
動
力
電
源
【
常
用
電
源
】
、
制
御
電
源
【
②
/
③
】

オ
イ
ル
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
②
】

核
計
装
、
プ
ロ
セ
ス
計
装

検
出
器
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②
/③

】

＊
1
：
「
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
」
、
「
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
」
、
「
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
」

＊
2
：
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
タ
ン
ク
よ
り
下
流
側
が
対
象

[10]
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第
2.
2.
2
表
 

BD
BA

資
機
材
の
整
理
（

3/
3）

 

 

 
 

要
求
機
能

資
機
材

関
連
設
備

【
】
内
：
電
源
供
給
元

＊
1

系
統
又
は
機
器

機
器

格
納
容
器
（
床
上
）
へ
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
噴
出
防
止

機
能

原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ

リ
回
転
プ
ラ
グ

-

格
納
容
器
外
へ
の
放
射
性

物
質
放
出
量
の
低
減
機
能

原
子
炉
格
納
施
設

格
納
容
器

-

格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
弁

非
常
用
電
源
設
備
【
①
～
③
】

圧
縮
空
気
供
給
設
備

断
熱
材
及
び
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
材

断
熱
材
及
び
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
材

-

プ
ロ
セ
ス
計
装

検
出
器
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②

/
③
】

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ

リ
等
の
過
圧
防
止
機
能

１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系

安
全
板

非
常
用
電
源
設
備
（
作
動
検
知
）
【
③
】

安
全
容
器
内
で
の
損
傷
炉

心
物
質
の
冷
却
機
能

原
子
炉
格
納
施
設

安
全
容
器

-

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
へ
い
体
冷
却
系

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

ピ
ッ
ト
部
風
量
調
節
ダ
ン
パ
【
②
】

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

補
機
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
動
力
電
源
、
制
御
電
源
【
①
】

窒
素
ガ
ス
ダ
ク
ト

-

プ
ロ
セ
ス
計
装

検
出
器
、
計
測
装
置

非
常
用
電
源
設
備
【
②

/
③
】

＊
1
：
「
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
」
、
「
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
」
、
「
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
」

[11]
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3．火災防護対策の考え方 

火災防護対象機器に対する火災防護対策の考え方を以下に示す。 

火災防護対象機器に対する火災防護対策の考え方の全体像を第 3.1図に示す。また、火災防護対象

機器リストを別添 1に、格納容器（床下）における火災防護の考え方を別添 2に示す。 

 

3．1 重要度分類による火災防護対象機器 

重要度分類による火災防護対象機器に対する火災防護対策は、本原子炉施設の安全上の特徴を

考慮し、必要に応じて、実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基準（以下「火

災防護基準」という。）等を参考に、火災の発生防止、火災の感知及び消火並びに火災の影響軽減

の三方策を適切に組み合わせたものとする。当該火災防護対策の組合わせについては、実用発電用

原子炉の新規制基準適合性に係る審査知見＊1 を参考とし、火災防護対象機器ごとに、以下の 4 つ

の観点を考慮する。 

＊1：女川原子力発電所２号炉に係る新規制基準適合性審査の視点及び確認事項（令和 2年 3月 27

日時点、原子力規制部 新規制基準適合性チーム） 

 

ⅰ）環境条件から火災が発生しない。 

ⅱ）不燃性材料で構成されている。 

ⅲ）フェイルセーフ設計のため、機能に影響を及ぼさない。 

ⅳ）代替手段により機能を達成できる。 

 

具体的には、以下のとおり火災防護対策を組み合わせる。 

① ⅰ）～ⅳ）のいずれにも該当しない火災防護対象機器に対する火災防護対策 

ⅰ）～ⅳ）のいずれにも該当しない火災防護対象機器に対する火災防護対策については、火

災防護基準の火災の発生防止、火災の感知及び消火並びに火災の影響軽減のそれぞれを考慮

するものとする。 

例：１次主循環ポンプポニーモータ等 

 

② ⅲ）又はⅳ）のいずれかに該当する火災防護対象機器に対する火災防護対策 

ⅲ）又はⅳ）のいずれかに該当する火災防護対象機器は、フェイルセーフ設計又は代替手段

により、必要な機能を確保できる。ただし、火災による影響を受けることを考慮し、当該火災

防護対象機器に対する火災防護対策については、早期に火災を感知して、速やかに原子炉を停

止できるよう、火災防護基準の火災の感知及び消火を考慮する。 

なお、火災の感知及び消火以外の火災防護対策は、消防法又は建築基準法に基づくものとす

る。 

例：制御棒駆動機構（ⅲに該当）、格納容器の隔離弁の一部（ⅳに該当）等 

 

③ ⅰ）又はⅱ）のいずれかに該当する火災防護対象機器に対する火災防護対策 

ⅰ）又はⅱ）のいずれかに該当する火災防護対象機器は、周囲の雰囲気が窒素雰囲気等の不

[12]
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活性雰囲気で火災の発生するおそれがないか、不燃性材料で構成されており、火災の影響を受

けるおそれがない。このため、当該火災防護対象機器に対する火災防護対策は、消防法又は建

築基準法に基づくものとする。 

例：格納容器（ⅱに該当）等 

 

3．2 BDBAに係る火災防護対象機器 

BDBA に係る火災防護対象機器に対する火災防護対策は、実用発電用原子炉及びその附属施設の

位置、構造及び設備の基準に関する規則第 41条を参考に、本原子炉施設の安全上の特徴を考慮し、

必要に応じて、火災防護基準を参考に、火災の発生防止並びに火災の感知及び消火を適切に組み合

わせたものとする。当該火災防護対策の組合わせについては、3.1節の 4つの観点に加えて、以下

のⅰ）及びⅱ）の観点を考慮する。 

 

ⅰ）可搬式の機器である。 

ⅱ）事象発生前から動作し、かつ、事象発生後も引き続き動作する。 

ⅲ）環境条件から火災が発生しない。 

ⅳ）不燃性材料で構成されている。 

ⅴ）フェイルセーフ設計のため、機能に影響を及ぼさない。 

ⅵ）代替手段により機能を達成できる。 

 

具体的には、以下のとおり火災防護対策を組み合わせる。 

① ⅰ）～ⅵ）のいずれにも該当しない火災防護対象機器に対する火災防護対策 

ⅰ）～ⅵ）のいずれにも該当しない火災防護対象機器に対する火災防護対策については、火

災防護基準の火災の発生防止並びに火災の感知及び消火のそれぞれを考慮する。 

例：後備炉停止系用論理回路等 

 

② ⅱ）、ⅴ）又はⅵ）のいずれかに該当する火災防護対象機器に対する火災防護対策 

ⅴ）又はⅵ）のいずれかに該当する火災防護対象機器に対する火災防護対策は、「3．1 ②」

に同じ。 

ⅱ）に該当する火災防護対象機器は、常時、運転状態を監視しており、当該火災防護対象機

器が火災により停止した場合には、それを検知して原子炉を停止し、その後の崩壊熱は、不燃

性材料で構成される原子炉冷却材バウンダリ等による自然循環により達成でき、高い信頼性

をもって、原子炉を安全に停止できる。ただし、火災による影響を受けることを考慮し、当該

火災防護対象機器に対する火災防護対策については、早期に火災を感知して、速やかに原子炉

を停止できるよう、火災防護基準の火災の感知及び消火を考慮する。 

なお、火災の感知及び消火以外の火災防護対策は、消防法又は建築基準法に基づくものとす

る。 

例：２次補助冷却系電磁ポンプ（ⅱに該当）等 

 

[13]
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③ ⅲ）又はⅳ）のいずれかに該当する火災防護対象機器に対する火災防護対策 

「3．1 ③」に同じ。 

例：１次補助冷却系電磁ポンプ（ⅲに該当）、安全容器（ⅳに該当）等 

 

④ ⅰ）に該当する火災防護対象機器に対する火災防護対策 

ⅰ）に該当する火災防護対象機器については、火災による影響を受けないように、その配置

を考慮する。 

例：可搬式発電機等 

[14]
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第
3.
1
図
 
火
災
防
護
対
象
機
器
に
対
す
る
火
災
防
護
対
策
の
考
え
方
の
全
体
像
 

【
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
の
基
本
方
針
（
第

8
条
）
】

・
原
子
炉
施
設
は
、
想
定
さ
れ
る
火
災
に
よ
っ
て
も
、
原
子
炉
を
停
止
で
き
、
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
停
止
状
態
に
あ
る
場
合
は
、
引
き
続
き
そ
の
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
さ

ら
に
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
水
冷
却
池
に
お
い
て
は
、
使
用
済
燃
料
の
冠
水
を
確
保
し
、
冷
却
機
能
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
設
計
す
る
。

・
原
子
炉
施
設
は
、
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
が
ク
ラ
ス
１
、
２
、
３
に
属
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
に
対

し
て
、
適
切
な
火
災
防
護
対
策
を
講
じ
る
設
計
と
す
る
。

安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
が
ク
ラ
ス
１
、
２
、
３
に
属
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器

火
災
防
護
対
象
機
器

・
原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
機
器
等

・
放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
機
器
等

・
使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
機
器
等

【
火
災
区
域
の
設
定
】

・
火
災
防
護
対
象
機
器
の
配
置
等
を
考
慮
し
て
火
災
区
域

又
は
火
災
区
画
を
設
定

【
火
災
防
護
対
策
】

・
『
火
災
防
護
基
準
』

［
1
］
を
参
考
に
、
「
火
災
の
発
生
防

止
」
、
「
火
災
の
感
知
及
び
消
火
」
並
び
に
「
火
災
の
影

響
軽
減
」
を
必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
た
火
災
防
護
対

策
を
講
じ
る
。
火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

火
災
防
護
対
象
機
器
ご
と
に
、
以
下
の
観
点
を
考
慮
す
る
。

ⅰ
）
環
境
条
件
か
ら
火
災
が
発
生
し
な
い
。

ⅱ
）
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ⅲ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
の
た
め
、
機
能
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

ⅳ
）
代
替
手
段
に
よ
り
機
能
を
達
成
で
き
る
。

【
炉
心
損
傷
防
止
措
置
及
び
格
納
容
器
破
損
防
止
措
置
に
係
る
資
機
材
の
設
計
方
針
（
第

5
3
条
）
】

・
炉
心
損
傷
防
止
措
置
及
び
格
納
容
器
破
損
防
止
措
置
に
係
る
資
機
材
に
対
し
て
、
適
切
な
火
災
防
護
対
策
を
講

じ
る
設
計
と
す
る
。

炉
心
損
傷
防
止
措
置
及
び
格
納
容
器
破
損
防
止
措
置
に
係
る
資
機
材

火
災
防
護
対
象
機
器

【
火
災
区
域
の
設
定
】

・
火
災
防
護
対
象
機
器
の
配
置
等
を
考
慮
し
て
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
を
設
定

【
火
災
防
護
対
策
】

・
『
火
災
防
護
基
準
』

［
1
］
を
参
考
に
、
「
火
災
の

発
生
防
止
」
並
び
に
「
火
災
の
感
知
及
び
消
火
」

を
必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
た
火
災
防
護
対
策

を
講
じ
る
。
火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
火
災
防
護
対
象
機
器
ご
と
に
以
下
の
観
点

を
考
慮
す
る
。

ⅰ
）
可
搬
式
の
機
器
で
あ
る
。

ⅱ
）
事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、

事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
す
る
。

ⅲ
）
環
境
条
件
か
ら
火
災
が
発
生
し
な
い
。

ⅳ
）
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ⅴ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
の
た
め
、
機
能
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

ⅵ
）
代
替
手
段
に
よ
り
機
能
を
達
成
で
き
る
。

③
『
消
防
法
』
又
は
『
建
築
基
準
法
』
に

基
づ
き
対
策

※
：
周
囲
の
雰
囲
気
が
窒
素
雰
囲
気
等
で
火

災
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
不

燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
火
災
に
よ
り
機

能
を
喪
失
す
る
お
そ
れ
が
な
く
、
火
災

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
も
の
で
あ

る
た
め
、
『
消
防
法
』
又
は
『
建
築
基

準
法
』
に
基
づ
く
対
策
を
講
じ
る
も
の

と
す
る
。

い
ず
れ
か
に
該
当

い
ず
れ
か
に
該
当

②
『
消
防
法
』
又
は
『
建
築
基
準
法
』
に

基
づ
く
対
策
に
加
え
て
、
『
火
災
防
護

基
準
』
に
基
づ
く
「
火
災
の
感
知
及
び

消
火
」
を
考
慮
し
て
対
策

※
：
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
で
あ
る
か
、
代

替
手
段
に
よ
り
機
能
を
確
保
で
き
る
も

の
で
あ
る
が
、
火
災
に
よ
り
影
響
を
受

け
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
当
該
機
器
等
か

ら
の
火
災
の
発
生
を
迅
速
に
感
知
し
て
、

速
や
か
に
原
子
炉
を
停
止
で
き
る
よ
う

『
火
災
防
護
基
準
』
に
基
づ
く
「
火
災

の
感
知
及
び
消
火
」
の
対
策
を
講
じ
る

も
の
と
す
る
。

ⅰ
）
～
ⅳ
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。

①
『
火
災
防
護
基
準
』
に
基
づ
く
「
火
災
の
発
生
防
止
」
、

「
火
災
の
感
知
及
び
消
火
」
並
び
に
「
火
災
の
影
響
軽

減
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
て
対
策

該
当
し
な
い
。

該
当
す
る
。

［
1
］
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
火
災
防
護
に
係
る
審
査
基
準
、
平
成
25
年
6月

1
9日

原
子
力
規
制
委
員
会
決
定

［
2
］
女
川
原
子
力
発
電
所
２
号
炉
に
係
る
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
の
視
点
及
び
確
認
事
項
（
令
和
2
年
3
月
27
日
時
点
、
原
子
力
規
制

部
新
規
制
基
準
適
合
性
チ
ー
ム
）

該
当

可
搬
式
の
機
器
に
つ
い
て
は
、
配
置
を
考
慮
す

る
こ
と
に
よ
り
対
応

い
ず
れ
か
に
該
当

③
『
消
防
法
』
又
は
『
建
築
基
準
法
』
に
基
づ

き
対
策

い
ず
れ
か
に
該
当

②
『
消
防
法
』
又
は
『
建
築
基
準
法
』
に
基
づ
く
対
策
に

加
え
て
、
『
火
災
防
護
基
準
』
に
基
づ
く
「
火
災
の
感
知

及
び
消
火
」
を
考
慮
し
て
対
策

※
：
ⅱ
）
に
つ
い
て
、
ⅱ
）
に
該
当
す
る
機
器
は
、
常
時
運
転

状
態
を
監
視
し
て
お
り
、
火
災
に
よ
っ
て
当
該
機
器
が
停

止
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
感
知
し
て
原
子
炉
を
停
止
し
、

そ
の
後
の
崩
壊
熱
は
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
る
原
子
炉

冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
等
に
よ
る
自
然
循
環
に
よ
り
除
熱
が

可
能
で
あ
り
、
高
い
信
頼
度
で
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
で

き
る
が
、
当
該
機
器
か
ら
の
火
災
の
発
生
を
迅
速
に
感
知

し
て
、
速
や
か
に
原
子
炉
を
停
止
で
き
る
よ
う
『
火
災
防

護
基
準
』
に
基
づ
く
「
火
災
の
感
知
及
び
消
火
」
の
対
策

を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

ⅰ
）
～
ⅵ
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。

①
『
火
災
防
護
基
準
』
に
基
づ
く
「
火
災
の
発

生
防
止
」

並
び
に

「
火

災
の
感
知
及

び
消

火
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
て
対
策
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8条-別紙 3-別添 1-1 

 

別添 1 

火災防護対象機器リスト 

 

火災防護対象機器リストを第 1表に示す。 

火災防護対象機器は、以下のとおり抽出した。 

・ 「国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所（南地区）高速実験炉原子炉施設

（「常陽」）第 12条（安全施設）」の第 4.2.2表（2）から第 4.2.2表（6）に示す構築物、系統

又は機器に加え、不燃性材料で構成され、かつ、内包する流体が水、空気、窒素又はアルゴン

である配管及び機器を除くものを抽出 

・ 電源盤及び制御盤は、火災防護対象機器に関連するものを抽出 
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8条-別紙 3-別添 1-2 

 

第
1
表
 
火
災
防
護
対
象
機
器
リ
ス
ト
 

 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

1
-1

 
原
子
炉
容
器
【

R1
3
-1
】

 
容
器

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
（
Ｐ
Ｓ

－
１
）
に
該
当

 

・
関
連
系
と
し
て
、
原
子
炉
停
止
後
の
除
熱

機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

1
-2

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
A
ア
ウ

タ

ー
ケ
ー
シ
ン
グ

 
容
器

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-3

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
B
ア
ウ

タ

ー
ケ
ー
シ
ン
グ

 
容
器

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-4

 
主
中
間
熱
交
換
器

A
 

【
HX

31
.1

-1
A】

 
熱
交
換
器

 
R
-2

0
1、

3
02
、

40
2（

●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-5

 
主
中
間
熱
交
換
器

B
 

【
HX

31
.1

-1
B】

 
熱
交
換
器

 
R
-2

0
4、

3
05
、

40
8（

●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-6

 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
カ
ラ
ム

A
 

【
TE

31
.1

-1
A】

 
容
器

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-7

 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
カ
ラ
ム

B
 

【
TE

31
.1

-1
B】

 
容
器

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-8

 
１
次
主
冷
却
系
逆
止
弁

A（
バ
ウ

ン
ダ
リ
機
能
）【

V
31
.
1
-1

A】
 

逆
止
弁

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-9

 
１
次
主
冷
却
系
逆
止
弁

B（
バ
ウ

ン
ダ
リ
機
能
）【

V
31
.
1
-1

B】
 

逆
止
弁

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
10

 
１
次
主
冷
却
系
圧
力
計
止
弁

A
 

【
V3

1.
1-

80
A】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
11

 
１
次
主
冷
却
系
圧
力
計
止
弁

B
 

【
V3

1.
1-

80
B】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
12

 
１
次
主
冷
却
系
の
配
管
（
内
菅
）
 

配
管

 
●
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-3 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

1
-
13

 

１
次

補
助

冷
却

系
循

環
ポ

ン
プ

（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）

 

【
EP

32
.1

-1
】

 

電
磁
ポ
ン
プ

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
14

 
補
助
中
間
熱
交
換
器

 

【
HX

32
.1

-1
】

 
熱
交
換
器

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
15

 

１
次

補
助

冷
却

系
原

子
炉

容
器

出
口

弁
（

バ
ウ

ン
ダ

リ
機

能
）

【
V3

2.
1-

1】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
16

 
１
次
補
助
冷
却
系
逆
止
弁
（
バ
ウ

ン
ダ
リ
機
能
）【

V
32
.
1
-2
】

 
逆
止
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
17

 

１
次

補
助

冷
却

系
原

子
炉

容
器

出
口

弁
（

バ
ウ

ン
ダ

リ
機

能
）

【
V3

2.
1-

3】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
18

 
補

助
中

間
熱

交
換

器
ガ

ス
抜

止

弁
【

V3
2.

1
-4
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
19

 

補
助

冷
却

系
サ

イ
フ

ォ
ン

ブ
レ

ー
ク
弁

A（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）
 

【
V3

2.
1-

6】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
20

 

補
助

冷
却

系
サ

イ
フ

ォ
ン

ブ
レ

ー
ク
弁

B（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）
 

【
V3

2.
1-

7】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
21

 

補
助

冷
却

系
サ

イ
フ

ォ
ン

ブ
レ

ー
ク
弁

C（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）
 

【
V3

2.
1-

8】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
22

 

補
助

冷
却

系
サ

イ
フ

ォ
ン

ブ
レ

ー
ク
弁

D（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）
 

【
V3

2.
1-

9】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

１
-2

3
 

１
次
補
助
冷
却
系
圧
力
計
止
弁

 

【
V3

2.
1-

80
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
24

 
１
次
補
助
冷
却
系
配
管
（
内
管
）
 

配
管

 
●
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-4 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

1
-
25

 
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ

A
～
原
子
炉

容
器
間
ド
レ
ン
弁
【

V3
5.

1
-8
A
】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
26

 
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ

B
～
原
子
炉

容
器
間
ド
レ
ン
弁
【

V3
5.

1
-8
B
】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
27

 

主
中
間
熱
交
換
器

A～
１
次
主
循

環
ポ
ン
プ

A
間
ド
レ
ン
弁

 

【
V3

5.
1-

9A
】

 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
28

 

主
中
間
熱
交
換
器

B～
１
次
主
循

環
ポ
ン
プ

B
間
ド
レ
ン
弁

 

【
V3

5.
1-

9B
】

 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
29

 
原

子
炉

容
器

～
主

中
間

熱
交

換

器
A
間
ド
レ
ン
弁
【
V
3
5.
1
-1

0
A
】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
30

 
原

子
炉

容
器

～
主

中
間

熱
交

換

器
B
間
ド
レ
ン
弁
【
V
3
5.
1
-1

0
B
】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
31

 
補

助
中

間
熱

交
換

器
～

原
子

炉

容
器
間
ド
レ
ン
弁
【

V3
5.

1
-1
1
】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

1
-
31

 
原

子
炉

容
器

部
分

ド
レ

ン
第

1

止
弁
【
V3

5
.1

-
16
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-1

 
炉
心
支
持
板

 
炉
心
支
持

 

構
造
物

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 

・
炉
心
形
状
の
維
持
機
能
（
Ｐ
Ｓ
－
１
）
に

該
当

 

・
関
連
系
と
し
て
、
原
子
炉
の
緊
急
停
止
及

び
未
臨
界
維
持
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）
に
該

当
 

2
-2

 
支
持
構
造
物

 
炉
心
支
持

 

構
造
物

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-3

 
バ
レ
ル
構
造
体

 
炉
心
バ
レ
ル

 

構
造
物

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-4

 
炉
心
燃
料
集
合
体

 
炉
心
構
成

 

要
素

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-5

 
照
射
燃
料
集
合
体

 
炉
心
構
成

 

要
素

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-5 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

2
-6

 
内
側
反
射
体

 
炉
心
構
成

 

要
素

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-7

 
外
側
反
射
体
（
Ａ
）

 
炉
心
構
成

 

要
素

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-8

 
材
料
照
射
用
反
射
体

 
炉
心
構
成

 

要
素

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-9

 
遮
へ
い
集
合
体

 
炉
心
構
成

 

要
素

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-
10

 
照
射
用
実
験
装
置

 
炉
心
構
成

 

要
素

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

2
-
11

 
計
測
線
付
実
験
装
置

 
炉
心
構
成

 

要
素

 

原
子
炉
容
器
内

／
炉
上
部
ピ
ッ

ト
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

温
度
等
の
計
測
線
を
有
す
る
が
、
当
該
ケ
ー
ブ
ル

が
火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
炉
心
形
状
の

維
持
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

本
体
は
、
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災

の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。

 

以
上
よ
り
、
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き

対
策
す
る
。

 

同
上

 

3
-1

 
制
御
棒
【

CR
-1
、

3、
4
、

6】
 

制
御
材

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
原

子
炉

の
緊

急
停

止
及

び
未

臨
界

維
持

機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

3
-2

 
制
御
棒
駆
動
系
（
上
部
案
内
管
／

下
部
案
内
管
）

 
案
内
管

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-6 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

3
-3

 
制
御
棒
駆
動
系
（
駆
動
機
構
）

 
駆
動
機
構

 
炉
上
部
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

動
力
ケ
ー
ブ
ル
が
火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て

も
、
制
御
棒
の
急
速
挿
入
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
な
い
。
ま
た
、
保
持
電
磁
石
の
ケ
ー
ブ
ル
が
火

災
の
影
響
を
受
け
た
場
合
、
制
御
棒
は
炉
心
に
急
速

挿
入
さ
れ
る
。

 

以
上
よ
り
、
火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、

原
子

炉
の

緊
急

停
止

及
び

未
臨

界
維

持
機

能
は

達

成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

を
考

慮
し

、
早

期
に

火
災

の
感

知
が

で
き

る
よ

う

に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考

慮
す
る
。

 

同
上

 

3
-4

 
後
備
炉
停
止
制
御
棒
【

C
R
-2
、
5
】
 

制
御
材

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
原

子
炉

の
緊

急
停

止
及

び
未

臨
界

維
持

機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
の
停
止
機
能
）
に

該
当

 

3
-5

 
後
備
炉
停
止
制
御
棒
駆
動
系
（
上

部
案
内
管
／
下
部
案
内
管
）

 
案
内
管

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

3
-6

 
後
備
炉
停
止
制
御
棒
駆
動
系
（
駆

動
機
構
）

 
駆
動
機
構

 
炉
上
部
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

動
力
ケ
ー
ブ
ル
が
火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て

も
、
後
備
炉
停
止
制
御
棒
の
急
速
挿
入
機
能
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
保
持
電
磁
石
の
ケ

ー
ブ
ル
が
火
災
の
影
響
を
受
け
た
場
合
、
後
備
炉
停

止
制
御
棒
は
炉
心
に
急
速
挿
入
さ
れ
る
。

 

以
上
よ
り
、
火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、

原
子

炉
の

緊
急

停
止

及
び

未
臨

界
維

持
機

能
は

達

成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

を
考

慮
し

、
早

期
に

火
災

の
感

知
が

で
き

る
よ

う

に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考

慮
す
る
。

 

同
上
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8条-別紙 3-別添 1-7 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

4
-1

 
原

子
炉

容
器

リ
ー

ク
ジ

ャ
ケ

ッ

ト
 

容
器

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
漏
え
い
量
の
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

4
-2

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
A
リ
ー

ク

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-3

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
B
リ
ー

ク

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-4

 
主
中
間
熱
交
換

器
A
リ
ー
ク

ジ

ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R
-2

0
1、

3
02
、

40
2（

●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-5

 
主
中
間
熱
交
換

器
B
リ
ー
ク

ジ

ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R
-2

0
4、

3
05
、

40
8（

●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-6

 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
カ
ラ

ム
A
リ

ー

ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-7

 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
カ
ラ

ム
B
リ

ー

ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-8

 
１
次
主
冷
却
系
逆
止

弁
A
リ

ー

ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-9

 
１
次
主
冷
却
系
逆
止

弁
B
リ

ー

ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
10

 
１

次
主

冷
却

系
圧

力
計

止
弁

A

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
手
動
弁

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
11

 
１

次
主

冷
却

系
圧

力
計

止
弁

B

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
手
動
弁

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
12

 
１
次
主
冷
却
系
配
管
（
外
管
）

 
配
管

 
●
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
13

 
１

次
補

助
冷

却
系

電
磁

ポ
ン

プ

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
14

 
補

助
中

間
熱

交
換

器
リ

ー
ク

ジ

ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-8 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

4
-
15

 
１

次
補

助
冷

却
系

原
子

炉
容

器

出
口
弁
リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
16

 
１

次
補

助
冷

却
系

逆
止

弁
リ

ー

ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
17

 
１

次
補

助
冷

却
系

原
子

炉
容

器

出
口
弁
リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
18

 
補

助
冷

却
系

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ

ー
ク
弁

A【
V3

2.
1
-6
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
運
転
員
の
手

動
操
作
に
よ
り
、
１
次
冷
却
材
漏
え
い
量
の
低
減
機

能
は
達
成
で
き
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る

よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火

を
考
慮
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
漏
え
い
量
の
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機

材
（
冷
却
材
液

位
の
確
保
機

能
）
に
該
当

 

4
-
19

 
補

助
冷

却
系

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ

ー
ク
弁

B【
V3

2.
1
-7
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
20

 
補

助
冷

却
系

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ

ー
ク
弁

C【
V3

2.
1
-8
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
21

 
補

助
冷

却
系

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ

ー
ク
弁

D【
V3

2.
1
-9
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
4
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
22

 
１

次
補

助
冷

却
系

圧
力

計
止

弁

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
容
器

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
漏
え
い
量
の
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

4
-
23

 
１
次
補
助
冷
却
系
配
管
（
外
管
）
 

配
管

 
●
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
24

 
予

熱
窒

素
ガ

ス
系

主
冷

却
系

A

ル
ー
プ
出
口
弁
【

V7
1-

6A
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
①
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

通
常
時
及
び
１
次
冷
却
材
漏
え
い
時
と
も
に
閉
で

あ
り
、
ま
た
、
本
体
は
、
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対

策
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
漏
え
い
量
の
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

・
通

常
時

及
び

１
次

冷
却

材
漏

え
い

時
と

も
に
閉
、
駆
動
源
喪
失
時
に
保
持

 

4
-
25

 
予

熱
窒

素
ガ

ス
系

主
冷

却
系

B

ル
ー
プ
出
口
弁
【

V7
1-

6B
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
①
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-9 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

4
-
26

 
予

熱
窒

素
ガ

ス
系

主
冷

却
系

A

ル
ー
プ
入
口
弁
【

V7
1-

46
A
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
①
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
27

 
予

熱
窒

素
ガ

ス
系

主
冷

却
系

B

ル
ー
プ
入
口
弁
【

V7
1-

46
B
】

 
電
動
弁

 
R-
3
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
①
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
28

 
予

熱
窒

素
ガ

ス
系

補
助

冷
却

系

出
口
弁
【

V7
1-

8
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
①
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
29

 
予

熱
窒

素
ガ

ス
系

補
助

冷
却

系

入
口
弁
【

V7
1-

42
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
①
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
30

 
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
炉

容
器

A
ル

ー
プ
入
口
弁
【

V7
1
-7
A
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

１
次
冷
却
材
漏
え
い
量
の
低
減
機
能
は
、
上
に
同

じ
。
一
方
、
原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能
（
コ
ン
ク

リ
ー

ト
遮

へ
い

体
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

容
器

外

面
冷

却
（

以
下

「
原

子
炉

容
器

外
面

冷
却

」
と

い

う
。）
）
に
つ
い
て
は
、
火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し

て
も
、
運
転
員
の
手
動
操
作
に
よ
り
達
成
で
き
る
。

た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、

早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護

基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
漏
え
い
量
の
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
）

に
該
当

 

・
通

常
時

及
び

１
次

冷
却

材
漏

え
い

時
と

も
に
閉
、
駆
動
源
喪
失
時
に
保
持
、
原
子

炉
容
器
外
面
冷
却
時
に
開

 

4
-
31

 
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
炉

容
器

B
ル

ー
プ
入
口
弁
【

V7
1
-7
B
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
32

 
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
炉

容
器

A
ル

ー
プ
出
口
弁
【

V7
1
-4
7
A
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

4
-
33

 
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
炉

容
器

B
ル

ー
プ
出
口
弁
【

V7
1
-4
7
B
】

 
電
動
弁

 
R-
3
0
5
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-1

 
１

次
主

循
環

ポ
ン

プ
ポ

ニ
ー

モ

ー
タ

A【
PM
31

.
1
-
1A
】

 
直
流
電
動
機

 
R-
4
1
2
 

8
条
（
停
）

 
③
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
原

子
炉

停
止

後
の

除
熱

機
能

（
Ｍ

Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

5
-2

 
１

次
主

循
環

ポ
ン

プ
ポ

ニ
ー

モ

ー
タ

B【
PM
31

.
1
-
1B
】

 
直
流
電
動
機

 
R-
4
1
0
 

8
条
（
停
）

 
③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-10 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

5
-3

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
A
潤
滑

油

ポ
ン
プ

1A
【
O
P3
1
.1

-
1A
】

 
ポ
ン
プ

 
R-
4
1
2
 

8
条
（
停
）

 
②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-4

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
B
潤
滑

油

ポ
ン
プ

2B
【
O
P3
1
.1

-
2B
】

 
ポ
ン
プ

 
R-
4
1
0
 

8
条
（
停
）

 
②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-5

 
１
次
主
冷
却
系
逆
止
弁

A（
逆
止

機
能
）
【
V
31
.
1
-1

A】
 

逆
止
弁

 
R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

同
上

 

5
-6

 
１
次
主
冷
却
系
逆
止
弁

B（
逆
止

機
能
）
【
V
31
.
1
-1

B】
 

逆
止
弁

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-7

 
主
冷
却
器

1A
【
AC
3
1.

2
-1
A
】

 
熱
交
換
器

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-8

 
主
冷
却
器

2A
【
AC
3
1.

2
-2
A
】

 
熱
交
換
器

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-9

 
主
冷
却
器

1B
【
AC
3
1.

2
-1
B
】

 
熱
交
換
器

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-
10

 
主
冷
却
器

2B
【
AC
3
1.

2
-2
B
】

 
熱
交
換
器

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-
11

 
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

1
A
 

空
気
作
動

 

ベ
ー
ン

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
運
転
員
の
手

動
操
作
に
よ
り
、
原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能
は
達

成
で
き
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

を
考

慮
し

、
早

期
に

火
災

の
感

知
が

で
き

る
よ

う

に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考

慮
す
る
。

 

同
上

 

5
-
12

 
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

2
A
 

空
気
作
動

 

ベ
ー
ン

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-
13

 
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

1
B
 

空
気
作
動

 

ベ
ー
ン

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-
14

 
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

2
B
 

空
気
作
動

 

ベ
ー
ン

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-
15

 
入
口
ダ
ン
パ

1
A【

DP
3
1.
2
-1
A
】
 

空
気
作
動

 

ダ
ン
パ

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-11 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

5
-
16

 
入
口
ダ
ン
パ

2
A【

DP
3
1.
2
-3
A
】
 

空
気
作
動

 

ダ
ン
パ

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-
17

 
入
口
ダ
ン
パ

1
B【

DP
3
1.
2
-1
B
】
 

空
気
作
動

 

ダ
ン
パ

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

5
-
18

 
入
口
ダ
ン
パ

2
B【

DP
3
1.
2
-3
B
】
 

空
気
作
動

 

ダ
ン
パ

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-1

 
格
納
容
器

 
容
器

 
原
子
炉
建
物

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
格
納
容
器
外
へ
の
放
射
性

物
質
放
出
量
の
低
減
機
能
）
に
該
当

 

6
-2

 
床
上
空
気
雰
囲
気

N 2
ガ
ス
吸
込

系
（
外
側
）
隔
離
弁
【

V8
4
-2
0
】
 

手
動
弁

 
A-
3
0
5
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-3

 
ポ
ン
プ
上
蓋
室

N
2
ガ
ス
吸
込
系

（
外
側
）
隔
離
弁
【

V8
4-

21
】

 
手
動
弁

 
A-
3
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-4

 
グ
リ
ッ
パ
洗
浄
排
気
系
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V2
1-

35
】

 

ガ
ス
（
ア
ル

ゴ
ン
）
作
動

弁
 

R-
4
1
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

通
常
時
及
び
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
と
も
に
閉
、

駆
動

源
喪

失
時

フ
ェ

イ
ル

ク
ロ

ー
ズ

で
あ

り
、

ま

た
、
本
体
は
、
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

火
災

の
影

響
を

受
け

る
お

そ
れ

は
な

い
。

こ
の

た

め
、

消
防

法
又

は
建

築
基

準
法

に
基

づ
き

対
策

す

る
。

 

・
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
格
納
容
器
外
へ
の
放
射
性

物
質
放
出
量
の
低
減
機
能
）
に
該
当

 

・
運

転
時

及
び

ア
イ

ソ
レ

ー
シ

ョ
ン

時
と

も
に
閉
、
駆
動
電
喪
失
時
フ
ェ
イ
ル
ク
ロ

ー
ズ

 

6
-5

 
グ
リ
ッ
パ
洗
浄
排
気
系
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V2
1-

36
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-6

 
グ
リ
ッ
パ
洗
浄
廃
液
口
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V2
1-

62
】

 

ガ
ス
（
ア
ル

ゴ
ン
）
作
動

弁
 

R-
4
1
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-7

 
グ
リ
ッ
パ
洗
浄
廃
液
口
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V2
1-

63
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-8

 
燃
取
系

Ar
ガ
ス
出
口
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V2
4-

21
5
】

 

ガ
ス
（
ア
ル

ゴ
ン
）
作
動

弁
 

R-
4
1
0
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-12 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

6
-9

 
取
系

A
r
ガ
ス
出
口
（
外
側
）
隔

離
弁
【
V2

4
-2
1
6
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
4
0
7
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
10

 
Ar

ガ
ス
供
給
系
入
口
（
外
側
）
隔

離
弁
【
V7

3
-1
2
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
3
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
11

 
Ar

ガ
ス
供
給
系
入
口
（
内
側
）
隔

離
弁
【
V7

3
-1
3
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
12

 
N 2
ガ
ス
供
給
系
入
口
（
外
側
）
隔

離
弁
【
V7

4
-5
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
3
0
5
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
13

 
N 2
ガ
ス
供
給
系
入
口
（
内
側
）
隔

離
弁
【
V7

4
-6
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
14

 
格
納
容
器
供
給
系
入
口
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V8
4-

17
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
7
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
15

 
格
納
容
器
供
給
系
入
口
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V8
4-

18
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
6
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
16

 
格
納
容
器
供
給
系
出
口
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V8
4-

39
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
3
0
3
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
17

 
格
納
容
器
供
給
系
出
口
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V8
4-

40
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
3
0
4
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
18

 

格
納

容
器

内
圧

縮
空

気
供

給
ヘ

ッ
ダ
入
口
（
外
側
）
隔
離
弁

 

【
V8

4-
19

0
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
19

 

格
納

容
器

内
圧

縮
空

気
供

給
ヘ

ッ
ダ
入
口
（
内
側
）
隔
離
弁

 

【
V8

4-
19

1
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
20

 
差

圧
検

出
器

（
外

側
）

隔
離

弁

【
V8

4-
20

2
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
3
1
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
21

 
差

圧
検

出
器

（
内

側
）

隔
離

弁

【
V8

4-
20

3
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
4
1
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
22

 
格
納
容
器

N 2
ガ
ス
排
気
系
出
口

（
内
側
）
隔
離
弁
【

V8
4-

93
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-13 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

6
-
23

 
格
納
容
器

N 2
ガ
ス
排
気
系
出
口

（
外
側
）
隔
離
弁
【

V8
4-

94
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
24

 
１
次
予
熱
系

A
ル
ー
プ
入
口
（
外

側
）
隔
離
弁
【

V7
1
-4
】

 
電
動
弁

 
A-
2
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

通
常
時
及
び
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
と
も
に
閉
で

あ
り
、
ま
た
、
本
体
は
、
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対

策
す
る
。

 

・
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
格
納
容
器
外
へ
の
放
射
性

物
質
放
出
量
の
低
減
機
能
）
に
該
当

 

・
運

転
時

及
び

ア
イ

ソ
レ

ー
シ

ョ
ン

時
と

も
に
閉
、
駆
動
電
喪
失
時
に
保
持

 

6
-
25

 
１
次
予
熱
系

B
ル
ー
プ
入
口
（
外

側
）
隔
離
弁
【

V7
1
-5
】

 
電
動
弁

 
A-
2
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
26

 
１
次
予
熱
系

A
ル
ー
プ
出
口
（
外

側
）
隔
離
弁
【

V7
1
-9
】

 
電
動
弁

 
A-
2
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
27

 
１
次
予
熱
系

B
ル
ー
プ
出
口
（
外

側
）
隔
離
弁
【

V7
1
-1
0
】

 
電
動
弁

 
A-
2
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
28

 
１
次

N
a
純
化
系
冷
却

N 2
入
口

（
外
側
）
隔
離
弁
【

V3
4.

1
-2
2
】
 

電
動
弁

 
A-
3
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
運
転
員
の
手

動
操
作
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
は

達
成
で
き
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う

に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考

慮
す
る
。

 

・
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
格
納
容
器
外
へ
の
放
射
性

物
質
放
出
量
の
低
減
機
能
）
に
該
当

 

・
運
転
時
に
開
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
に

閉
、
駆
動
電
喪
失
時
に
保
持

 

6
-
29

 
１
次

N
a
純
化
系
冷
却

N 2
出
口

（
外
側
）
隔
離
弁
【

V3
4.

1
-2
4
】
 

電
動
弁

 
A-
3
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
30

 
１
次

Ar
ガ
ス
配
管
入
口
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V3
6.
1
-
6】

 
電
動
弁

 
A-
2
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
31

 
１
次

Ar
ガ
ス
配
管
入
口
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V3
6.
1
-
7】

 
電
動
弁

 
R-
3
0
3
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
32

 
１
次

Ar
ガ
ス
配
管
出
口
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V3
6.
1
-
37
】

 
電
動
弁

 
R-
3
0
3
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
33

 
１
次

Ar
ガ
ス
配
管
出
口
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V3
6.
1
-
38
】

 
電
動
弁

 
A-
2
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-14 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

6
-
34

 
安
全
容
器
呼
吸
系
出
口
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V7
1-

35
】

 
電
動
弁

 
A-
2
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
35

 
フ
レ
オ
ン
液
入
口
配
管
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V8
4-

76
】

 
電
動
弁

 
A-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
36

 
フ
レ
オ
ン
液
出
口
配
管
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V8
4-

77
】

 
電
動
弁

 
R-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
37

 
フ
レ
オ
ン
液
入
口
配
管
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V8
4-

78
】

 
電
動
弁

 
R-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
38

 
フ
レ
オ
ン
液
出
口
配
管
（
外
側
）

隔
離
弁
【

V8
4-

85
】

 
電
動
弁

 
A-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
39

 
真

空
破

壊
弁

計
自

動
開

閉
隔

離

弁
【

V8
1-

20
2】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
格
納
容
器
の

外
側

の
不

燃
性

材
料

で
構

成
さ

れ
る

逆
止

弁
に

よ

り
、

放
射

性
物

質
の

閉
じ

込
め

機
能

は
達

成
で

き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

・
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
格
納
容
器
外
へ
の
放
射
性

物
質
放
出
量
の
低
減
機
能
）
に
該
当

 

・
運
転
時
に
開
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
に

閉
、
駆
動
電
喪
失
時
に
フ
ェ
イ
ル
オ
ー
プ

ン
 

6
-
40

 
真

空
破

壊
弁

計
自

動
開

閉
隔

離

弁
【

V8
1-

20
5】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
41

 
真

空
破

壊
弁

計
自

動
開

閉
隔

離

弁
【

V8
1-

20
7】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
42

 
１
次

N
a
純
化
系
冷
却

N 2
入
口

（
内
側
）
隔
離
弁
【

V3
4.

1
-3
4
】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
格
納
容
器
外
へ
の
放
射
性

物
質
放
出
量
の
低
減
機
能
）
に
該
当

 

・
運
転
時
に
開
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
に

閉
、
駆
動
電
喪
失
時
に
保
持

 

6
-
43

 
１
次

N
a
純
化
系
冷
却

N 2
出
口

（
内
側
）
隔
離
弁
【

V3
4.

1
-3
5
】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-15 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

6
-
44

 
安
全
容
器
呼
吸
系
出
口
（
内
側
）

隔
離
弁
【

V7
1-

34
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

6
-
45

 
２
次
補
助
ホ
ッ
ト
レ
グ
止
弁

 

【
V3

2.
2-

1】
 

電
動
弁

 
A-
3
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
運
転
員
の
手

動
操
作
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
は

達
成
で
き
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う

に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考

慮
す
る
。

 

・
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
格
納
容
器
外
へ
の
放
射
性

物
質
放
出
量
の
低
減
機
能
／
原
子
炉
停
止

後
の
除
熱
機
能
：
補
助
冷
却
設
備
）
に
該

当
 

・
運
転
時
に
開
、
機
能
要
求
時
に
閉
、
駆

動
電
喪
失
時
に
保
持

 

6
-
46

 
２
次
補
助
コ
ー
ル
ド
レ
グ
止
弁

 

【
V3

2.
2-

2】
 

電
動
弁

 
A-
3
0
6
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-1

 
ロ
ジ
ッ
ク
盤

A
【
＃
40

1
】

 
盤

 
A-
7
1
2
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
フ
ェ
イ
ル
セ

ー
フ
設
計
で
あ
り
、
工
学
的
安
全
施
設
及
び
原
子
炉

停
止

系
へ

の
作

動
信

号
の

発
生

機
能

は
達

成
さ

れ

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

7
-2

 
ロ
ジ
ッ
ク
盤

B
【
＃
40

2
】

 
盤

 
A-
7
1
2
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-3

 
起
動
系

ch
.
1
【
SR
M
-c

h1
】

 
核
計
装

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 

原
子
炉
の
安
全
停
止
状
態
を
監
視
す
る
観
点
で
、

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

・
原

子
炉

の
安

全
停

止
状

態
を

監
視

す
る

た
め
に
考
慮

 

7
-4

 
起
動
系

ch
.
2
【
SR
M
-c

h2
】

 
核
計
装

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-16 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

7
-5

 
起
動
系
保
持
駆
動
装
置

 
駆
動
装
置

 
炉
上
部
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
運
転
員
の
手

動
操
作
に
よ
り
、
起
動
系
の
監
視
機
能
を
達
成
で
き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

・
起

動
系

に
よ

る
原

子
炉

の
安

全
停

止
状

態
の
監
視
の
観
点
で
抽
出

 

7
-6

 
中
間
出
力
系

c
h.
3
【
I
RM

-
ch
3
】
 

核
計
装

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ス

ク
ラ
ム
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を

受
け

た
と

し
て

も
、

原
子

炉
の

停
止

は
達

成
で

き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

7
-7

 
中
間
出
力
系

c
h.
4
【
I
RM

-
ch
4
】
 

核
計
装

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-8

 
中
間
出
力
系

c
h.
5
【
I
RM

-
ch
5
】
 

核
計
装

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-9

 
線
形
出
力
系

c
h6
【

PR
M
-6
】

 
核
計
装

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 

原
子
炉
の
安
全
停
止
状
態
を
監
視
す
る
観
点
で
、

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

・
原

子
炉

の
安

全
停

止
状

態
を

監
視

す
る

た
め
に
考
慮

 

7
-
10

 
線
形
出
力
系

c
h7
【

PR
M
-7
】

 
核
計
装

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
11

 
線
形
出
力
系

c
h6
【

PR
M
-8
】

 
核
計
装

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-17 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

7
-
12

 
原
子
炉
出
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-2

A】
 

温
度
検
出
器

 

（
C
A
熱
電

対
）

 

R-
2
0
6
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ス

ク
ラ
ム
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を

受
け

た
と

し
て

も
、

原
子

炉
の

停
止

は
達

成
で

き

る
。
ま
た
、
原
子
炉
の
安
全
停
止
状
態
の
監
視
は
、

仮
設
計
器
に
よ
り
代
替
で
き
る
。
た
だ
し
、
火
災
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感

知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感

知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
の
停
止
機
能
：
代

替
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
信
号
）
に
該
当

 

・
原

子
炉

の
安

全
停

止
状

態
を

監
視

す
る

た
め
に
考
慮

 

7
-
13

 
原
子
炉
出
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-3

A】
 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
6
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
14

 
原
子
炉
出
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-4

A】
 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
6
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
15

 
原
子
炉
出
口
冷
却
材

温
度

B
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-2

B】
 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
5
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
16

 
原
子
炉
出
口
冷
却
材

温
度

B
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-3

B】
 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
5
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
17

 
原
子
炉
出
口
冷
却
材

温
度

B
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-4

B】
 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
5
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
18

 
原
子
炉
入
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-9

A】
 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
6
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

・
原

子
炉

の
安

全
停

止
状

態
を

監
視

す
る

た
め
に
考
慮

 

7
-
19

 
原
子
炉
入
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-1

0A
】

 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
6
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
20

 
原
子
炉
入
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-1

1A
】

 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
6
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
21

 
原
子
炉
入
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-9

A】
 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
5
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
22

 
原
子
炉
入
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-1

0A
】

 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
5
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-18 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

7
-
23

 
原
子
炉
入
口
冷
却
材

温
度

A
ル

ー
プ
【
TE

3
1.
1
-1

1A
】

 

温
度
検
出
器

 

（
CA

熱
電
対
）
 

R-
2
0
5
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
24

 
格
納
容
器
床
上
温
度

 

【
TE

84
-1

02
】

 

温
度
検
出
器

 

（
測
温
抵
抗

体
）
 

R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

複
数
の
格
納
容
器
床
上
温
度
検
出
器
の
機
能
を
喪

失
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を
受

け
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
達
成
で
き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

7
-
25

 
格
納
容
器
床
上
温
度

 

【
TE

84
-1

03
】

 

温
度
検
出
器

 

（
測
温
抵
抗

体
）
 

R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
26

 
格
納
容
器
床
上
温
度

 

【
TE

84
-1

04
】

 

温
度
検
出
器

 

（
測
温
抵
抗

体
）
 

R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
27

 
格
納
容
器
床
下
温
度

 

【
TE

84
-1

02
】

 

温
度
検
出
器

 

（
測
温
抵
抗

体
）
 

R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

複
数
の
格
納
容
器
床
下
温
度
検
出
器
の
機
能
を
喪

失
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を
受

け
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
達
成
で
き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

同
上

 

7
-
28

 
格
納
容
器
床
下
温
度

 

【
TE

84
-1

03
】

 

温
度
検
出
器

 

（
測
温
抵
抗

体
）
 

R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
29

 
格
納
容
器
床
下
温
度

 

【
TE

84
-1

04
】

 

温
度
検
出
器

 

（
測
温
抵
抗

体
）
 

R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-19 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

7
-
30

 
１

次
冷

却
材

流
量

A
ル

ー
プ

【
FE

31
.1

-1
A】

 

流
量
検
出
器

 

（
1
コ
イ
ル
-3

電
極
）
 

R-
2
0
6
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ス

ク
ラ
ム
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を

受
け

た
と

し
て

も
、

原
子

炉
の

停
止

は
達

成
で

き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

7
-
31

 
１

次
冷

却
材

流
量

B
ル

ー
プ

【
FE

31
.1

-1
B】

 

流
量
検
出
器

 

（
1
コ
イ
ル
-3

電
極
）
 

R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
32

 
２

次
冷

却
材

流
量

A
ル

ー
プ

【
FE

31
.2

-1
A】

 

流
量
検
出
器

 

（
1
コ
イ
ル
-3

電
極
）
 

S-
3
0
3
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
33

 
２

次
冷

却
材

流
量

B
ル

ー
プ

【
FE

31
.2

-1
B】

 

流
量
検
出
器

 

（
1
コ
イ
ル
-3

電
極
）
 

S-
3
0
5
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
34

 
炉
内
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
面

 

【
LE

31
.1

-1
】

 

液
面
検
出
器

 

（
誘
導
式
）

 
炉
上
部
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

・
BD
BA

資
機

材
（
冷
却
材
液

位
の
確
保
機

能
）
に
該
当

 

7
-
35

 
炉

内
ナ

ト
リ

ウ
ム

液
面

【
LE

31
.1

-2
】

 

液
面
検
出
器

 

（
誘
導
式
）

 
炉
上
部
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
36

 
炉
内
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
面

 

【
LE

31
.1

-3
】

 

液
面
検
出
器

 

（
誘
導
式
）

 
炉
上
部
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-20 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

7
-
37

 
格
納
容
器
床
上
圧
力

 

【
PE

84
-1

02
】

 

電
極
式

 

差
圧
発
信
器

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

複
数
の
格
納
容
器
床
上
圧
力
検
出
器
の
機
能
を
喪

失
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を
受

け
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
達
成
で
き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

7
-
38

 
格
納
容
器
床
上
圧
力

 

【
PE

84
-1

03
】

 

電
極
式

 

差
圧
発
信
器

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
39

 
格
納
容
器
床
上
圧
力

 

【
PE

84
-1

04
】

 

電
極
式

 

差
圧
発
信
器

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
40

 
格
納
容
器
床
下
圧
力

 

【
PE

84
-2

02
】

 

電
極
式

 

差
圧
発
信
器

 

R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

複
数
の
格
納
容
器
床
下
圧
力
検
出
器
の
機
能
を
喪

失
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を
受

け
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
達
成
で
き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

同
上

 

7
-
41

 
格
納
容
器
床
下
圧
力

 

【
PE

84
-2

03
】

 

電
極
式

 

差
圧
発
信
器

 

R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
42

 
格
納
容
器
床
下
圧
力

 

【
PE

84
-2

04
】

 

電
極
式

 

差
圧
発
信
器

 

R-
2
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
43

 
２
次
主
循
環
ポ
ン

プ
A
ト
リ

ッ

プ
【

52
MC

P
AT
X
】

 
補
助
接
点

 
S-
2
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
で
あ
り
、
火
災
の
影
響
を

受
け

た
と

し
て

も
、

原
子

炉
の

停
止

は
達

成
さ

れ

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

同
上

 

7
-
44

 
２
次
主
循
環
ポ
ン

プ
B
ト
リ

ッ

プ
【

52
MC

P
BT
X
】

 
補
助
接
点

 
S-
2
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-21 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

7
-
45

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
A
ト
リ

ッ

プ
検
出
器
【

15
2A

3
】

 
補
助
接
点

 
S-
2
0
1
 

53
条
 

 
（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
の
停
止
機
能
：
代

替
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
信
号
）
に
該
当

 

7
-
46

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
B
ト
リ

ッ

プ
検
出
器
【

15
2B

3
】

 
補
助
接
点

 
S-
2
0
1
 

53
条
 

 
（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
47

 
電
源
喪
失

1A
母
線
【

1
27

A
】

 
交
流
不
足
電

圧
継
電
器

 
S-
2
0
1
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 

・
工

学
的

安
全

施
設

及
び

原
子

炉
停

止
系

へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）

に
該
当

 

7
-
48

 
電
源
喪
失

1B
母
線
【

1
27

B
】

 
交
流
不
足
電

圧
継
電
器

 
S-
2
0
1
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
49

 
地
震
計
【
感
知
器

A】
 

水
平
地
震
動

 

検
出
器

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ス

ク
ラ
ム
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を

受
け

た
と

し
て

も
、

原
子

炉
の

停
止

は
達

成
で

き

る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮

し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災

防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。
 

同
上

 

7
-
50

 
地
震
計
【
感
知
器

B】
 

水
平
地
震
動

 

検
出
器

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
51

 
地
震
計
【
感
知
器

C】
 

水
平
地
震
動

 

検
出
器

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
52

 
原

子
炉

保
護

系
エ

リ
ア

モ
ニ

タ

【
IM

-1
】

 

エ
リ
ア

 

モ
ニ
タ

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

複
数
の
原
子
炉
保
護
系
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
機
能
を

喪
失
し
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
を
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
定
め
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を

受
け
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
達
成
で

き
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考

慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火

災
防

護
基

準
の

火
災

の
感

知
及

び
消

火
を

考
慮

す

る
。

 

同
上
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8条-別紙 3-別添 1-22 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

7
-
53

 
原

子
炉

保
護

系
エ

リ
ア

モ
ニ

タ

【
IM

-2
】

 

エ
リ
ア

 

モ
ニ
タ

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

7
-
54

 
原

子
炉

保
護

系
エ

リ
ア

モ
ニ

タ

【
IM

-3
】

 

エ
リ
ア

 

モ
ニ
タ

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(1

)
-1

 
中
央
制
御
室

 
構
築
物

 
A-
7
1
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(2

)
-1

 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

（
1
号
機
）

 
発
電
機

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2

 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

（
2
号
機
）

 
発
電
機

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3

 
1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
主

貯
油
槽
【

TK
53

-1
A】

 
容
器

 
S-
1
2
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-4

 
2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
主

貯
油
槽
【

TK
53

-1
B】

 
容
器

 
S-
1
2
8
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-5

 
1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
小
出

槽
【

TK
53

-2
A】

 
容
器

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-6

 
2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
小
出

槽
【

TK
53

-2
B】

 
容
器

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-7

 
1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

サ
ン
プ
タ
ン
ク
【

TK
53

-3
A】

 
容
器

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-8

 
2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

サ
ン
プ
タ
ン
ク
【

TK
53

-3
B】

 
容
器

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-9

 
1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

冷
却
器
【

HX
53

-1
A】

 
熱
交
換
器

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
0
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

冷
却
器
【

HX
53

-1
B】

 
熱
交
換
器

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
1
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

加
熱
器
【

H5
3-

1A
】

 
加
熱
器

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
2
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

加
熱
器
【

H5
3-

1B
】

 
加
熱
器

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

[37]



  

8条-別紙 3-別添 1-23 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

8
(2

)
-1
3
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
移

送
ポ
ン
プ
【

P5
3-

1A
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
4
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
移

送
ポ
ン
プ
【

P5
3-

1B
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
5
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
付
燃
料

供
給
ポ
ン
プ
【

P5
3
-3
A
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
6
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
付
燃
料

供
給
ポ
ン
プ
【

P5
3
-3
B
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
7
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
ポ
ン
プ

 

【
P5

3-
4A
】

 

ポ
ン
プ

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
8
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
ポ
ン
プ

 

【
P5

3-
4B
】

 

ポ
ン
プ

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-1
9
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
付
潤
滑

油
ポ
ン
プ
【

P5
3-

7A
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
0
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
付
潤
滑

油
ポ
ン
プ
【

P5
3-

7B
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
1
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
付
冷
却

水
ポ
ン
プ
【

P5
3-

7A
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
2
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
付
冷
却

水
ポ
ン
プ
【

P5
3-

7B
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
3
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
水

電
動
弁
【

MV
53

-1
A】

 
電
動
弁

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
4
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
水

電
動
弁
【

MV
53

-1
B】

 
電
動
弁

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
5
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
始
動
弁

【
S5

3-
1A
】

 
電
磁
弁

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
6
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
始
動
弁

【
S5

3-
1B
】

 
電
磁
弁

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-24 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

8
(2

)
-2
7
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
停
止
弁

【
S5

3-
3A
】

 
電
磁
弁

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
8
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
停
止
弁

【
S5

3-
3B
】

 
電
磁
弁

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-2
9
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
空
気
圧

縮
機
【
CP

5
3
-1
A
】

 
圧
縮
機

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
0
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
空
気
圧

縮
機
【
CP

5
3
-1
B
】

 
圧
縮
機

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
1
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
油

フ
ィ
ル
タ

No
.
1
【

FL
5
3
-1
A
】

 
フ
ィ
ル
タ

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
2
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
油

フ
ィ
ル
タ

No
.
1
【

FL
5
3
-1
B
】

 
フ
ィ
ル
タ

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
3
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
油

フ
ィ
ル
タ

No
.
2
【

FL
5
3
-2
A
】

 
フ
ィ
ル
タ

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
4
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
油

フ
ィ
ル
タ

No
.
2
【

FL
5
3
-2
B
】

 
フ
ィ
ル
タ

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
5
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

フ
ィ
ル
タ
【

FL
53

-3
A】

 
フ
ィ
ル
タ

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
6
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油

フ
ィ
ル
タ
【

FL
53

-3
B】

 
フ
ィ
ル
タ

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
7
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
塔

【
HX

76
-1

A】
 

冷
却
塔

 
S-
7
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
8
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
塔

【
HX

76
-1

B】
 

冷
却
塔

 
S-
7
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

 
 

①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-3
9
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
塔

ブ
ロ
ワ
【

B7
6-

1A
】

 
ブ
ロ
ワ

 
S-
7
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-4
0
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
塔

ブ
ロ
ワ
【

B7
6-

1B
】

 
ブ
ロ
ワ

 
S-
7
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-4
1
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
系

揚
水

ポ
ン

プ
A

【
P7

6-
1A
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-25 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

8
(2

)
-4
2
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
系

揚
水

ポ
ン

プ
B

【
P7

6-
1B
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-4
3
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
系

揚
水

ポ
ン

プ
C

【
P7

6-
1C
】

 
ポ
ン
プ

 
S-
1
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-4
4
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
系

揚
水

ポ
ン

プ
C

汲
上
切
替
弁

A
【
V7
6-

3A
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
S-
1
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-4
5
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
系

揚
水

ポ
ン

プ
C

汲
上
切
替
弁

B
【
V7
6-

3B
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
S-
1
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-4
6
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル

N
o.
1
送
風
機

 

【
B9

8-
2A
】

 
送
風
機

 
S-
1
0
6
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(2

)
-4
7
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル

N
o.
2
送
風
機

 

【
B9

8-
3A
】

 
送
風
機

 
S-
1
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1

 
1C

 M
/C
【
＃

31
1
】

 
盤

 
A-
7
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2

 
1D

 M
/C
【
＃

31
7
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-3

 
2C

 P
/C
【
＃

31
2
】

 
盤

 
A-
7
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-4

 
2D

 P
/C
【
＃

33
2
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-5

 
2S

 P
/C
【
＃

31
3
】

 
盤

 
A-
7
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対
象

機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上

 

8
(3

)
-6

 
3C

 P
/C
【
＃

32
1
】

 
盤

 
A-
7
0
6
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 
同
上

 

8
(3

)
-7

 
3D

 P
/C
【
＃

33
4
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-8

 
3S

P/
C【

＃
33
3
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
②
 

を
適
用

 

BD
BA

資
機
材
に
対
す
る
火
災
防
護
の
観
点
で
、
火

災
防

護
基

準
の

火
災

の
発

生
防

止
並

び
に

火
災

の

感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上
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8条-別紙 3-別添 1-26 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

8
(3

)
-9

 
5C

蓄
電
池

 
蓄
電
池

 
A-
6
0
3
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 
同
上

 

8
(3

)
-1
0
 

5D
蓄
電
池

 
蓄
電
池

 
A-
7
0
8
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
1
 

5C
開
閉
器
盤
【
＃

08
0
】

 
盤

 
【
精
査
中
】

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
2
 

5D
開
閉
器
盤
【
＃

38
8
】

 
盤

 
【
精
査
中
】

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
3
 

5C
整
流
装
置
盤
【
＃

3
01
】

 
盤

 
A-
7
0
4
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
4
 

5C
整
流
装
置
盤
【
＃

3
37
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
5
 

5C
電
源
盤
【
＃

30
2
】

 
盤

 
A-
7
0
4
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
6
 

5D
電
源
盤
【
＃

33
8
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
7
 

6C
イ
ン
バ
ー
タ
盤
【
＃

30
3
】

 
盤

 
A-
7
0
4
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
8
 

6D
イ
ン
バ
ー
タ
盤
【
＃

33
9
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-1
9
 

6C
電
源
盤
【
＃

30
4
】

 
盤

 
A-
7
0
4
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
0
 

6D
電
源
盤
【
＃

34
0
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
1
 

6S
電
源
盤
【
＃

34
1
】

 
盤

 
A-
7
0
4
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
2
 

7C
蓄
電
池

 
蓄
電
池

 
A-
6
0
3
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
3
 

7D
蓄
電
池

 
蓄
電
池

 
A-
7
0
8
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-27 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

8
(3

)
-2
4
 

7C
開
閉
器
盤
【
＃

08
1
】

 
盤

 
【
精
査
中
】

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
5
 

7D
開
閉
器
盤
【
＃

38
9
】

 
盤

 
【
精
査
中
】

 
8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
6
 

7C
整
流
装
置
盤
【
＃

3
05
】

 
盤

 
A-
7
0
4
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
7
 

7D
整
流
装
置
盤
【

34
4
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
8
 

7C
負
荷
電
圧
補
償
装
置
盤

 

【
＃

30
8
】

 
盤

 
A-
7
0
4
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-2
9
 

7D
負
荷
電
圧
補
償
装
置
盤

 

【
＃

34
3
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-3
0
 

7C
電
源
盤
【
＃

30
6
】

 
盤

 
A-
7
0
4
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-3
1
 

7D
電
源
盤
【
＃

34
2
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(3

)
-3
2
 

7S
電
源
盤
【
＃

30
7
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
③
 

を
適
用

 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対
象

機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上

 

8
(4

)
-1

 
原
子
炉
建
家

2
C 
C
/C
【
＃
56
0
】
 

盤
 

R-
6
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対
象

機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
安
全
上
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
２
）

に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(4

)
-2

 
原
子
炉
附
属
建
家

2C
-
1 
C/
C
 

【
＃

00
3
】

 
盤

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(4

)
-3

 
原
子
炉
附
属
建
家

2C
-
1 
C/
C
 

【
＃

00
5
】

 
盤

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(4

)
-4

 
主
冷
却
機
建
家

2C
 
C/

C
 

【
＃

62
6
】

 
盤

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当
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8条-別紙 3-別添 1-28 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

8
(4

)
-5

 
原
子
炉
建
家

2
D 
C
/C
【
＃
56
1
】
 

盤
 

R-
6
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(4

)
-6

 
原
子
炉
附
属
建
家

2D
-
1 
C/
C
 

【
＃

01
6
】

 
盤

 
A-
1
1
8
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(4

)
-7

 
原
子
炉
附
属
建
家

2D
-
1 
C/
C
 

【
＃

01
7
】

 
盤

 
A-
1
1
8
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(4

)
-8

 
主
冷
却
機
建
家

2D
 
C/

C
 

【
＃

63
6
】

 
盤

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(4

)
-9

 
原
子
炉
建
家

2
S-
2
 C
/
C
 

【
＃

56
2
】

 
盤

 
R-
6
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対
象

機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
安
全
上
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
２
）

に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(4

)
-1
0
 

２
次
補
助
冷
却
系

2S
 
C/
C
 

【
＃

22
4-

2】
 

盤
 

A-
5
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(4

)
-1
1
 

主
冷
却
機
建
家

3C
 
C/

C
 

【
＃

62
4
】

 
盤

 
S-
1
2
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(4

)
-1
2
 

主
冷
却
機
建
家

3C
 
C/

C
（

1）
 

【
＃

67
7
】

 
盤

 
S-
4
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対
象

機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上

 

8
(4

)
-1
3
 

主
冷
却
機
建
家

3D
 
C/

C
 

【
＃

63
4
】

 
盤

 
S-
1
3
0
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 
同
上

 

8
(4

)
-1
4
 

主
冷
却
機
建
家

3D
 
C/

C
 

【
＃

67
8-

1】
 

盤
 

S-
4
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対

象
機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護

基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上

 

[43]



  

8条-別紙 3-別添 1-29 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

8
(4

)
-1
3
 

原
子
炉
附
属
建
家

3S
 
C/
C
 

【
＃

26
8
】

 
盤

 
A-
5
0
9
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
②
 

を
適
用

 

BD
BA

資
機
材
に
対
す
る
火
災
防
護
の
観
点
で
、
火

災
防

護
基

準
の

火
災

の
発

生
防

止
並

び
に

火
災

の

感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上

 

8
(4

)
-1
4
 

原
子
炉
建
家

3
S 
C
/C
【
＃
56
8
】
 

盤
 

R-
6
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-1

 
主
冷
却
機
空
調

P-
1
盤
【
＃
6
1
2
】
 

盤
 

S-
1
1
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(5

)
-2

 
主
冷
却
機
空
調

P-
2
盤
【
＃
6
1
1
】
 

盤
 

S-
1
1
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-3

 
２
次
補
助
接
触
器
盤
【
＃

22
0】

 
盤

 
A-
5
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対
象

機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
安
全
上
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
２
）

に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(5

)
-4

 
二
次
電
磁
流
量
計
電
源
装
置

A
 

【
＃

66
6
】

 
盤

 
S-
4
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

8
(5

)
-5

 
二
次
電
磁
流
量
計
電
源
装
置

B
 

【
＃

66
7
】

 
盤

 
S-
4
0
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

①
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-6

 
中
央
制
御
室
分
電
盤
【
＃

42
6】

 
盤

 
A-
7
1
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(5

)
-7

 
中
性
子
計
装
盤
【
＃

40
3
】

 
盤

 
A-
7
1
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-8

 
放
射
線
監
視
盤
【
＃

41
2
】

 
盤

 
A-
7
1
2
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-9

 
原

子
炉

入
口

電
磁

流
量

計
用

直

流
電
源
盤
【
＃

24
1
】

 
盤

 
A-
5
0
6
 

8
条
（
停
）

 
②
 

 
③
 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対
象

機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

8
(5

)
-1
0
 

原
子

炉
入

口
電

磁
流

量
計

用
直

流
電
源
盤
【
＃

24
2
】

 
盤

 
A-
5
0
6
 

8
条
（
停
）

 
②
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-30 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

8
(5

)
-1
1
 

原
子
炉
建
物
家
分
電
盤
【
＃

5
5
9
】
 

盤
 

R-
6
0
1
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

②
 

 
③
 

を
適
用

 
同
上

 

・
安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－

１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

8
(5

)
-1
2
 

電
源
設
備
操
作

7C
分
電
盤

 

【
＃

32
5
】

 
盤

 
A-
7
0
6
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-1
3
 

電
源
設
備
操
作

7D
分
電
盤

 

【
＃

34
5
】

 
盤

 
A-
7
0
7
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-1
4
 

ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

A
接
触
器
盤

 

【
＃

14
5
】

 
盤

 
A-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-1
5
 

ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

B
接
触
器
盤

 

【
＃

23
9
】

 
盤

 
A-
5
0
6
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

8
(5

)
-1
6
 

１
次
冷
却
系
電
動
弁
分
電
盤

 

【
＃

23
8
】

 
盤

 
A-
5
0
6
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

 
③
 

を
適
用

 

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
の
（
ⅰ
）
、
（
ⅲ
）
又

は
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
火
災
防
護
対
象

機
器
に
関
連
す
る
盤
で
あ
る
た
め
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
安
全
上
重
要
な
関
連
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
２
）

に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
関
連
設
備
）
に
該
当

 

9
-1

 

１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
の
う
ち
、

原
子

炉
カ

バ
ー

ガ
ス

バ
ウ

ン
ダ

リ
に
属
す
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
た

だ
し
、
計
装
等
の
小
口
径
の
も
の

を
除
く
。
）

 

容
器
、
配

管
、
弁

 
●
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
原

子
炉

カ
バ

ー
ガ

ス
等

の
バ

ウ
ン

ダ
リ

機
能
（
Ｐ
Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

9
-2

 

原
子
炉
容
器
の
う
ち
、
原
子
炉
カ

バ
ー

ガ
ス

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

属
す

る
も
の
（
（
た
だ
し
、
計
装
等
の

小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

 

容
器
、
配

管
、
弁

 
●
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

9
-3

 

１
次
主
冷
却
系
の
う
ち
、
原
子
炉

カ
バ

ー
ガ

ス
バ

ウ
ン

ダ
リ

に
属

す
る
も
の
（
（
た
だ
し
、
計
装
等

の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。
）

 

容
器
、
配

管
、
弁

 
●
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-31 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

9
-4

 

１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
の
う
ち
、

原
子

炉
カ

バ
ー

ガ
ス

バ
ウ

ン
ダ

リ
に
属
す
る
も
の
（
（
た
だ
し
、

計
装

等
の

小
口

径
の

も
の

を
除

く
。）

 

容
器
、
配

管
、
弁

 
●
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

9
-5

 

１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン

系
の
う
ち
、
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

属
す

る
も

の

（
（
た
だ
し
、
計
装
等
の
小
口
径

の
も
の
を
除
く
。
）

 

容
器
、
配

管
、
弁

 
●
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

9
-6

 
回
転
プ
ラ
グ

 
回
転
プ
ラ
グ

 
炉
上
部
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
、
フ
リ
ー
ズ
シ
ー
ル
メ
タ
ル

が
溶
融
し
た
と
し
て
も
、
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の

バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
本
体
は
、
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る

た
め
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。

 

以
上
よ
り
、
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き

対
策
す
る
。

 

・
原

子
炉

カ
バ

ー
ガ

ス
等

の
バ

ウ
ン

ダ
リ

機
能
（
Ｐ
Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
格
納
容
器
（
床
上
）
へ
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
噴
出
防
止
機
能
）
に
該
当

 

10
-1

 
燃

料
交

換
機

（
バ

ウ
ン

ダ
リ

機

能
）

 
容
器

 
R
-
50

1、
炉
上
部

ピ
ッ
ト

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
燃
料
を
安
全
に
取
り
扱
う
機
能
（
Ｐ
Ｓ
－

２
）
に
該
当

 

10
-2

 
燃

料
出

入
機

（
バ

ウ
ン

ダ
リ

機

能
）

 
容
器

 
R
-
50

1、
炉
上
部

ピ
ッ
ト

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-3

 
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ロ
ー
タ
ー
（
バ
ウ

ン
ダ
リ
機
能
）

 
容
器

 
A
-2

1
4、

A
-
4
12

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-4

 
燃
料
取
扱
用
キ
ャ
ス
ク
カ
ー
（
バ

ウ
ン
ダ
リ
機
能
）

 
容
器

 
A-
5
1
0
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-5

 
新
燃
料
移
送
台
車
（
バ
ウ
ン
ダ
リ

機
能
）

 
容
器

 
A-
4
1
4
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-6

 

燃
料
洗
浄
装
置
に
属
す
る
容
器
、

配
管
、
ポ
ン
プ
、
弁
（
バ
ウ
ン
ダ

リ
機
能
）

 

容
器

 
A
-3

0
8、

A
-
2
12

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-32 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

10
-7

 
缶
詰
装
置
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）
 

容
器

 
A-

5
12

A、
A-

5
12

B
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-8

 
回

転
移

送
機

（
バ

ウ
ン

ダ
リ

機

能
）

 
容
器

 
A
-
51

2
A、

A-
70

9
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-9

 
水
中
台
車
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）
 

容
器

 
A-
51

1
A
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-1

0
 

原
子

炉
附

属
建

物
燃

料
移

送
機

（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）

 
容
器

 
A-
51

1
A
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-1

1
 

第
一

使
用

済
燃

料
貯

蔵
建

物
燃

料
移
送
機
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）
 

容
器

 
P-
3
1
3
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

10
-1

2
 

第
二

使
用

済
燃

料
貯

蔵
建

物
燃

料
移
送
機
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
）
 

容
器

 
T-
3
1
0
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

11
-1

 
原

子
炉

附
属

建
物

使
用

済
燃

料

貯
蔵
設
備
貯
蔵
ラ
ッ
ク

 
構
築
物

 
A-
51

1
A
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 

・
原

子
炉

冷
却

材
バ

ウ
ン

ダ
リ

に
直

接
接

続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
放
射

性
物
質
を
貯
蔵
す
る
機
能
（
Ｐ
Ｓ
－
２
）

に
該
当

 

11
-2

 
第

一
使

用
済

燃
料

貯
蔵

建
物

使

用
済
燃
料
設
備
貯
蔵
ラ
ッ
ク

 
構
築
物

 
P-
3
1
3
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

11
-3

 
第

二
使

用
済

燃
料

貯
蔵

建
物

使

用
済
燃
料
設
備
貯
蔵
ラ
ッ
ク

 
構
築
物

 
T-
3
1
0
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

11
-4

 
原

子
炉

附
属

建
物

使
用

済
燃

料

貯
蔵
設
備
水
冷
却
池

 
構
築
物

 
A-
51

1
A
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 

・
原

子
炉

冷
却

材
バ

ウ
ン

ダ
リ

に
直

接
接

続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
放
射

性
物
質
を
貯
蔵
す
る
機
能
（
Ｐ
Ｓ
－
２
）

に
該
当

 

・
燃

料
プ

ー
ル

水
の

保
持

機
能

（
Ｍ

Ｓ
－

２
）
に
該
当

 

11
-5

 
第

一
使

用
済

燃
料

貯
蔵

建
物

使

用
済
燃
料
設
備
水
冷
却
池

 
構
築
物

 
P-
3
1
3
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

11
-6

 
第

二
使

用
済

燃
料

貯
蔵

建
物

使

用
済
燃
料
設
備
水
冷
却
池

 
構
築
物

 
T-
3
1
0
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-33 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

11
-7

 
気
体
廃
棄
物
処
理
設
備

 

配
管
、
手
動

弁
、
容
器
、

圧
縮
機

 

原
子
炉
附
属

 

建
物

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 

・
原

子
炉

冷
却

材
バ

ウ
ン

ダ
リ

に
直

接
接

続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
放
射

性
物
質
を
貯
蔵
す
る
機
能
（
Ｐ
Ｓ
－
２
）

に
該
当

 

12
-1

 

原
子

炉
附

属
建

物
使

用
済

燃
料

貯
蔵

設
備

水
冷

却
浄

化
設

備
サ

イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
51

1
A
 

8
条
（
使
）

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 

・
燃

料
プ

ー
ル

水
の

保
持

機
能

（
Ｍ

Ｓ
－

２
）
に
該
当

 

12
-2

 

第
一

使
用

済
燃

料
貯

蔵
建

物
使

用
済

燃
料

設
備

水
冷

却
浄

化
設

備
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
P-
3
1
3
 

8
条
（
使
）

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

12
-3

 

第
二

使
用

済
燃

料
貯

蔵
建

物
使

用
済

燃
料

設
備

水
冷

却
浄

化
設

備
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁

 

電
磁
弁

 
T-
3
1
0
 

8
条
（
使
）

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

13
-1

 
外
周
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

 
構
造
物

 
屋
外

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

13
-2

 
主
排
気
筒

 
構
造
物

 
屋
外

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-3

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
フ
ァ
ン

A
 

【
B8

3-
3A
】

 
フ
ァ
ン

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
不
燃
性
材
料

で
構
成
さ
れ
る
格
納
容
器
に
よ
り
、
放
射
線
の
放
出

低
減
機
能
は
達
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が

で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及

び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上

 

13
-4

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
フ
ァ
ン

A
 

【
B8

3-
3B
】

 
フ
ァ
ン

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-5

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
A
電

気

ヒ
ー
タ
【

FL
84

-5
A】

 
ヒ
ー
タ

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-34 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

13
-6

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
B
電

気

ヒ
ー
タ
【

FL
84

-5
B】

 
ヒ
ー
タ

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-7

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
A
投

込

み
ヒ
ー
タ
【

FL
84

-6
A】

 
ヒ
ー
タ

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-8

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
B
投

込

み
ヒ
ー
タ
【

FL
84

-6
B】

 
ヒ
ー
タ

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-9

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
A
外

気

導
入
弁
【

V8
4-

42
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

0
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
B
外

気

導
入
弁
【

V8
4-

43
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

1
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
A
入

口

弁
【

V8
4-

44
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

2
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
B
入

口

弁
【

V8
4-

45
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

3
 

常
用
排
気
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁

 

【
V8

4-
46
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

4
 

常
用
排
気
フ
ィ
ル
タ
出
口
弁

 

【
V8

4-
47
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

5
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
B
入

口

弁
【

V8
4-

48
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

6
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
装

置
B
出

口

弁
【

V8
4-

49
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

7
 

ア
ニ

ュ
ラ

ス
部

排
気

フ
ァ

ン
A

入
口
弁
【

V8
4-

51
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

8
 

ア
ニ

ュ
ラ

ス
部

排
気

フ
ァ

ン
A

出
口
弁
【

V8
4-

52
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-1

9
 

ア
ニ

ュ
ラ

ス
部

排
気

フ
ァ

ン
B

入
口
弁
【

V8
4-

53
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-2

0
 

ア
ニ

ュ
ラ

ス
部

排
気

フ
ァ

ン
B

出
口
弁
【

V8
4-

54
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-35 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

13
-2

1
 

ア
ニ

ュ
ラ

ス
部

排
気

バ
イ

パ
ス

弁
【

V8
4-

55
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-2

2
 

ア
ニ

ュ
ラ

ス
部

排
気

風
量

調
整

弁
【

V8
4-

10
00
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
②
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-2

3
 

ア
ニ

ュ
ラ

ス
部

排
気

バ
イ

パ
ス

風
量
調
整
弁
【

V8
4
-1
0
00
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
1
0
2
 

8
条
（
放
）

 
①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-2

4
 

安
全
容
器

 
容
器

 
炉
容
器
ピ
ッ
ト

 
8
条
（
放
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法

又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
安
全
容
器
内
で
の
損
傷
炉

心
物
質
の
冷
却
機
能
（
以
下
「
安
全
容
器

外
面
冷
却
」
と
い
う
。
）
）
に
該
当

 

13
-2

5
 

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ

A【
B8
4
-9
A
】
 

ブ
ロ
ワ

 
R-
1
0
2
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

事
象
発
生
前
か
ら
継
続
動
作
し
て
お
り
、
火
災
の

影
響
を
受
け
て
停
止
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
感
知

し
て
原
子
炉
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後

の
崩
壊
熱
除
去
は
、
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
等

の
主

に
不

燃
性

材
料

で
構

成
さ

れ
る

機
器

に
よ

り

高
い
信
頼
性
を
も
っ
て
達
成
で
き
る
。
た
だ
し
、
火

災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災

の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災

の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
／

安
全
容
器
外
面
冷
却
）
に
該
当

 

13
-2

6
 

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ

B【
B8
4
-9
B
】
 

ブ
ロ
ワ

 
R-
1
0
2
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-2

7
 

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

A
 

【
B8

4-
10

A
】

 
ブ
ロ
ワ

 
R-
1
0
9
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-2

8
 

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

B
 

【
B8

4-
10

B
】

 
ブ
ロ
ワ

 
R-
1
0
9
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

[50]



  

8条-別紙 3-別添 1-36 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

13
-2

9
 

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

A

出
口
ダ
ン
パ
【

DP
8
4
-4
1
】

 
電
動
ダ
ン
パ

 
R-
1
0
9
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
窒
素
ガ
ス
流

路
の
喪
失
に
至
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
火
災
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感

知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感

知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
／

安
全
容
器
外
面
冷
却
）
に
該
当

 

・
通
常
時
に
開
、
駆
動
源
喪
失
時
に
保
持

 

13
-3

0
 

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

B

出
口
ダ
ン
パ
【

DP
8
4
-4
2
】

 
電
動
ダ
ン
パ

 
R-
1
0
9
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-3

1
 

ペ
デ

ス
タ

ル
部

風
量

調
節

ダ
ン

パ
【

DP
84

-4
3】

 
電
動
ダ
ン
パ

 
R-
1
0
9
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

 
②
 

を
適
用

 

格
納
容
器
（
床
下
）
に
設
置
す
る
ケ
ー
ブ
ル
を
除

き
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火

災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
／

安
全
容
器
外
面
冷
却
）
に
該
当

 

・
通
常
時
に
開
、
駆
動
源
喪
失
時
に
保
持

 

13
-3

2
 

ピ
ッ
ト
部
風
量
調
節
ダ
ン
パ

 

【
DP

84
-4

4】
 

電
動
ダ
ン
パ

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-3

3
 

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ

ワ
A
出
口
ダ

ン

パ
【

DP
84

-4
5】

 
電
動
ダ
ン
パ

 
R-
1
0
2
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
窒
素
ガ
ス
流

路
の
喪
失
に
至
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
火
災
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感

知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感

知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
／

安
全
容
器
外
面
冷
却
）
に
該
当

 

・
通
常
時
に
開
、
駆
動
源
喪
失
時
に
保
持

 

13
-3

4
 

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ

ワ
B
出
口
ダ

ン

パ
【

DP
84

-4
6】

 
電
動
ダ
ン
パ

 
R-
1
0
2
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-3

5
 

相
互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
連
絡
弁

 

【
V8

4-
10

5
】

 

ガ
ス
（
窒

素
）
作
動
弁

 

R-
2
0
1
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

通
常
時
及
び
異
常
時
と
も
に
閉
、
駆
動
源
喪
失
時

に
フ
ェ
イ
ル
ク
ロ
ー
ズ
設
計
の
弁
で
あ
り
、

ま
た
、

本
体
は
、
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災

の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消

防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
／

安
全
容
器
外
面
冷
却
）
に
該
当

 

・
通
常
時
及
び
異
常
時
と
も
に
閉
、
駆
動
源

喪
失
時
に
フ
ェ
イ
ル
ク
ロ
ー
ズ

 

13
-3

6
 

相
互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
連
絡
弁

 

【
V8

4-
10

6
】

 

ガ
ス
（
窒

素
）
作
動
弁

 

R-
2
0
1
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-37 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

13
-3

7
 

相
互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
連
絡
弁

 

【
V8

4-
10

7
】

 

ガ
ス
（
窒

素
）
作
動
弁

 

R-
2
0
1
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-3

8
 

相
互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
連
絡
弁

 

【
V8

4-
10

8
】

 

ガ
ス
（
窒

素
）
作
動
弁

 

R-
2
0
1
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-3

9
 

相
互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
連
絡
弁

 

【
V8

4-
12

7
】

 

ガ
ス
（
窒

素
）
作
動
弁

 

R-
1
0
2
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-4

0
 

相
互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
連
絡
弁

 

【
V8

4-
12

8
】

 

ガ
ス
（
窒

素
）
作
動
弁

 

R-
1
0
2
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-4

1
 

窒
素
ガ
ス
冷
却
水
止
弁

 

【
V8

4-
12

9
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
2
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅴ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

火
災
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
バ
イ
パ
ス
弁

（
手
動
弁
）
の
操
作
に
よ
り
、
冷
却
水
の
流
路
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で

き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び

消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
／

安
全
容
器
外
面
冷
却
）
に
該
当

 

・
通
常
時
に
開
、
駆
動
源
喪
失
時
に
フ
ェ
イ

ル
ク
ロ
ー
ズ

 

13
-4

2
 

窒
素
ガ
ス
冷
却
水
調
整
弁

 

【
V8

4-
13

0
】

 
電
動
弁

 
A-
2
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

 
②
 

を
適
用

 

災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の

感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
／

安
全
容
器
外
面
冷
却
）
に
該
当

 

13
-4

3
 

系
統
圧
力
調
整
排
気
弁

 

【
V8

4-
14

5
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-4

4
 

系
統
圧
力
調
整
供
給
弁

 

【
V8

4-
15

0
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
R-
4
0
1
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-4

5
 

窒
素

ガ
ス

ブ
ロ

ワ
風

量
調

節
バ

イ
パ
ス
弁
【

V8
4-

51
6】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 

R-
1
0
9
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

[52]



  

8条-別紙 3-別添 1-38 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

13
-4

6
 

窒
素

ガ
ス

ブ
ロ

ワ
バ

イ
パ

ス
調

節
弁
【
V8

4
-5
1
7
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 

R-
1
0
9
 

（
●
）

 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-4

7
 

補
機
冷
却
塔

A
【
HX
76

-3
A
】

 
冷
却
塔

 
A-
8
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
放
射
線
の
遮
蔽
及
び
放
出
低
減
機
能
（
Ｍ

Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
容
器
外
面
冷
却
／

安
全
容
器
外
面
冷
却
）
に
該
当

 

13
-4

8
 

補
機
冷
却
塔

B
【
HX
76

-3
B
】

 
冷
却
塔

 
A-
8
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-4

9
 

補
機
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ

A
 

【
B7

6-
3A
】

 
ブ
ロ
ワ

 
A-
8
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

事
象
発
生
前
か
ら
継
続
動
作
し
て
お
り
、
火
災
の

影
響
を
受
け
て
停
止
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
感
知

し
て
原
子
炉
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後

の
崩
壊
熱
除
去
は
、
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
等

の
主

に
不

燃
性

材
料

で
構

成
さ

れ
る

機
器

に
よ

り

高
い
信
頼
性
を
も
っ
て
達
成
で
き
る
。
た
だ
し
、
火

災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災

の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災

の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上

 

13
-5

0
 

補
機
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ

B
 

【
B7

6-
3B
】

 
ブ
ロ
ワ

 
A-
8
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-5

1
 

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ

A
 

【
P7

6-
3A
】

 
ポ
ン
プ

 
A-
1
1
7
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-5

2
 

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ

B
 

【
P7

6-
3B
】

 
ポ
ン
プ

 
A-
1
1
7
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-5

3
 

補
機
冷
却
塔

A
入
口
弁

 

【
V7

6-
24

A
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
8
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 

災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の

感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す
る
。

 
同
上

 

13
-5

4
 

補
機
冷
却
塔

B
入
口
弁

 

【
V7

6-
24

B
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
8
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-39 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

13
-5

5
 

予
備
弁
【

V7
6-

28
】

 
ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
8
0
2
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-5

6
 

圧
縮

空
気

供
給

設
備

入
口

遮
断

弁
【

V7
6-

29
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
4
0
5
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-5

7
 

１
次

純
化

系
窒

素
ガ

ス
冷

却
器

入
口
遮
断
弁
【

V7
6
-3
0
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
2
0
7
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

13
-5

8
 

予
熱

窒
素

ガ
ス

系
ブ

ロ
ワ

入
口

遮
断
弁
【

V7
6-

31
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
2
0
8
 

8
条
（
放
）

 

53
条
 

②
 

 
②
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

14
-1

 
格

納
容

器
高

線
量

エ
リ

ア
モ

ニ

タ
【

EM
-1
】

 

エ
リ
ア

 

モ
ニ
タ

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 
②
 

 
①
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す

る
。

 

・
事

故
時

の
プ

ラ
ン

ト
状

態
の

把
握

機
能

（
Ｍ
Ｓ
－
２
）
に
該
当

 

14
-2

 
格

納
容

器
高

線
量

エ
リ

ア
モ

ニ

タ
【

EM
-2
】

 

エ
リ
ア

 

モ
ニ
タ

 
R-
5
0
1
 

8
条
（
停
）

 
②
 

 
①
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

 
１
次
冷
却
材
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

A
 

【
TK

35
.1

-1
A】

 
容
器

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
を
内
蔵
す
る
機
能
（
Ｐ
Ｓ
－

１
）
以
外
の
も
の
（
Ｐ
Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

15
-2

 
１

次
冷

却
材

ダ
ン

プ
タ

ン
ク

B

【
TK

35
.1

-1
B】

 
容
器

 
R-
1
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

 
１
次
ダ
ン
プ
タ
ン

ク
A
入
口

弁

【
V3

5.
1-

1A
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

 
１
次
ダ
ン
プ
タ
ン

ク
B
入
口

弁

【
V3

5.
1-

1B
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

 
１
次
ダ
ン
プ
タ
ン

ク
A
出
口

弁

【
V3

5.
1-

2A
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-6

 
１
次
ダ
ン
プ
タ
ン

ク
B
出
口

弁

【
V3

5.
1-

2B
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-7

 
１
次
ダ
ン
プ
タ
ン

ク
A
出
口

弁

バ
イ
パ
ス
弁
【

V3
5
.1

-
3
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-8

 
ド
レ
ン
ヘ
ッ
ダ
止
弁
【

V
35
.1

-
4
】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-9

 
純
化
系
入
口
配
管
止
弁

 

【
V3

5.
1-

5】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-40 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

15
-1

0
 

純
化
系
戻
り
止
弁

 

【
V3

5.
1-

6】
 

手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

1
 

オ
ー

バ
フ

ロ
ー

系
汲

上
げ

止
弁

【
V3

5.
1-

7】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

2
 

オ
ー

バ
フ

ロ
ー

タ
ン

ク
入

口
弁

【
V3

5.
1-

12
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

3
 

ナ
ト
リ
ウ
ム
受
入
配
管
止
弁

 

【
V3

5.
1-

13
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

4
 

原
子

炉
容

器
～

ベ
ー

パ
ト

ラ
ッ

プ
ド
レ
ン
弁
【

V3
5
.1

-
15
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

5
 

原
子

炉
容

器
部

分
ド

レ
ン

第
2

止
弁
【
V3

5
.1

-
17
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

7
 

サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
カ
ー
弁

 

【
V3

5.
1-

18
】

 
手
動
弁

 
R-
3
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

8
 

オ
ー

バ
フ

ロ
ー

系
汲

上
げ

ド
レ

ン
弁
【
V3

5
.1

-
19
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-1

9
 

FF
D
～
ベ
ー
パ
ト
ラ
ッ
プ
ド
レ
ン

弁
【

V3
5.

1
-2
0
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

0
 

原
子
炉
容
器
～

FF
D
ラ
イ
ン
ド
レ

ン
弁
【
V3

5
.1

-
21
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

1
 

１
次

純
化

系
プ

ラ
ギ

ン
グ

計
出

口
配
管
ド
レ
ン
弁

 
手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

2
 

１
次

コ
ー

ル
ド

ト
ラ

ッ
プ

エ
コ

ノ
マ

イ
ザ

胴
側

出
口

配
管

ド
レ

ン
弁
【
V3

5
.1

-
23
】

 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

3
 

１
次

コ
ー

ル
ド

ト
ラ

ッ
プ

エ
コ

ノ
マ

イ
ザ

胴
側

入
口

配
管

ド
レ

ン
弁
【
V3

5
.1

-
24
】

 

手
動
弁

 
R-
1
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

4
 

１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン

系
の
配
管

 
配
管

 
●
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-41 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

15
-2

5
 

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク

 
容
器

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

6
 

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク
出
口
弁

 

【
V3

3-
1
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

7
 

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク
入
口
弁

 

【
V3

3-
4
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

8
 

オ
ー

バ
フ

ロ
ー

電
磁

ポ
ン

プ
出

口
逆
止
弁
【

V3
3-

5】
 

逆
止
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

8
 

逆
止
弁
出
口
弁
【

V3
3-

6
】

 
手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-2

9
 

オ
ー

バ
フ

ロ
ー

タ
ン

ク
圧

力
計

止
弁

 
手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

0
 

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
（
バ

ウ
ン
ダ
リ
）
【

E
P3

3
-1
】

 
電
磁
ポ
ン
プ

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

1
 

汲
上
げ
ナ
ト
リ
ウ
ム
流
量
計
（
バ

ウ
ン
ダ
リ
）
【

F
E3

3
-1
】

 
流
量
計

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

2
 

１
次

オ
ー

バ
フ

ロ
ー

系
に

属
す

る
配
管

 
配
管

 
●
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

3
 

１
次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ

A
 

【
CT

34
.1

-1
A】

 
容
器

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

4
 

１
次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ

B
 

【
CT

34
.1

-1
B】

 
容
器

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

5
 

セ
シ
ウ
ム
ト
ラ
ッ
プ

 

【
Cs

34
-1

-1
】

 
容
器

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

6
 

１
次

コ
ー

ル
ド

ト
ラ

ッ
プ

エ
コ

ノ
マ
イ
ザ
【

E3
4.

1
-1
】

 
容
器

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

7
 

１
次

プ
ラ

ギ
ン

グ
計

エ
コ

ノ
マ

イ
ザ
【
E3

4
.1

-
2
】

 
容
器

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-3

8
 

１
次

ナ
ト

リ
ウ

ム
純

化
系

サ
ン

プ
リ
ン
グ
装
置
【

SP
34
.
1
-1
】

 
容
器

 
R-
3
0
3
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-42 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

15
-3

9
 

１
次
プ
ラ
ギ
ン
グ
計

 

【
PL

34
.1

-1
】

 
容
器

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

0
 

自
動
連
続
式
プ
ラ
ギ
ン
グ
計

 

【
PL

34
.1

-2
】

 
容
器

 
R-
1
0
4
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

1
 

１
次

ナ
ト

リ
ウ

ム
純

化
系

電
磁

ポ
ン
プ
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
）

 

【
EP

34
.1

-1
】

 

電
磁
ポ
ン
プ

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

2
 

1
次
純
化
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
流
量
検

出
器
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
）

 

【
FE

34
.1

-1
】

 

流
量
計

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

3
 

プ
ラ

ギ
ン

グ
計

ナ
ト

リ
ウ

ム
流

量
検
出
器
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
）

 

【
FE

34
.1

-2
】

 

流
量
計

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

4
 

セ
シ

ウ
ム

ト
ラ

ッ
プ

ナ
ト

リ
ウ

ム
流
量
検
出
器
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
）
 

【
FE

34
.1

-1
01
】

 

流
量
計

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

5
 

オ
ー

バ
フ

ロ
ー

タ
ン

ク
出

口
弁

【
V3

4.
1-

1】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

6
 

1
次

純
化

電
磁

ポ
ン

プ
入

口
弁

【
V3

4.
1-

2】
 

手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

7
 

緊
急
汲
上
切
換
弁
【

V3
4.

1
-3
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

8
 

1
次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ

A
入
口

弁
【

V3
4.

1
-4
A
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-4

9
 

1
次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ

B
入
口

弁
【

V3
4.

1
-4
B
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

0
 

1
次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ

A
出
口

弁
【

V3
4.

1
-5
A
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-43 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

15
-5

1
 

1
次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ

B
出
口

弁
【

V3
4.

1
-5
B
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

2
 

1
次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
エ
コ
ノ

マ
イ

ザ
胴

側
バ

イ
パ

ス
弁

【
V3

4.
1-

6】
 

手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

3
 

オ
ー

バ
フ

ロ
ー

タ
ン

ク
入

口
弁

【
V3

4.
1-

7】
 

手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

4
 

1
次
プ
ラ
グ
計
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
胴

側
入
口
弁
【

V3
4.

1
-8
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

5
 

1
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ

装
置
入
口
弁
【

V3
4
.1

-
9
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

6
 

1
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ

装
置
出
口
弁
【

V3
4
.1

-
10
】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
2
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

7
 

純
化

系
電

磁
ポ

ン
プ

出
口

ナ
ト

リ
ウ
ム
圧
力
計
元
弁

 

【
V3

4.
1-

80
】

 

手
動
弁

 
R-
1
0
5
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

8
 

セ
シ
ウ
ム
ト
ラ
ッ
プ
入
口
弁
（
バ

ウ
ン
ダ
リ
）
【
V
34

.
1
-1
01
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-5

9
 

セ
シ

ウ
ム

ト
ラ

ッ
プ

出
口

弁

【
V3

4.
1-

10
2】

 
手
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-6

0
 

主
系
統
流
量
調
節
弁
（
バ
ウ
ン
ダ

リ
）【

V
34

.
1
-1
03
】

 
電
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-6

1
 

セ
シ

ウ
ム

ト
ラ

ッ
プ

ド
レ

ン
弁

（
バ
ウ
ン
ダ
リ
）
【

V3
4
.1

-1
04
】
 

電
動
弁

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

15
-6

2
 

１
次

ナ
ト

リ
ウ

ム
純

化
系

に
属

す
る
配
管

 
配
管

 
●
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-44 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

16
-1

 
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ

A（
バ
ウ
ン

ダ
リ
機
能
）

 
容
器

 
S-
6
0
1
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 

・
２
次
冷
却
材
を
内
蔵
す
る
機
能
（
通
常
運

転
時
の
炉
心
の
冷
却
に
関
連
す
る
も
の
）

（
Ｐ
Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

・
関
連
系
と
し
て
、
原
子
炉
停
止
後
の
除
熱

機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

16
-2

 
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ

B（
バ
ウ
ン

ダ
リ
機
能
）

 
容
器

 
S-
6
0
2
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

16
-3

 
２

次
主

冷
却

系
オ

ー
バ

フ
ロ

ー

タ
ン
ク

A【
TK

31
.
2
-1

A】
 

容
器

 
S-
6
0
1
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

16
-4

 
２

次
主

冷
却

系
オ

ー
バ

フ
ロ

ー

タ
ン
ク

B【
TK

31
.
2
-1

B】
 

容
器

 
S-
6
0
2
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

16
-5

 
２
次
主
冷
却
系
の
配
管

 
配
管

 

主
冷
却
機
建

物
、
原
子
炉
附

属
建
物
、
原
子

炉
建
物

 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

16
-6

 
２

次
補

助
系

充
填

ラ
イ

ン
止

弁

【
V3

2.
2-

3】
 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
A-
5
0
5
 

8
条
（
停
）

 

53
条
 

③
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

フ
ェ
イ
ル
ク
ロ
ー
ズ
設
計
の
弁
で
あ
り
、
火
災
の

影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
２
次
主
冷
却
系
又
は
２

次
補
助
冷
却
系
の
除
熱
機
能
は
達
成
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期

に
火
災
の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準

の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
２
次
冷
却
材
を
内
蔵
す
る
機
能
（
通
常
運

転
時
の
炉
心
の
冷
却
に
関
連
す
る
も
の
）

（
Ｐ
Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

・
関
連
系
と
し
て
、
原
子
炉
停
止
後
の
除
熱

機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

・
BD
BA

資
機
材
（
補
助
冷
却
設
備
に
よ
る
強

制
循
環
冷
却
）
に
該
当

 

・
通
常
時
及
び
事
故
時
と
も
に
閉
、
駆
動
源

喪
失
時
フ
ェ
イ
ル
ク
ロ
ー
ズ

 

16
-7

 
２
次
主
冷
却
系

A
ル
ー
プ
充

填

第
1
元
弁
【
V3
4.

2
-5
A
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
S-
5
0
8
 

8
条
（
停
）

 
③
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

フ
ェ
イ
ル
ク
ロ
ー
ズ
設
計
の
弁
で
あ
り
、
火
災
の

影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
２
次
主
冷
却
系
の
除
熱

機
能
は
達
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
火
災
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災
の
感
知
が
で
き

る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消

火
を
考
慮
す
る
。

 

・
２
次
冷
却
材
を
内
蔵
す
る
機
能
（
通
常
運

転
時
の
炉
心
の
冷
却
に
関
連
す
る
も
の
）

（
Ｐ
Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

・
関
連
系
と
し
て
、
原
子
炉
停
止
後
の
除
熱

機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

・
通
常
時
開
、
事
故
時
閉
、
駆
動
源
喪
失
時

フ
ェ
イ
ル
ク
ロ
ー
ズ
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8条-別紙 3-別添 1-45 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

16
-8

 
２
次
主
冷
却
系

B
ル
ー
プ
充

填

第
1
元
弁
【
V3
4.

2
-5
B
】

 

ガ
ス
（
空

気
）
作
動
弁

 
S-
5
0
9
 

8
条
（
停
）

 
③
 

（
ⅳ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

16
-9

 

２
次
主
冷
却
系

A
ル
ー
プ
コ

ー

ル
ド
レ
グ
ド
レ
ン
弁

 

【
V3

5.
2-

2A
】

 

手
動
弁

 
S-
2
1
2
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
火
災
の

影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防

法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
２
次
冷
却
材
を
内
蔵
す
る
機
能
（
通
常
運

転
時
の
炉
心
の
冷
却
に
関
連
す
る
も
の
）

（
Ｐ
Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

・
関
連
系
と
し
て
、
原
子
炉
停
止
後
の
除
熱

機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
１
）
に
該
当

 

16
-1

0
 

２
次
主
冷
却
系

B
ル
ー
プ
コ

ー

ル
ド
レ
グ
ド
レ
ン
弁

 

【
V3

5.
2-

2B
】

 

手
動
弁

 
S-
2
1
2
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

16
-1

1
 

２
次
主
冷
却
系

A
ル
ー
プ
ポ

ン

プ
入
口
配
管
ド
レ
ン
弁

 

【
V3

5.
2-

3A
】

 

手
動
弁

 
S-
2
1
2
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

16
-1

2
 

２
次
主
冷
却
系

B
ル
ー
プ
ポ

ン

プ
入
口
配
管
ド
レ
ン
弁

 

【
V3

5.
2-

3B
】

 

手
動
弁

 
S-
2
1
2
 

8
条
（
停
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

17
-1

 
廃
棄
物
処
理
建
物
固
体
廃
棄
物

A

貯
蔵
設
備

 
貯
蔵
庫

 
W-
2
0
6
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

貯
蔵
庫
内
に
貯
蔵
す
る
固
体
廃
棄
物
は
、
不
燃
性

材
料

で
構

成
さ

れ
る

ド
ラ

ム
管

等
の

容
器

内
で

保

管
す
る
た
め
、
火
災
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な

い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ

き
対
策
す
る
。

 

・
放
射
性
物
質
の
貯
蔵
機
能
（
Ｐ
Ｓ
－
３
）

に
該
当

 

17
-2

 

廃
棄

物
処

理
建

物
内

固
体

廃
棄

物
B
用
貯
蔵
設
備
（
貯
蔵
庫

A
、

B）
 

貯
蔵
庫

 
W-
2
0
4
 

W-
2
0
7
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

17
-3

 
原

子
炉

附
属

建
物

内
固

体
廃

棄

物
貯
蔵
設
備

 
貯
蔵
庫

 
A-
3
0
7
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

[60]



  

8条-別紙 3-別添 1-46 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

17
-4

 

第
二

使
用

済
燃

料
貯

蔵
建

物
内

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
（
貯
蔵
庫

A、
B、

C
）

 

貯
蔵
庫

 

T-
1
0
6
 

T-
1
0
7
 

T-
2
0
2
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

17
-6

 
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
建

物
内

固
体

廃

棄
物
貯
蔵
設
備

 
貯
蔵
庫

 
M-
1
0
3
 

8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

17
-7

 
原

子
炉

附
属

建
物

内
液

体
廃

棄

物
処
理
設
備

 

配
管
、
容
器

ポ
ン
プ
、
手

動
弁

 

原
子
炉
附
属

 

建
物

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

各
機
器
は
、
不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

火
災

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
貯

蔵
機

能
が

影
響

を

受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
た
め
、
消
防
法
又
は
建
築
基

準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

同
上

 

17
-8

 
原

子
炉

附
属

建
物

内
ア

ル
コ

ー

ル
廃
液
処
理
設
備

 

配
管
、
容
器

ポ
ン
プ
、
手

動
弁

 

原
子
炉
附
属

 

建
物

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

17
-9

 
第

一
使

用
済

燃
料

貯
蔵

建
物

内

液
体
廃
棄
物
処
理
設
備

 

配
管
、
容
器

ポ
ン
プ
、
手

動
弁

 

第
一
使
用
済

 

燃
料
貯
蔵
建
物

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

17
-1

0
 

第
二

使
用

済
燃

料
貯

蔵
建

物
内

液
体
廃
棄
物
処
理
設
備

 

配
管
、
容
器

ポ
ン
プ
、
手

動
弁

 

第
二
使
用
済

 

燃
料
貯
蔵
建
物

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

17
-1

1
 

廃
棄

物
処

理
建

物
内

液
体

廃
棄

物
処
理
設
備

 

配
管
,容

器
,

ポ
ン
プ
,
手
動

弁
,ろ

過
機

,

蒸
発
濃
縮
処

理
装
置
,
固
化

装
置

 

廃
棄
物
処
理

 

建
物

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

18
-1

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
A
主
電

動

機
【

P3
1.

1
-1
A
】

 
電
動
機

 
R-
4
1
2
 

8
条
（
停
）

 
④
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
・
通
常
運
転
時
の
冷
却
材
の
循
環
機
能
（
Ｐ

Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

18
-2

 
１
次
主
循
環
ポ
ン

プ
B
主
電

動

機
【

P3
1.

1
-1
B
】

 
電
動
機

 
R-
4
1
0
 

8
条
（
停
）

 
④
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

18
-3

 
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ

A
電
動
機

 

【
P3

1.
2-

1A
】

 
電
動
機

 
S-
7
0
1
 

8
条
（
停
）

 
④
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上
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8条-別紙 3-別添 1-47 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

18
-4

 
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ

B
電
動
機

 

【
P3

1.
2-

1B
】

 
電
動
機

 
S-
7
0
2
 

8
条
（
停
）

 
④
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

19
-1

 
主
送
風
機

1A
【
B3
1
.2

-1
A
】

 
電
動
機

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
④
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
・

通
常

運
転

時
の

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ

の
熱
輸
送
機
能
（
Ｐ
Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

19
-2

 
主
送
風
機

2A
【
B3
1
.2

-2
A
】

 
電
動
機

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
④
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

19
-3

 
主
送
風
機

1B
【
B3
1
.2

-1
B
】

 
電
動
機

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
④
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

19
-4

 
主
送
風
機

2B
【
B3
1
.2

-2
B
】

 
電
動
機

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
④
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

19
-5

 
主
送
風
機

1A
電
磁
ブ
レ
ー
キ

 
電
磁

 

ブ
レ
ー
キ

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
③
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

19
-6

 
主
送
風
機

2A
電
磁
ブ
レ
ー
キ

 
電
磁

 

ブ
レ
ー
キ

 
S-
4
0
3
 

8
条
（
停
）

 
③
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

19
-7

 
主
送
風
機

1B
電
磁
ブ
レ
ー
キ

 
電
磁

 

ブ
レ
ー
キ

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
③
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

19
-8

 
主
送
風
機

2B
電
磁
ブ
レ
ー
キ

 
電
磁

 

ブ
レ
ー
キ

 
S-
4
1
9
 

8
条
（
停
）

 
③
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

20
-1

 
【
精
査
中
】

 
【
精
査
中
】

 
【
精
査
中
】

 
【
精
査
中
】

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
・
電
源
供
給
機
能
（
非
常
用
を
除
く
。
）（

Ｐ

Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

22
-1

 
【
精
査
中
】

 
【
精
査
中
】

 
【
精
査
中
】

 
【
精
査
中
】

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
・
プ
ラ
ン
ト
計
測
・
制
御
機
能
（
安
全
保
護

機
能
を
除
く
。
）
（
Ｐ
Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

22
-1

 
炉
心
燃
料
集
合
体
（
被
覆
管
）

 
被
覆
管

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

・
核

分
裂

生
成

物
の

原
子

炉
冷

却
材

中
へ

の
放
散
防
止
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
３
）
に
該
当

 

22
-2

 
照
射
燃
料
集
合
体
（
被
覆
管
）

 
被
覆
管

 
原
子
炉
容
器
内

 
8
条
（
放
）

 
 

（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

23
-1

 
中

央
制

御
室

外
原

子
炉

停
止

盤

★
 

盤
 

A-
5
0
7
 

8
条
（
停
）

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
・
制
御
室
外
か
ら
の
安
全
停
止
機
能
（
Ｍ
Ｓ

－
３
）
に
該
当
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8条-別紙 3-別添 1-48 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

24
-1

 

原
子

炉
附

属
建

物
使

用
済

燃
料

貯
蔵

設
備

水
冷

却
浄

化
設

備
の

う
ち
、
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁

を
除
く
機
器

 

A-
51
1
A
 

原
子
炉
附
属

 

建
物

 
8
条
（
使
）

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 

・
燃

料
プ

ー
ル

水
の

補
給

機
能

（
Ｍ

Ｓ
－

３
）
に
該
当

 

24
-2

 

第
一

使
用

済
燃

料
貯

蔵
建

物
使

用
済

燃
料

設
備

水
冷

却
浄

化
設

備
の
う
ち
、
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー

ク
弁
を
除
く
機
器

 

P
-3
13

 
第
一
使
用
済
燃

料
貯
蔵
建
物

 
8
条
（
使
）

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

24
-3

 

第
二

使
用

済
燃

料
貯

蔵
建

物
使

用
済

燃
料

設
備

水
冷

却
浄

化
設

備
の
う
ち
、
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー

ク
弁
を
除
く
機
器

 

T
-3
10

 
第
二
使
用
済
燃

料
貯
蔵
建
物

 
8
条
（
使
）

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

25
-1

 
制

御
棒

引
抜

き
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ

ク
 

回
路

 
A-
7
1
2
 

8
条
（
停
）

 
【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
・
出
力
上
昇
の
抑
制
機
能
（
Ｍ
Ｓ
－
３
）
に

該
当

 

26
-1

 
後
備
炉
停
止
系
用
論
理
回
路
★

 
論
理
回
路

 
A-
7
1
2
 

53
条
 

【
精
査

中
】

 
 

②
 

を
適
用

 

火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災

の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

・
BD
BA

資
機
材
（
原
子
炉
の
停
止
機
能
）
に

該
当

 

26
-2

 
制

御
棒

連
続

引
抜

き
阻

止
イ

ン

タ
ー
ロ
ッ
ク
★

 

回
路
（
タ
イ

マ
リ
レ
ー
）

 
A-
7
1
2
 

53
条
 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 

【
精
査

中
】

 
【
精
査
中
】

 
同
上

 

26
-3

 
１
次
補
助
冷
却
系
循
環
ポ
ン
プ

 

【
EP

32
.1

-1
】

 
電
磁
ポ
ン
プ

 
R-
2
0
3
 

（
●
）

 
53

条
 

①
 

一
部

（
ⅱ
）

 

に
該
当

 

一
部

 

②
 

を
適
用

 

原
子
炉
運
転
中
に
火
災
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
な

い
格
納
容
器
（
床
下
）
を
除
き
、
火
災
防
護
基
準
の

火
災

の
発

生
防

止
並

び
に

火
災

の
感

知
及

び
消

火

を
考
慮
す
る
。

 

・
BD
BA

資
機
材
（
補
助
冷
却
設
備
に
よ
る
強

制
循
環
冷
却
）
に
該
当

 

26
-4

 
機
器
冷
却
フ
ァ
ン

A
 

フ
ァ
ン

 
R-
3
0
3
 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 

事
象
発
生
前
か
ら
継
続
動
作
し
て
お
り
、
火
災
の

影
響
を
受
け
て
停
止
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
感
知

し
て
原
子
炉
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後

の
崩
壊
熱
除
去
は
、
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
等

の
主

に
不

燃
性

材
料

で
構

成
さ

れ
る

機
器

に
よ

り

高
い
信
頼
性
を
も
っ
て
達
成
で
き
る
。
た
だ
し
、
火

災
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早
期
に
火
災

の
感
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
防
護
基
準
の
火
災

の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
す
る
。

 

同
上
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8条-別紙 3-別添 1-49 

＊
1：

分
類
（

8
条
（
停
）：

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、
8
条
（
放
）：

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

8
条
（
使
）：

使
用
済
燃
料
の
冠
水
等
に
係
る
火
災
防
護
対
象
機
器
、

53
条
：
BD
BA

資
機
材
）
 

＊
2：

電
源
の
分
類
（
①
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
、
②
：
交
流
無
停
電
電
源
系
、
③
：
直
流
無
停
電
電
源
系
、
④
：
一
般
電
源
系
）
 

＊
3：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
を
考
慮
す
る
観
点
（（

ⅰ
）：

事
象
発
生
前
か
ら
動
作
し
、
か
つ
、
事
象
発
生
後
も
引
き
続
き
動
作
、（

ⅱ
）：

環
境
条
件
、（

ⅲ
）：

不
燃
性
材
料
で
構
成
、（

ⅳ
）
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
設
計
、（

ⅴ
）：

代
替
手
段
）

 

＊
4：

火
災
防
護
対
策
の
組
合
わ
せ
（
①
：
火
災
防
護
基
準
の

3
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
②
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
並
び
に
火
災
の
感
知
及
び
消
火
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
、
③
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
感
知
及
び
消
火
を
考
慮
、
④
：
消
防
法
又
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
）
 

No
.
 

機
器
名
称

 

【
】
内
：
機
器
番
号

 

★
：
新
設

 

機
種

 
設
置
場
所

 

●
：
床
下

 
分
類

＊
1
 

電
源

＊
2
 

観
点

＊
3
 

対
策

＊
4
 

火
災
防
護
対
策
の
考
え
方

 
備
考

 

26
-5

 
機
器
冷
却
フ
ァ
ン

B
 

フ
ァ
ン

 
R-
3
0
3
 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

26
-6

 
２
次
補
助
冷
却
系
循
環
ポ
ン
プ

 

【
EP

32
.2

-1
】

 
電
磁
ポ
ン
プ

 
A-
5
0
5
 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

26
-7

 
２

次
補

助
冷

却
系

電
磁

ポ
ン

プ

冷
却
フ
ァ
ン

A
【
B3
2.

2
-2
A
】

 
フ
ァ
ン

 
A-
5
0
5
 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

26
-8

 
２

次
補

助
冷

却
系

電
磁

ポ
ン

プ

冷
却
フ
ァ
ン

B
【
B3
2.

2
-2
B
】

 
フ
ァ
ン

 
A-
5
0
5
 

53
条
 

①
 

（
ⅰ
）

 

に
該
当

 

③
 

を
適
用

 
同
上

 
同
上

 

26
-9

 
補
助
冷
却
器
【

AC
3
2.
2
-1
】

 
熱
交
換
器

 
A-
5
0
5
 

53
条
 

 
（
ⅲ
）

 

に
該
当

 

④
 

を
適
用

 

不
燃
性
材
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
の
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
消
防
法
又

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
対
策
す
る
。

 

同
上

 

26
-1

0
 

補
助
送
風
機
【

B3
2
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別添 2 

格納容器（床下）における火災防護の考え方 

 

1．概要 

原子炉運転中、格納容器（床下）は、窒素雰囲気で維持しており火災が発生することはないため、

原子炉運転中に格納容器（床下）に設置する火災防護対象機器が火災による影響を受けるおそれはな

い。ここでは、原子炉を停止してから 2週間経過して以降に、保守等のために格納容器（床下）を窒

素雰囲気から空気雰囲気に置換した際の火災防護の考え方を示す。格納容器（床下）に設置する火災

防護対象機器（不燃性材料で構成されるものを除く。）のうち、原子炉停止後の崩壊熱除去に関連す

るものを第 1.1表に、その配置を第 1.1図に示す。 

 

2．空気雰囲気に置換した際の格納容器（床下）における火災防護の考え方 

原子炉停止後に格納容器（床下）を空気雰囲気に置換した際に、万一、格納容器（床下）で火災が

発生したとしても、崩壊熱除去は、崩壊熱が十分に低下するまでの間、不燃性材料で構成される機器

による主冷却系の自然循環（１次主冷却系の自然循環、２次主冷却系の自然循環及び自然通風）によ

り、高い信頼性をもって達成できる。 

一方、格納容器（床下）には、第 53 条（多量の放射性物質等を放出する事故の拡大の防止）にお

いて、主冷却系による崩壊熱除去機能を喪失した場合に崩壊熱を除去するための機能を有する火災

防護対象機器を設置している。当該火災防護対象機器には、補助冷却設備による強制循環冷却に関連

する１次補助冷却系循環ポンプ、コンクリート遮へい体冷却系による原子炉容器外面冷却に関連す

る窒素ガスブロワ等が該当する。原子炉停止後に格納容器（床下）を空気雰囲気に置換してから、崩

壊熱が十分に低下するまでの間に、万一、主冷却系による崩壊熱除去機能を喪失した場合には、これ

らの機器による崩壊熱除去を要する。原子炉停止後に格納容器（床下）を空気雰囲気に置換した際の

これらの火災防護対象機器については、以下のとおり対策する。 

なお、冷却に必要な液位の確保又は流路の形成に関連する弁の一部については、運転員の手動操作

により、必要な機能を達成できる。 

・ 原子炉停止後に格納容器（床下）を空気雰囲気に置換した際には、火災の感知及び消火がで

きるよう、速やかに火災感知器を復旧又は交換するとともに、特殊化学消火剤を装填した可搬

式消火器を設置する。 

・ 格納容器（床下）は、可燃性物質の量を少なく管理するとともに、崩壊熱が十分に低下する

までの間、仮置き可燃性物質を置かないものとすることにより、火災の発生を防止する。 

・ 補助冷却設備による強制循環冷却に関連する１次補助冷却系循環ポンプとコンクリート遮

へい体冷却系による原子炉容器外面冷却に関連する窒素ガスブロワ等は、同時に機能を喪失

することがないよう、可能な限り分散して設置する。 

・ 万一、主冷却系による崩壊熱除去機能を喪失した場合において、コンクリート遮へい体冷却

系による原子炉容器外面冷却は、安全容器内の１次主冷却系の配管（内管）及び同配管（外管）

の破損が重畳した場合を除く事故時の崩壊熱除去に対応できることを考慮して、コンクリー

ト遮へい体冷却系の窒素ガスブロワ等の主なケーブルは、銅胴体を酸化マグネシウムと銅シ
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ースで覆った燃え難い MI（Mineral Insulated Cable：無機絶縁電線）ケーブルを使用する。 

 なお、安全容器内の１次主冷却系の配管（内管）及び同配管（外管）の破損が重畳した場合、

漏えいしたナトリウムは、安全容器内で保持されるため、安全容器の外側に影響を及ぼすこと

はない。 
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第 1.1表 格納容器（床下）に設置する火災防護対象機器 

（原子炉停止後の崩壊熱除去に関連するもの） 

No. 機器名称 火災区画番号 

4-18～21 補助冷却系サイフォンブレーク弁 A、B、C、D＊1 RB-204 

4-30、32 予熱窒素ガス系炉容器 A ループ入口弁、出口弁＊1 RB-206 

4-31 予熱窒素ガス系炉容器 B ループ入口弁＊1 RB-205 

4-33 予熱窒素ガス系炉容器 B ループ出口弁＊1 RB-305 

13-25、26 窒素ガスブロワ A、B RB-102 

13-31 ペデスタル部風量調節ダンパ RB-109 

13-32 ピット部風量調節ダンパ RB-109 

13-33、34 窒素ガスブロワ A、B 出口ダンパ RB-102 

26-3 １次補助冷却系循環ポンプ RB-203 

26-17 炉容器ジャケット部 A 流量制御ダンパ RB-206 

26-18 炉容器ジャケット部 B 流量制御ダンパ RB-205 

26-19、22 炉容器ジャケット部 A 入口弁、出口弁 RB-206 

26-20 炉容器ジャケット部 B 入口弁 RB-205 

26-21 炉容器ジャケット部 B 出口弁 RB-305 

26-23、26 炉容器ジャケット部 A 入口止弁、出口止弁 RB-206 

26-24 炉容器ジャケット部 B 入口止弁 RB-205 

26-25 炉容器ジャケット部 B 出口止弁 RB-204 

＊1：運転員の手動操作により、必要な機能を代替できる。 

＊2：フェイルクローズ設計の弁であり、火災の影響を受けたとしても必要な機能は達成できる。 
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火災区域及び火災区画の設定について 
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1．概要 

火災区域（耐火壁によって囲まれ他の区域と分離されている区域をいう。以下同じ。）及び火災区

画（火災区域を細分化したもので、耐火壁、離隔距離等により分離された火災防護上の区画をいう。

以下同じ。）について示す。 

 

2．火災区域・火災区画の設定 

火災区域・火災区画は、火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器の配置等

を考慮して設定するものとする。火災区域及び火災区画の一覧を第 2.1表に、火災区域及び火災区画

の配置を第 2.1図に示す。 

なお、火災防護対象機器の配置は、別紙 3に示す。 

 

・火災区域の設定 

火災区域は、火災防護対象機器を配置する建物ごとに以下のとおり設定する。以下に、原子炉建

物、原子炉附属建物及び主冷却機建物の火災区域について示す。 

 

原子炉建物における火災区域 

原子炉建物では、格納容器（床上）と格納容器（床下）を火災区域として設定する。 

 

原子炉附属建物における火災区域 

原子炉附属建物では、屋内と屋外（屋上）を火災区域として設定する。 

 

主冷却機建物における火災区域 

主冷却機建物では、屋内と屋外（屋上）を火災区域として設定する。 

 

・火災区画の設定 

火災区画は、原子炉の安全停止に係る系統分離等の観点から、基本的に、各火災区域内の部屋

ごとに設定する。 
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第 2.1表 火災区域及び火災区画の一覧（原子炉建物） 

 

火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

R-1 格納容器（床下） 

RB-101 【精査中】 

RB-102 ＊1 

RB-103 ＊1、＊6 

RB-104 【精査中】、＊6 

RB-105 【精査中】、＊6 

RB-106 【精査中】 

RB-107 【精査中】 

RB-108 【精査中】 

RB-109 ＊1 

RB-201 ＊1、＊6 

RB-203 ＊1、＊6 

RB-204 ＊1、＊6 

RB-205 ＊1、＊6 

RB-206 ＊1、＊6 

RB-302 【精査中】、＊6 

RB-305 ＊1、＊6 

RB-402 【精査中】、＊6 

RB-404 【精査中】、＊6 

RB-405 【精査中】、＊6 

RB-408 【精査中】、＊6 

R-2 格納容器（床上） 

RB-301 【精査中】 

RB-303 ＊1、【精査中】 

RB-304 【精査中】 

RB-401 ＊1、【精査中】 

RB-403 【精査中】 

RB-406 【精査中】 

RB-407 ＊1、【精査中】 

RB-409 【精査中】 

RB-410 ＊1、＊2 

RB-411 【精査中】 

RB-412 ＊1、＊2 

RB-RPU ＊1、＊3 
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火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

R-2 格納容器（床上） 
RB-501 ＊1、＊3 

RB-601 ＊1 

＊1：火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画 

＊2：火災防護基準の原子炉の安全停止に係る系統分離を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画

（同一の系列のみ設置） 

＊3：火災防護基準の原子炉の安全停止に係る系統分離を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画

（異なる系列を設置） 

＊4：消防法又は建築基準法に基づき対策を講じる火災防護対象機器のみを設置する火災区画 

＊5：火災防護対象機器を設置しない火災区画 

＊6：ナトリウムを内包する配管又は機器を設置する火災区画 
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第 2.1表 火災区域及び火災区画の一覧（原子炉附属建物） 

 

火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

A-1 
原子炉附属建物 

（屋内） 

AB-101 【精査中】 

AB-102 ＊1、【精査中】 

AB-103 【精査中】 

AB-104 【精査中】 

AB-105 【精査中】 

AB-106（1） ＊4 

AB-106（2） 【精査中】 

AB-107 【精査中】 

AB-108 【精査中】 

AB-109 【精査中】 

AB-110 【精査中】 

AB-112 【精査中】 

AB-113 【精査中】 

AB-114 【精査中】 

AB-115 【精査中】 

AB-116 【精査中】 

AB-117 ＊1、【精査中】 

AB-118 ＊1、【精査中】 

AB-201 【精査中】 

AB-202 ＊1、【精査中】 

AB-203 【精査中】 

AB-204 ＊1、【精査中】 

AB-205 【精査中】 

AB-206 ＊1、【精査中】 

AB-207 【精査中】 

AB-208 【精査中】 

AB-209 【精査中】 

AB-210 【精査中】 

AB-211 【精査中】 

AB-212 【精査中】 

AB-213 【精査中】 

AB-214 【精査中】 
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火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

A-1 
原子炉附属建物 

（屋内） 

AB-215 【精査中】 

AB-301 【精査中】 

AB-302 【精査中】 

AB-303 【精査中】 

AB-304 ＊1、【精査中】 

AB-305 ＊1、【精査中】＊6 

AB-306 ＊1、【精査中】＊6 

AB-307 【精査中】 

AB-308 【精査中】 

AB-309 【精査中】 

AB-310 【精査中】 

AB-311 ＊1、【精査中】 

AB-401 ＊1、【精査中】 

AB-402 【精査中】 

AB-403 ＊1、＊2 

AB-404 【精査中】 

AB-405 ＊1、＊2 

AB-406 【精査中】 

AB-407 【精査中】 

AB-408 【精査中】 

AB-409 【精査中】 

AB-410 【精査中】 

AB-411 【精査中】 

AB-412 【精査中】 

AB-413 【精査中】 

AB-414 【精査中】 

AB-415 【精査中】 

AB-501 【精査中】 

AB-502 【精査中】 

AB-504 ＊1、＊2 

AB-505（1） ＊1、＊2 

AB-505（2） ＊1、【精査中】、＊6 

AB-506 ＊1、＊2 

AB-507A 【精査中】 

AB-508 【精査中】 
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火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

A-1 
原子炉附属建物 

（屋内） 

AB-509 ＊1、【精査中】 

AB-510 ＊1、＊2 

AB-511 【精査中】 

AB-512A 【精査中】 

AB-512B 【精査中】 

AB-513 【精査中】 

AB-514 【精査中】 

AB-515 【精査中】 

AB-516 【精査中】 

AB-517 【精査中】 

AB-518 【精査中】 

AB-520 ＊5 

AB-522 ＊5 

AB-601 【精査中】 

AB-603 ＊1、【精査中】 

AB-604 【精査中】 

AB-605 ＊1、＊3 

AB-606 【精査中】 

AB-701 【精査中】 

AB-704 ＊1、【精査中】 

AB-705 ＊1、【精査中】 

AB-706 ＊1、【精査中】 

AB-707 ＊1、【精査中】 

AB-708 ＊1、【精査中】 

AB-709 【精査中】 

AB-710 【精査中】 

AB-711 【精査中】 

AB-712 ＊1、＊3 

AB-713 【精査中】 

AB-803 【精査中】 
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火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

A-2 
原子炉附属建物 

（屋外） 
AB-802 ＊1 

＊1：火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画 

＊2：火災防護基準の原子炉の安全停止に係る系統分離を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画

（同一の系列のみ設置） 

＊3：火災防護基準の原子炉の安全停止に係る系統分離を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画

（異なる系列を設置） 

＊4：消防法又は建築基準法に基づき対策を講じる火災防護対象機器のみを設置する火災区画 

＊5：火災防護対象機器を設置しない火災区画 

＊6：ナトリウムを内包する配管又は機器を設置する火災区画 
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第 2.1表 火災区域及び火災区画の一覧（主冷却機建物） 

 

火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

S-1 
主冷却機建物 

（屋内） 

SB-101 ＊1、＊3 

SB-102 ＊1、＊3 

SB-103 ＊1、＊2 

SB-104 ＊5 

SB-105 ＊1、＊3 

SB-106 ＊1、＊2 

SB-107 ＊1、＊2 

SB-108 ＊5 

SB-109 ＊1、＊2 

SB-110 ＊1、＊2 

SB-111 ＊1、＊2 

SB-112 ＊1、＊2 

SB-113 ＊1、＊2 

SB-114 ＊5 

SB-116 ＊5 

SB-117 ＊1、＊2 

SB-118 ＊5 

SB-119 ＊1、＊2 

SB-120 ＊5 

SB-121 ＊1、＊2 

SB-122 ＊1、＊2 

SB-123 ＊1、＊2 

SB-124 ＊1、＊2 

SB-125 ＊1、＊2 

SB-126 ＊1、＊2 

SB-127 ＊1、＊2 

SB-128 ＊1、＊2 

SB-129 ＊5 

SB-130 ＊1、＊2 

SB-201 ＊1、＊3 

SB-202 ＊5 

SB-203 ＊5 
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火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

S-1 
主冷却機建物 

（屋内） 

SB-204 ＊1、＊2 

SB-205 ＊5 

SB-206 ＊5 

SB-207 ＊5 

SB-208 ＊1、＊2 

SB-209 ＊1、＊2 

SB-211 ＊1、＊2 

SB-212 ＊4、＊6 

SB-214 ＊1、＊2 

SB-215 ＊5 

SB-216 ＊1、＊2 

SB-217 ＊5 

SB-218 ＊5 

SB-219 ＊1、＊2 

SB-220 ＊5 

SB-221 ＊1、＊2 

SB-222 ＊5 

SB-223 ＊1、＊2 

SB-224 ＊1、＊2 

SB-225 ＊5 

SB-226 ＊5 

SB-227 ＊5 

SB-228 ＊5 

SB-303 ＊1、＊6 

SB-305 ＊1、＊6 

SB-401 【精査中】 

SB-402 ＊1、＊3 

SB-403 ＊1、＊6 

SB-404 ＊1、＊2 

SB-405 ＊5 

SB-406 ＊1、＊2 

SB-407 ＊5 

SB-408 ＊5 

SB-409 ＊4、＊6 

SB-410 ＊5 

[81]



8条-別紙 4-10 

 

火災区域 火災区画 

番号 名称 番号 備考 

S-1 
主冷却機建物 

（屋内） 

SB-412 ＊5 

SB-413 ＊4、＊6 

SB-414 ＊5 

SB-415 ＊4、＊6 

SB-416 ＊4、＊6 

SB-419 ＊1、＊6 

SB-420 【精査中】 

SB-501 ＊5 

SB-502 ＊5 

SB-505 ＊1、＊6 

SB-506 ＊5 

SB-508 ＊1、＊6 

SB-509 ＊1、＊6 

SB-512 ＊1、＊6 

SB-601 ＊4、＊6 

SB-602 ＊4、＊6 

SB-701 ＊4 

SB-703 ＊5 

SB-704 ＊5 

SB-706 ＊5 

SB-707 ＊5 

A-2 
主冷却機建物地 

（屋上） 
SB-705 ＊1、＊3 

＊1：火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画 

＊2：火災防護基準の原子炉の安全停止に係る系統分離を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画

（同一の系列のみ設置） 

＊3：火災防護基準の原子炉の安全停止に係る系統分離を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画

（異なる系列を設置） 

＊4：消防法又は建築基準法に基づき対策を講じる火災防護対象機器のみを設置する火災区画 

＊5：火災防護対象機器を設置しない火災区画 

＊6：ナトリウムを内包する配管又は機器を設置する火災区画 
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別紙 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発火性又は引火性物質への対策について 
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火災区画ごとに、燃料油、潤滑油又はアルコールを内包する設備のそれらの内包量等を第 1表に示

す。 

なお、燃料油、潤滑油又はアルコールを内包する設備の配置は、別紙 4に示す。 

[99]



  

8条-別紙 5-2 

 

第
1
表
 
火
災
区
画
ご
と
の
燃
料
油
、
潤
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油
又
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
内
包
量
等
（
原
子
炉
建
物
）
 

 

火
災
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画
番
号
 

火
災
防
護
 

対
策

＊
1
が
必
要
な
 

機
器
等
の
有
無
 

床
面
積
 

（
m
2 ）

 
油
等
内
包
機
器
名
称
 

種
別
 

引
火
点
 

（
℃
）
 

内
包
量
 

（
L
）
 

漏
え
い
量

＊
2  

（
L
）
 

堰
の
 

有
無
 

漏
え
い
 

面
積

＊
3  

（
m
2 ）

 

堰
容
量
 

（
L
）
 

室
内
温
度
 

（
℃
）
 

機
器
 

運
転
温
度
 

（
℃
）
 

R
B
-1
02
 

無
 

1
9
.4
 

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
(
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

2
 

0
.
2 

無
 

0
.
16
 

 
≦
6
0 

≦
7
0 

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
(
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

2
 

0
.
2 

無
 

0
.
16
 

 
≦
6
0 

≦
7
0 

R
B
-1
09
 

無
 

3
3
.8
 

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
（
A
）
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

2
 

0
.
2 

無
 

0
.
16
 

 
≦
6
0 

≦
7
0 

ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
（
B
）
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

2
 

0
.
2 

無
 

0
.
16
 

 
≦
6
0 

≦
7
0 

R
B
-3
03
 

【
精
査
中
】
 

5
8
.0
 

機
器
冷
却
フ
ァ
ン
(
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

機
器
冷
却
フ
ァ
ン
(
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

R
B
-3
05
 

無
 

8
.
3 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
13
 

0
.
01
3 

無
 

0
.
01
04
 

 
≦
6
0 

≦
4
0 

R
B
-4
02
 

無
 

2
0
.4
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

1
.
2 

0
.
12
 

無
 

0
.
09
6 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

R
B
-4
04
 

無
 

5
6
.5
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

1
0
.4
 

1
.
04
 

無
 

0
.
83
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
1 

0
.
01
 

無
 

0
.
00
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

R
B
-4
05
 

無
 

3
1
.3
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

1
0
.4
 

1
.
04
 

無
 

0
.
83
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
28
 

0
.
02
8 

無
 

0
.
02
24
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

R
B
-4
07
 

【
精
査
中
】
 

1
7
.1
 

F
F
D-
CG

法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
(
ク
ラ
ン
ク
)
 

4
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル

1
0W

-3
0 

2
2
4 

1
.
2 

0
.
12
 

無
 

0
.
09
6 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

F
F
D-
CG

法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
(
機
器
破
損
)
 

M
R
-2
00
 

≧
2
5
0 

4
 

0
.
4 

無
 

0
.
32
 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

R
B
-4
08
 

無
 

6
.
4 

配
管
支
持
装
置
用
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
4 

0
.
04
 

無
 

0
.
03
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
18
 

0
.
01
8 

無
 

0
.
01
44
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

R
B
-4
10
 

有
 

3
8
.6
 

1
次
主
循
環
ポ
ン
プ

B
 
オ
イ
ル
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
 

潤
滑
油
タ
ン
ク
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#3
2 

≧
2
1
0 

2
2
0 

2
2 

無
 

1
7
.6
 

 
≦
4
0 

≦
7
5 

燃
料
交
換
機
真
空
ポ
ン
プ
（
2
台
）
 

ア
ル
バ
ッ
ク
ア
ル
ボ

イ
ル

R
-7
 

2
6
0 

5
 

0
.
5 

無
 

0
.
4 

 
≦
4
0 

≦
5
0 

R
B
-4
12
 

有
 

4
4
.2
 

1
次
主
循
環
ポ
ン
プ

A
 
オ
イ
ル
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
 

潤
滑
油
タ
ン
ク
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#3
2 

≧
2
1
0 

2
2
0 

2
2 

無
 

1
7
.6
 

 
≦
4
0 

≦
7
5 

R
B
-R
PU
 

有
 

9
4
.2
 

回
転
プ
ラ
グ
大
回
転
プ
ラ
グ
ﾞ
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

 
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ラ
ン

ド
ワ
イ
ド

4
6 

2
6
4 

5
0 

5
 

有
 

 
4
2 

≦
4
0 

≦
5
0 

回
転
プ
ラ
グ
小
回
転
プ
ラ
グ
ﾞ
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

 
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ラ
ン

ド
ワ
イ
ド

4
6 

2
6
4 

5
0 

5
 

有
 

 
4
5 

≦
4
0 

≦
5
0 

回
転
プ
ラ
グ
大
回
転
プ
ラ
グ
駆
動
装
置
 

マ
リ
ン

S
30
 

2
6
8 

9
0 

9
 

無
 

7
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

回
転
プ
ラ
グ
小
回
転
プ
ラ
グ
駆
動
装
置
 

マ
リ
ン

S
30
 

2
6
8 

9
0 

9
 

無
 

7
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
 

ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ラ
ン

ド
ワ
イ
ド

3
2 

2
2
6 

2
3
0 

2
3 

無
 

1
8
.4
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
走
行
横
行
減
速
機
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
22
0 

2
4
2 

1
8 

1
.
8 

無
 

1
.
44
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

[100]



  

8条-別紙 5-3 

火
災
区
画
番
号
 

火
災
防
護
 

対
策

＊
1
が
必
要
な
 

機
器
等
の
有
無
 

床
面
積
 

（
m
2 ）

 
油
等
内
包
機
器
名
称
 

種
別
 

引
火
点
 

（
℃
）
 

内
包
量
 

（
L
）
 

漏
え
い
量

＊
2  

（
L
）
 

堰
の
 

有
無
 

漏
え
い
 

面
積

＊
3  

（
m
2 ）

 

堰
容
量
 

（
L
）
 

室
内
温
度
 

（
℃
）
 

機
器
 

運
転
温
度
 

（
℃
）
 

燃
料
出
入
機
走
行
傘
歯
車
減
速
機
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
22
0 

2
4
2 

4
0 

4
 

無
 

3
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
横
行
傘
歯
車
減
速
機
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
68
 

2
2
0 

3
 

0
.
3 

無
 

0
.
24
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
グ
リ
ッ
パ
駆
動
装
置
歯
車
箱
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
68
 

2
2
0 

2
0 

2
 

無
 

1
.
6 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料

出
入

機
グ

リ
ッ

パ
駆

動
装

置
カ

ム
ク

ラ
ッ

チ
バ

ッ
ク

ア

ッ
プ
歯
車
箱
 

ダ
フ
ニ
ー
オ
イ
ル

C
R
10
 

1
5
8 

4
0 

4
 

無
 

3
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
グ
リ
ッ
パ
駆
動
装
置

A
/D

変
換
器
歯
車
箱
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
68
 

2
2
0 

1
0 

1
 

無
 

0
.
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
ド
ア
バ
ル
ブ
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
15
0 

2
7
6 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
可
動
ブ
ロ
ッ
ク
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
22
0 

2
8
4 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
格
納
容
器
側
ド
ア
バ
ル
ブ
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
15
0 

2
7
6 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
出
入
機
真
空
ポ
ン
プ
 

ア
ル
バ
ッ
ク
ア
ル
ボ

イ
ル

R
-7
 

2
6
0 

2
.
5 

0
.
25
 

有
 

 
2
 

≦
4
0 

≦
6
0 

燃
料
交
換
機
グ
リ
ッ
パ
駆
動
装
置
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
22
0 

2
8
4 

4
.
3 

0
.
43
 

無
 

0
.
34
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
交
換
機
交
換
機
孔
ド
ア
バ
ル
ブ
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
15
0 

2
7
6 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

回
転
プ
ラ
グ
冷
却
フ
ァ
ン
(
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#6
8 

≧
2
2
0 

4
.
4 

0
.
44
 

無
 

0
.
35
2 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

回
転
プ
ラ
グ
冷
却
フ
ァ
ン
(
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#6
8 

≧
2
2
0 

4
.
4 

0
.
44
 

無
 

0
.
35
2 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

R
B
-5
01
 

有
 

4
7
4.
0 

格
内
圧
縮
空
気
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
（
A
)
 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
46
 

≧
2
0
0 

1
.
85
 

0
.
18
5 

無
 

0
.
14
8 

 
≦
4
0 

≦
5
0 

格
内
圧
縮
空
気
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
（
B
)
 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
46
 

≧
2
0
0 

1
.
85
 

0
.
18
5 

無
 

0
.
14
8 

 
≦
4
0 

≦
5
0 

燃
料
交
換
機
乾
燥
装
置
真
空
ポ
ン
プ
 

ア
ル
バ
ッ
ク
ア
ル
ボ

イ
ル

R
-7
 

2
6
0 

2
 

0
.
2 

無
 

0
.
16
 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

プ
ラ
グ
等
保
守
装
置
駆
動
装
置
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
22
0 

2
8
4 

5
 

0
.
5 

無
 

0
.
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

旋
回
ク
レ
ー
ン
 

ダ
フ
ニ
ー
 

2
5
8 

5
8
.0
7 

5
.
08
7 

無
 

4
.
06
96
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

＊
1
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
を
考
慮
す
る
火
災
防
護
対
象
機
器

 

＊
2
：
潤
滑
油
の
漏
え
い
量
は
、
米
国
の
確
率
論
点
リ
ス
ク
評
価
ガ
イ
ド

N
UR
EG
/C
R-

68
50

の
考
え
方
に
則
り
、
内
包
量
の

1
0%
と
仮
定
 

＊
3
：
潤
滑
油
の
漏
え
い
面
積
は
、
漏
え
い
量
が

9
5L

以
下
の
漏
え
い
で
は
、

0
.
8m

2 /
L
、
漏
え
い
量
が

9
5L

を
超
え
る
漏
え
い
で
は
、

0.
05
m
2 /
L
と
す
る
。
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第
1
表
 
火
災
区
画
ご
と
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
又
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
内
包
量
等
（
原
子
炉
附
属
建
物
）
 

 

火
災
区
画
番
号
 

火
災
防
護

 

対
策

＊
1
が
必
要
な
 

機
器
等
の
有
無

 

床
面
積
 

（
m
2 ）

 
油
等
内
包
機
器
名
称
 

種
別
 

引
火
点
 

（
℃
）
 

内
包
量
 

（
L
）
 

漏
え
い
量

＊
2  

（
L
）
 

堰
の
 

有
無
 

漏
え
い
 

面
積

＊
3  

（
m
2 ）

 

堰
容
量
 

（
L
）
 

室
内
温
度
 

（
℃
）
 

機
器
 

運
転
温
度
 

（
℃
）
 

A
B
-1
02
 

【
精
査
中
】
 

2
8
6.
9 

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
（
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#6
8 

≧
2
2
0 

9
0 

9
 

無
 

7
.
2 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
（
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#6
8 

≧
2
2
0 

9
0 

9
 

無
 

7
.
2 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
（
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
（
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
フ
ァ
ン
（
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
フ
ァ
ン
（
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

ポ
ン
プ
ア
ウ
ト
ユ
ニ
ッ
ト
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

2
.
4 

0
.
24
 

無
 

0
.
19
2 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

A
B
-1
03
 

【
精
査
中
】
 

5
3
.8
 

格
納
容
器
常
用
給
気
フ
ァ
ン
（
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

格
納
容
器
常
用
給
気
フ
ァ
ン
（
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

床
上
冷
凍
機
 
サ
ー
キ
ッ
ト

1 
ス
ニ
ソ

3
GS
 

≧
1
6
4 

1
5
.7
 

1
.
57
 

無
 

1
.
25
6 

 
≦
4
0 

≦
5
0 

床
上
冷
凍
機
 
サ
ー
キ
ッ
ト

2 
ス
ニ
ソ

3
GS
 

≧
1
6
4 

1
5
.7
 

1
.
57
 

無
 

1
.
25
6 

 
≦
4
0 

≦
5
0 

A
B
-1
04
 

【
精
査
中
】
 

1
3
4.
7 

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
(
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

3
 

0
.
3 

無
 

0
.
24
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
(
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

3
 

0
.
3 

無
 

0
.
24
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-1
06
（
1
）
 

【
精
査
中
】
 

1
9
.8
 

ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
タ
ン
ク
 

ア
ル
コ
ー
ル
 

＞
1
1 

9
,
00
0 

9
,
00
0 

有
 

 
1
1
,5
00
 

≦
4
0 

≦
4
0 

A
B
-1
06
（
2
）
 

【
精
査
中
】
 

1
0
1.
7 

燃
料
洗
浄
設
備
非
常
用
圧
空
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
46
 

≧
2
0
0 

2
 

0
.
2 

無
 

0
.
16
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-1
08
 

【
精
査
中
】
 

8
0
.8
 

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
68
 

≧
2
0
0 

3
 

0
.
3 

無
 

0
.
24
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-1
12
 

【
精
査
中
】
 

7
.
6 

A
r
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
) 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
68
 

≧
2
0
0 

2
.
5 

0
.
25
 

有
 

 
5
7
0 

≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-1
13
 

【
精
査
中
】
 

7
.
6 

A
r
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
B
) 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
68
 

≧
2
0
0 

2
.
5 

0
.
25
 

有
 

 
5
7
0 

≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-1
17
 

【
精
査
中
】
 

【
精
査
中
】
 

5
4
.7
 

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
(
A
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

2
.
8 

0
.
28
 

無
 

0
.
22
4 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
(
B
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

2
.
8 

0
.
28
 

無
 

0
.
22
4 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

A
B
-2
04
 

【
精
査
中
】
 

7
6
.8
 

1
次

A
ｒ
ガ
ス
系
真
空
ポ
ン
プ
 

ネ
オ
バ
ッ
ク

M
R-
10
0 

≧
2
0
0 

5
4 

5
.
4 

無
 

4
.
32
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-2
08
 

有
 

1
7
7.
7 

予
熱
窒
素
ガ
ス
系
ブ
ロ
ア
軸
封
潤
滑
油
貯
留
タ
ン
ク
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#3
2 

≧
2
1
0 

1
,
60
0 

1
6
0 

無
 

8
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

予
熱
窒
素
ガ
ス
系
ブ
ロ
ア
軸
封
潤
滑
油
系
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#3
2 

≧
2
1
0 

4
0
0 

4
0 

無
 

3
2 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-2
11
 

【
精
査
中
】
 

4
5
.5
 

水
冷
却
浄
化
設
備
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ
（
2
台
）
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

2
6
0 

4
 

0
.
4 

無
 

0
.
32
 

 
≦
4
0 

≦
6
5 

燃
料
洗
浄
設
備
燃
料
洗
浄
循
環
ポ
ン
プ
(
2
台
) 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

2
6
0 

4
 

0
.
4 

無
 

0
.
32
 

 
≦
4
0 

≦
6
5 

A
B
-2
12
 

【
精
査
中
】
 

1
7
.5
 

燃
料
洗
浄
設
備
洗
浄
槽
回
転
機
構
（
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
)
 

D
TE

オ
イ
ル
ベ
ビ
ー

メ
デ
ィ
ア
ム
 

2
2
3 

1
7
.5
 

1
.
75
 

無
 

1
.
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
洗
浄
設
備
洗
浄
槽
回
転
機
構
（
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
)
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
15
0 

2
7
6 

3
.
5 

0
.
35
 

無
 

0
.
28
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

燃
料
洗
浄
設
備
汚
染
廃
ガ
ス
真
空
ポ
ン
プ
 

U
L
VO
IL
(
真
空
オ
イ

ル
）
 
 
R-
7 

2
6
0 

6
.
5 

0
.
65
 

無
 

0
.
52
 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

燃
料
洗
浄
設
備
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
(
2
台
) 

F
BK

オ
イ
ル

RO
15
0 

2
6
6 

3
 

0
.
3 

無
 

0
.
24
 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

燃
料
洗
浄
設
備
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
(
2
台
) 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

S
P1
50
 

2
3
5 

3
 

0
.
3 

無
 

0
.
24
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 
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8条-別紙 5-5 

火
災
区
画
番
号
 

火
災
防
護

 

対
策

＊
1
が
必
要
な
 

機
器
等
の
有
無

 

床
面
積
 

（
m
2 ）

 
油
等
内
包
機
器
名
称
 

種
別
 

引
火
点
 

（
℃
）
 

内
包
量
 

（
L
）
 

漏
え
い
量

＊
2  

（
L
）
 

堰
の
 

有
無
 

漏
え
い
 

面
積

＊
3  

（
m
2 ）

 

堰
容
量
 

（
L
）
 

室
内
温
度
 

（
℃
）
 

機
器
 

運
転
温
度
 

（
℃
）
 

A
B
-3
05
 

【
精
査
中
】
 

3
4
.2
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

3
0
0
＞
 

0
.
8 

0
.
08
 

無
 

0
.
06
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

3
0
0
＞
 

0
.
06
 

0
.
00
6 

無
 

0
.
00
48
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

A
B
-3
06
 

【
精
査
中
】
 

3
4
.2
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

3
0
0
＞
 

0
.
8 

0
.
08
 

無
 

0
.
06
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

3
0
0
＞
 

0
.
66
 

0
.
06
6 

無
 

0
.
05
28
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

A
B
-4
05
 

有
 

3
0
7.
3 

空
気
圧
縮
機
（
A
) 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
-6
8 

≧
2
0
0 

1
2 

1
.
2 

有
 

0
.
96
 

7
5
,5
30
 

≦
4
0 

≦
8
0 

空
気
圧
縮
機
（
B
) 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
-6
8 

≧
2
0
0 

1
2 

1
.
2 

有
 

0
.
96
 

7
5
,5
30
 

≦
4
0 

≦
8
0 

空
気
圧
縮
機
（
C
) 

フ
ェ
ア
コ
ー
ル

A
-6
8 

≧
2
0
0 

1
2 

1
.
2 

有
 

0
.
96
 

7
5
,5
30
 

≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-4
12
 

【
精
査
中
】
 

3
7
.6
 

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ロ
ー
タ
設
備
駆
動
装
置
(
減
速
機
）
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

T
S4
60
 

3
2
2 

2
2
.5
 

2
.
25
 

無
 

1
.
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ロ
ー
タ
設
備
駆
動
装
置
(
カ
サ
歯
車
箱
）
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

T
S2
20
 

2
8
0 

0
.
4 

0
.
04
 

無
 

0
.
03
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

A
B
-5
05
（
1
）
 

【
精
査
中
】
 

1
7
8.
3 

格
納
容
器
貫
通
部
冷
却
系
オ
イ
ル
タ
ン
ク
 

K
SK

オ
イ
ル
#2
60
 

1
2
4 

1
,
53
6 

1
5
3.
6 

有
 

7
.
68
 

9
2 

≦
4
0 

≦
4
0 

A
B
-5
05
（
2
）
 

有
 

7
7
.2
 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
8 

0
.
08
 

無
 

0
.
06
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

A
B
-5
10
 

有
 

2
8
0.
3 

新
燃
料
貯
蔵
設
備
 
真
空
ポ
ン
プ
 

U
L
VO
IL
 

R
-
7 

2
5
2 

4
 

0
.
4 

無
 

0
.
32
 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
走
行
駆
動
減
速
機
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
15
0 

2
7
6 

3
6 

3
.
6 

無
 

2
.
88
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
ド
ア
バ
ル
ブ
ギ
ヤ
ー
ド
モ
ー
タ
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
6
8 

1
.
2 

0
.
12
 

無
 

0
.
09
6 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
ケ
ー
ブ
ル
リ
ー
ル
減
速
機
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
15
0 

2
7
6 

5
 

0
.
5 

無
 

0
.
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
グ
リ
ッ
パ
巻
上
機
構
ウ
ォ
ー
ム
減
速
機
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

T
S2
60
 

2
8
4 

3
.
6 

0
.
36
 

無
 

0
.
28
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
グ
リ
ッ
パ
巻
上
機
構
ギ
ヤ
ー
ド
モ
ー
タ
 

F
BK

オ
イ
ル

RO
15
0 

2
7
6 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
グ
リ
ッ
パ
巻
上
機
構
ベ
ベ
ル
ギ
ヤ
ー
 

ボ
ッ
ク
ス
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
32
0 

2
9
2 

0
.
95
 

0
.
09
5 

無
 

0
.
07
6 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
真
空
ポ
ン
プ
 

T
S
R-
12
00
 

≧
2
5
0 

3
 

0
.
3 

無
 

0
.
24
 

 
≦
4
0 

≦
7
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
圧
空
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
 

T
O
CO
N
オ
イ
ル
 

2
3
8 

0
.
35
 

0
.
03
5 

無
 

0
.
02
8 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
緩
衝
器
（
2
台
）
 

ダ
フ
ニ
ス
ー
パ
ー
ハ

イ
ド
ロ

A 
2
1
8 

6
0 

6
 

無
 

4
.
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

天
井
ク
レ
ー
ン
 

潤
滑
油
種
 

2
7
8 

9
7
.6
 

9
.
76
 

無
 

7
.
80
8 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-5
11
 

【
精
査
中
】
 

1
7
9.
5 

水
中
台
車
駆
動
装
置
 

F
BK

オ
イ
ル
 

2
8
4 

2
.
5 

0
.
25
 

無
 

0
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

使
用
済
燃
料
移
送
機
グ
リ
ッ
パ
駆
動
装
置
 

日
石
ス
ー
パ
ー
ハ
イ

ラ
ン
ド

4
6 

≧
2
0
5 

1
0 

1
 

無
 

0
.
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

使
用
済
燃
料
移
送
機
走
行
台
車
駆
動
装
置
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
3
5 

1
0 

1
 

無
 

0
.
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

使
用
済
燃
料
移
送
機
横
行
台
車
駆
動
装
置
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
3
5 

1
0 

1
 

無
 

0
.
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

水
冷
却
浄
化
設
備
真
空
ポ
ン
プ
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#5
6 

2
6
0 

0
.
5 

0
.
05
 

無
 

0
.
04
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 
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8条-別紙 5-6 

火
災
区
画
番
号
 

火
災
防
護

 

対
策

＊
1
が
必
要
な
 

機
器
等
の
有
無

 

床
面
積
 

（
m
2 ）

 
油
等
内
包
機
器
名
称
 

種
別
 

引
火
点
 

（
℃
）
 

内
包
量
 

（
L
）
 

漏
え
い
量

＊
2  

（
L
）
 

堰
の
 

有
無
 

漏
え
い
 

面
積

＊
3  

（
m
2 ）

 

堰
容
量
 

（
L
）
 

室
内
温
度
 

（
℃
）
 

機
器
 

運
転
温
度
 

（
℃
）
 

天
井
ク
レ
ー
ン
 

工
業
用
ギ
ヤ
油
 

2
5
0 

2
5
9.
8 

2
5
.9
8 

無
 

2
0
.7
84
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

A
B
-5
13
 

【
精
査
中
】
 

8
2
.1
 

新
燃
料
貯
蔵
設
備
新
燃
料
移
送
台
車
駆
動
装
置
 

モ
ー
タ
ー
オ
イ
ル
 

№
2
0 

≧
2
0
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

A
B
-7
09
 

【
精
査
中
】
 

4
1
.7
 

回
転
移
送
機
回
転
駆
動
装
置
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

T
S4
60
 

2
1
0 

1
5 

1
.
5 

無
 

1
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

回
転
移
送
機
グ
リ
ッ
パ
駆
動
装
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

T
S4
60
 

2
1
0 

1
5 

1
.
5 

無
 

1
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

A
B
-8
02
 

有
 

1
,
80
5.
5 

補
機
系
冷
却
塔
(
A
)
ブ
ロ
ア
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
4
4 

3
.
5 

0
.
35
 

無
 

0
.
28
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

補
機
系
冷
却
塔
(
B
)
ブ
ロ
ア
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
4
4 

3
.
5 

0
.
35
 

無
 

0
.
28
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

空
調
系
冷
却
塔
(
A
)
ブ
ロ
ア
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
4
4 

3
.
5 

0
.
35
 

無
 

0
.
28
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

空
調
系
冷
却
塔
(
B
)
ブ
ロ
ア
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
4
4 

3
.
5 

0
.
35
 

無
 

0
.
28
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

＊
1
：
火
災
防
護
基
準
の
火
災
の
発
生
防
止
を
考
慮
す
る
火
災
防
護
対
象
機
器

 

＊
2
：
潤
滑
油
の
漏
え
い
量
は
、
米
国
の
確
率
論
点
リ
ス
ク
評
価
ガ
イ
ド

N
UR
EG
/C
R-

68
50

を
参
考
に
、
内
包
量
の

1
0%
を
想
定
 

＊
3
：
潤
滑
油
の
漏
え
い
面
積
は
、
漏
え
い
量
が

9
5L

以
下
の
漏
え
い
で
は
、

0
.
8m

2 /
L
、
漏
え
い
量
が

9
5L

を
超
え
る
漏
え
い
で
は
、

0.
05
m
2 /
L
と
す
る
。
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8条-別紙 5-7 

 

第
1
表
 
火
災
区
画
ご
と
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
又
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
内
包
量
等
（
主
冷
却
機
建
物
）
 

 

火
災
区
画
番
号
 

火
災
防
護

 

対
策

＊
1
が
必
要
な
 

機
器
等
の
有
無

 

床
面
積
 

（
m
2 ）

 
油
等
内
包
機
器
名
称
 

種
別
 

引
火
点
 

（
℃
）
 

内
包
量
 

（
L
）
 

漏
え
い
量

＊
2  

（
L
）
 

堰
の
 

有
無
 

漏
え
い
 

面
積

＊
3  

（
m
2 ）

 

堰
容
量
 

（
L
）
 

室
内
温
度
 

（
℃
）
 

機
器
 

運
転
温
度
 

（
℃
）
 

S
B
-1
01
 

有
 

1
1
3.
8 

樹
脂
混
合
ブ
ロ
ワ
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
46
0 

2
4
4 

0
.
32
 

0
.
03
2 

無
 

0
.
02
56
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

再
生
ポ
ン
プ
（
A
）
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
56
 

≧
2
2
0 

0
.
60
 

0
.
06
0 

無
 

0
.
04
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

再
生
ポ
ン
プ
（
B
）
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
56
 

≧
2
2
0 

0
.
60
 

0
.
06
0 

無
 

0
.
04
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-1
02
 

有
 

3
0
6.
6 

B
2
換
気
系
送
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-1
05
 

有
 

8
9
.7
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル

N
o.
2
送
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

B
2
換
気
系
排
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-1
06
 

有
 

3
6
.9
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル

N
o.
1
送
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

デ
ィ
ー
ゼ
ル

N
o.
1
排
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-1
24
 

有
 

2
8
.6
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル

N
o.
2
排
風
機
油
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-1
25
 

有
 

1
2
4.
9 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
小
出
槽
 

A
重
油
 

≧
6
0 

9
9
0 

9
9
0 

有
 

 
1
,
53
8 

≦
4
0 

≦
4
0 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
空
気
圧
縮
機
 

コ
レ
ナ
オ
イ
ル

P
68
 

≧
2
0
0 

8
 

0
.
8 

無
 

0
.
64
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
関
 

ガ
デ
ニ
ヤ

S
34
0 

＞
2
5
0 

1
,
80
0 

1
8
0 

無
 

9
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
軸
受
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

2
0 

2
 

無
 

1
.
6 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
タ
ー
ニ
ン
グ
装
置
 

ダ
フ
ニ
ー
メ
カ
ニ
ッ

ク
オ
イ
ル
 

2
6
6 

2
 

0
.
2 

無
 

0
.
16
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-1
27
 

有
 

2
7
.1
 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
主
貯
油
槽
 

A
重
油
 

≧
6
0 

6
,
00
0 

6
,
00
0 

有
 

 
7
,
80
0 

≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-1
28
 

有
 

2
7
.1
 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
主
貯
油
槽
 

A
重
油
 

≧
6
0 

6
,
00
0 

6
,
00
0 

有
 

 
7
,
80
0 

≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-1
30
 

有
 

1
2
4.
9 

1
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
小
出
槽
 

A
重
油
 

≧
6
0 

9
9
0 

9
9
0 

有
 

 
1
,
53
8 

≦
4
0 

≦
4
0 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
空
気
圧
縮
機
 

コ
レ
ナ
オ
イ
ル

P
68
 

≧
2
0
0 

8
 

0
.
8 

無
 

0
.
64
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
関
 

ガ
デ
ニ
ヤ

S
34
0 

＞
2
5
0 

1
,
80
0 

1
8
0 

無
 

9
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
軸
受
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

2
0 

2
 

無
 

1
.
6 

 
≦
4
0 

≦
6
0 

2
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
タ
ー
ニ
ン
グ
装
置
 

ダ
フ
ニ
ー
メ
カ
ニ
ッ

ク
オ
イ
ル
 

2
6
6 

2
 

0
.
2 

無
 

0
.
16
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-2
06
 

無
 

7
4
.0
 

N
a
管
路
（
A
）
送
風
機

P1
  

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

N
a
管
路
（
A
）
送
風
機

P2
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

N
a
管
路
（
A
）
排
風
機

P1
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

N
a
管
路
（
A
）
排
風
機

P2
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

N
a
管
路
（
B
）
送
風
機

P1
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

N
a
管
路
（
B
）
送
風
機

P2
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

N
a
管
路
（
B
）
排
風
機

P1
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

N
a
管
路
（
B
）
排
風
機

P2
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 
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8条-別紙 5-8 

火
災
区
画
番
号
 

火
災
防
護

 

対
策

＊
1
が
必
要
な
 

機
器
等
の
有
無

 

床
面
積
 

（
m
2 ）

 
油
等
内
包
機
器
名
称
 

種
別
 

引
火
点
 

（
℃
）
 

内
包
量
 

（
L
）
 

漏
え
い
量

＊
2  

（
L
）
 

堰
の
 

有
無
 

漏
え
い
 

面
積

＊
3  

（
m
2 ）

 

堰
容
量
 

（
L
）
 

室
内
温
度
 

（
℃
）
 

機
器
 

運
転
温
度
 

（
℃
）
 

S
B
-2
07
 

無
 

4
5
.3
 

ボ
イ
ラ
ー
室
送
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

ボ
イ
ラ
ー
室
排
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-2
12
 

無
 

1
2
0.
8 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
31
 

0
.
03
1 

無
 

0
.
02
48
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-2
20
 

無
 

1
2
4.
7 

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
 

A
重
油
 

≧
6
0 

7
6
0 

7
6
0 

有
 

 
2
,
30
0 

≦
4
0 

≦
4
0 

給
水
ポ
ン
プ
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

0
.
3 

0
.
03
 

無
 

0
.
02
4 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-2
25
 

無
 

1
7
.1
 

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
貯
油
槽

N
o.
1 

A
重
油
 

≧
6
0 

1
8
,9
00
 

1
8
,9
00
 

有
 

 
2
1
,8
00
 

≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-2
26
 

無
 

1
7
.1
 

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
貯
油
槽

N
o.
2 

A
重
油
 

≧
6
0 

1
8
,9
00
 

1
8
,9
00
 

有
 

 
2
1
,8
00
 

≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-2
27
 

無
 

1
7
.1
 

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
貯
油
槽

N
o.
3 

A
重
油
 

≧
6
0 

1
8
,9
00
 

1
8
,9
00
 

有
 

 
2
1
,8
00
 

≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-2
28
 

無
 

1
7
.1
 

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
貯
油
槽

N
o.
4 

A
重
油
 

≧
6
0 

1
8
,9
00
 

1
8
,9
00
 

有
 

 
2
1
,8
00
 

≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-3
03
 

無
 

1
1
2.
2 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

1
1
.9
 

1
.
19
 

無
 

0
.
95
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
41
 

0
.
04
1 

無
 

0
.
03
28
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-3
05
 

無
 

1
1
2.
2 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

1
1
.9
 

1
.
19
 

無
 

0
.
95
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
56
 

0
.
05
6 

無
 

0
.
04
48
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-4
01
 

【
精
査
中
】
 

1
7
7.
2 

天
井
ク
レ
ー
ン
 

ギ
ヤ
オ
イ
ル
 

2
7
8 

1
0 

1
 

無
 

0
.
8 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-4
03
 

無
 

1
5
2.
9 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

1
.
6 

0
.
16
 

無
 

0
.
12
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
03
 

0
.
00
3 

無
 

0
.
00
24
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-4
04
 

無
 

1
3
.3
 

A
r
ガ
ス
供
給
室
系
送
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-4
06
 

無
 

2
2
.5
 

手
洗
・
浴
室
系
排
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

0
.
2 

0
.
02
 

無
 

0
.
01
6 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-4
09
 

無
 

8
7
.4
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

3
.
6 

0
.
36
 

無
 

0
.
28
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
03
 

0
.
00
3 

無
 

0
.
00
24
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-4
12
 

無
 

4
0
.1
 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
04
 

0
.
00
4 

無
 

0
.
00
32
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-4
13
 

無
 

5
4
.4
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

5
.
1 

0
.
51
 

無
 

0
.
40
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

2
次
系
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
送
風
機
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
＃
46
 

≧
2
2
0 

0
.
2 

0
.
02
 

無
 

0
.
01
6 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-4
15
 

無
 

5
3
.7
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

5
.
1 

0
.
51
 

無
 

0
.
40
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-4
16
 

無
 

7
0
.8
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

3
.
6 

0
.
36
 

無
 

0
.
28
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
03
 

0
.
00
3 

無
 

0
.
00
24
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

2
次
Ａ
ｒ
ガ
ス
系
真
空
ポ
ン
プ
 

ア
ル
バ
ッ
ク
ア
ル
ボ

イ
ル

R
-7
 

2
5
6 

2
0 

2
 

有
 

1
.
6 

5
2
0 

≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-4
19
 

無
 

1
5
2.
9 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

1
.
6 

0
.
16
 

無
 

0
.
12
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
03
 

0
.
00
3 

無
 

0
.
00
24
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-4
20
 

【
精
査
中
】
 

1
7
7.
2 

天
井
ク
レ
ー
ン
 

ダ
フ
ニ
ー
 

2
5
8 

8
7
.8
 

8
.
78
 

無
 

7
.
02
4 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-5
05
 

無
 

2
0
1.
9 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

4
 

0
.
4 

無
 

0
.
32
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
13
 

0
.
01
3 

無
 

0
.
01
04
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 
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8条-別紙 5-9 

火
災
区
画
番
号
 

火
災
防
護

 

対
策

＊
1
が
必
要
な
 

機
器
等
の
有
無

 

床
面
積
 

（
m
2 ）

 
油
等
内
包
機
器
名
称
 

種
別
 

引
火
点
 

（
℃
）
 

内
包
量
 

（
L
）
 

漏
え
い
量

＊
2  

（
L
）
 

堰
の
 

有
無
 

漏
え
い
 

面
積

＊
3  

（
m
2 ）

 

堰
容
量
 

（
L
）
 

室
内
温
度
 

（
℃
）
 

機
器
 

運
転
温
度
 

（
℃
）
 

S
B
-5
08
 

無
 

5
1
.7
 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

3
.
2 

0
.
32
 

無
 

0
.
25
6 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
36
 

0
.
03
6 

無
 

0
.
02
88
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-5
09
 

無
 

6
1
.9
 

配
管
支
持
装
置
油
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

3
.
2 

0
.
32
 

無
 

0
.
25
6 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
27
 

0
.
02
7 

無
 

0
.
02
16
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-5
12
 

無
 

2
0
0.
7 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

4
 

0
.
4 

無
 

0
.
32
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
13
 

0
.
01
3 

無
 

0
.
01
04
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-6
01
 

無
 

5
2
.2
 

2
次
主
循
環
ポ
ン
プ

A
 
オ
イ
ル
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
 

潤
滑
油
タ
ン
ク
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#3
2 

≧
2
1
0 

3
3
5 

3
3
.5
 

有
 

 
5
7 

≦
4
0 

≦
7
5 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
8 

0
.
08
 

無
 

0
.
06
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
06
 

0
.
00
6 

無
 

0
.
00
48
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-6
02
 

無
 

6
4
.0
 

2
次

主
循

環
ポ

ン
プ

B
 

オ
イ

ル
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
 

潤
滑
油
タ
ン
ク
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#3
2 

≧
2
1
0 

3
3
5 

3
3
.5
 

有
 

 
5
7 

≦
4
0 

≦
7
5 

配
管
支
持
装
置
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
8 

0
.
08
 

無
 

0
.
06
4 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
1 

0
.
01
 

無
 

0
.
00
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-7
01
 

無
 

9
2
.2
 

天
井
ク
レ
ー
ン
 

ダ
フ
ニ
ー
 

2
7
8 

5
7
.8
5 

5
.
78
5 

無
 

4
.
62
8 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
54
 

0
.
05
4 

無
 

0
.
04
32
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

配
管
支
持
装
置
ミ
ニ
 

テ
コ
ー
ル

5
0 

＞
3
0
0 

0
.
54
 

0
.
05
4 

無
 

0
.
04
32
 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-7
03
 

無
 

1
4
.4
 

N
a
機
器

2
F,
3F

系
排
風
機

P
2 
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

0
.
2 

0
.
02
 

無
 

0
.
01
6 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-7
04
 

無
 

1
4
.4
 

N
a
機
器

2
F,
3F

系
排
風
機

P
１
 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

0
.
2 

0
.
02
 

無
 

0
.
01
6 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-7
05
 

有
 

1
,
35
2.
3 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
(
A
)
ブ
ロ
ワ
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
4
4 

2
.
5 

0
.
25
 

無
 

0
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
(
B
)
ブ
ロ
ワ
 

ボ
ン
ノ
ッ
ク

M
15
0 

2
4
4 

2
.
5 

0
.
25
 

無
 

0
.
2 

 
≦
4
0 

≦
4
0 

S
B
-7
06
 

無
 

2
6
.3
 

1
F
Na

配
管
換
気
系
送
風
機

P
1 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

1
F
Na

配
管
換
気
系
送
風
機

P
2 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

S
B
-7
07
 

無
 

3
3
.7
 

1
F
Na

配
管
換
気
系
排
風
機

P
1 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
.
08
 

 
≦
4
0 

≦
8
0 

1
F
Na

配
管
換
気
系
排
風
機

P
2 

F
BK

タ
ー
ビ
ン
#4
6 

≧
2
2
0 

1
 

0
.
1 

無
 

0
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に
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1
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を
想
定
 

＊
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：
潤
滑
油
の
漏
え
い
面
積
は
、
漏
え
い
量
が

9
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以
下
の
漏
え
い
で
は
、

0
.
8m

2 /
L
、
漏
え
い
量
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9
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を
超
え
る
漏
え
い
で
は
、

0.
05
m
2 /
L
と
す
る
。
 

  

[107]



別紙 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発火源への対策について 
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8条-別紙 6-1 

 

1．概要 

火花を発生する設備や高温の設備等の発火源に対する対策について示す。 

 

2．発火源への対策 

① 火花を発生する設備への対策 

火災防護基準の火災の発生防止を考慮する火災防護対象機器を設置する火災区画内に火花を発

生するおそれのある設備を設置する場合は、金属製の筐体内に収納する等により、火花が当該設備

の外部に出ないようにする。ここで、火花を発生するおそれのある設備としては、直流電動機や非

常用ディーゼル発電機等のブラシを考える。直流電動機や非常用ディーゼル発電機の設置場所を

第 2.1表に示す。第 2.1表に示す火花を発生するおそれのあるブラシを有する設備は、金属製の筐

体（本体）内に収納し、火花が外部に出ない構造とする。 

 

第 2.1表 直流電動機や非常用ディーゼル発電機の設置場所 

火災区画 
火花を発生するおそれのある設備 

番号 名称 

RB-410 主循環ポンプ（B）上蓋室 １次主循環ポンプ B 

RB-412 主循環ポンプ（A）上蓋室 １次主循環ポンプ A 

SB-701 
２次系主循環ポンプ室（A） ２次主循環ポンプ A 

２次系主循環ポンプ室（B） ２次主循環ポンプ B 

SB-125 ディーゼル発電機室（No.1） 非常用ディーゼル発電機 1号機 

SB-130 ディーゼル発電機室（No.2） 非常用ディーゼル発電機 2号機 
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8条-別紙 6-2 

 

② 高温設備への対策 

火災防護基準の火災の発生防止を考慮する火災防護対象機器を設置する火災区画内に高温とな

る設備を設置する場合は、高温部分を保温材で被覆し、可燃性物質との接触防止や可燃性物質の過

熱防止を行う。ここで、高温となる設備は、設計上の最高使用温度が 60℃を超える設備を考える。

高温となる設備を第 2.2表に、高温となる設備の保温材の設置例を第 2.1図に示す。第 2.2表に示

す設備は、保温材で被覆し、可燃性物質との接触や可燃性物質の過熱を防止する。 

 

第 2.2表 高温となる設備 

高温となる設備 

（最高使用温度が 60℃を超える設備） 
過熱防止対策 

ナトリウムを内包する配管及び機器 保温材設置 

圧縮空気供給設備の空気圧縮機出口配管 保温材設置 

非常用ディーゼル発電機の排気管 保温材設置 

ボイラ蒸気配管 保温材設置 

 

 

 

第 2.1図 高温となる設備の保温材の設置例 

 

（１次主冷却系の配管） （２次主冷却系の配管）

配管の周囲に保温材を設置

（最外被覆には、金属ケーシングを使用）

配管の周囲に保温材を設置

（最外被覆には、金属ケーシングを使用）
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過電流による過熱防止対策について 
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8条-別紙 8-1 

 

 

地絡、短絡等に起因する過電流による過熱防止のための過電流継電器等の保護装置と遮断器の組

合わせを第 1表に示す。 
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8条-別紙 8-2 

 

 

第 1表 過電流継電器等の保護装置と遮断器の組合わせ 

電源盤名称 

遮断器 保護装置 

番号 名称 型式 名称 型式 
数量

（台） 

一般系 

1A-M/C盤 

152A1 真空遮断器 HS4006M-20Mf-ETZ ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25CCD 2 

152A3 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUATAK-25DED 

DUTUAHAK-25CCD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

2 

1 

152A5 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUATAK-25DED 

DUTUAHAK-25CCD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

2 

1 

152A6 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152A7 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152A8 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152A9 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152A10 真空遮断器 HS2506M-12Mf-ETZ 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152A11 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152A12 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152A13 真空遮断器 HS2506Y-06Mf-EVNZ 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25CCD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152A14 真空遮断器 HS2506Y-06Mf-EVNZ 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

一般系 

2A-P/C盤 

252A1 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

252A2 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

252A3 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

252A4 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

一般系 

3A-P/C盤 

352A1 気中遮断器 DA503XA-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352A2 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352A3 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352A4 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352A5 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352A6 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352A8 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

一般系 

1B-M/C盤 

152B3 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUATAK-25DED 

DUTUAHAK-25CCD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

2 

1 

152B5 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUATAK-25DED 

DUTUAHAK-25CCD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

2 

1 

152B6 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152B7 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152B8 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152B9 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 
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8条-別紙 8-3 

 

電源盤名称 

遮断器 保護装置 

番号 名称 型式 名称 型式 
数量

（台） 

一般系 

1B-M/C盤 

152B10 真空遮断器 HS2506M-12Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152B11 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152B12 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUATAA-55DED 

DUTUAHAK-25CCD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

2 

1 

一般系 

2B-P/C盤 

252B1 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

252B2 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

252B3 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

252B4 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

252B5 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

一般系 

3B-P/C盤 

352B1 気中遮断器 DB503XA-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352B2 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352B3 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352B4 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352B5 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352B6 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

352B7 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル型過電流継電器 DUTUAHAK-55DDD 2 

非常系 

1C-M/C盤 

152C4 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル型多機能継電器 

ディジタル形過電圧継電器 

DUYUMGDA-15CQQ 

DUTUVHAA-55GDD 

1 

1 

152C5 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152C6 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152C7 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152C8 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152C9 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152C10 真空遮断器 HS2506M-12Mf-ETZ ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDDD 2 

152C11 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

非常系 

2C-P/C盤 

252C1 気中遮断器 DB503XA-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C2 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C3 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C4 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25CCD 2 

252C5 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C6 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C7 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C8 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C10 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C11 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C12 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252C13 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

非常系 

2S-P/C盤 

252S1 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252S2 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252S3 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252S4 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252S5 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252S6 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 
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8条-別紙 8-4 

 

電源盤名称 

遮断器 保護装置 

番号 名称 型式 名称 型式 
数量

（台） 

非常系 

3C-P/C盤 

352C1 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352C2 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352C4 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352C5 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352C6 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

非常系 

1HC-P/C 盤 

852C2 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

852C3 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

852C4 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

852C5 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

852C6 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

非常系 

2HC-P/C 盤 
952C2 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

非常系 

1D-M/C盤 

152D4 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル型多機能継電器 

ディジタル形過電圧継電器 

DUYUMGDA-15CQQ 

DUTUVHAA-55GDD 

1 

1 

152D5 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152D6 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152D7 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152D8 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

152D9 真空遮断器 HS2506M-06Mf-ETZC 
ディジタル形過電流継電器 

ディジタル形地絡方向継電器 

DUTUAHAK-25DDD 

DUTUDTBA-35AAD 

2 

1 

非常系 

2D-P/C盤 

252D1 気中遮断器 DB503XA-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D2 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D3 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D4 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25CCD 2 

252D5 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D6 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D7 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D8 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D10 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D11 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D12 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

252D13 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

非常系 

3D-P/C盤 

352D1 気中遮断器 DB253X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352D2 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352D4 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352D5 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352D6 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

非常系 

3S-P/C盤 

352S1 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352S2 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352S3 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352S4 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

352S5 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

非常系 

1HD-P/C 盤 

852D2 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

852D3 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 

852D4 気中遮断器 DB123X-Mf ディジタル形過電流継電器 DUTUAHAK-25DDD 2 
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電源盤名称 

遮断器 保護装置 

番号 名称 型式 名称 型式 
数量

（台） 

常陽変電所 

352R 真空遮断器 SDD508 
ディジタル型多機能継電器 

ディジタル形過電流継電器 

UM43FD-E5R 

DUTUAHAS-15DDD 

1 

3 

152RA 真空遮断器 HS4006Y-30Mf-N ディジタル型多機能継電器 UM42C-E5R 1 

152RB 真空遮断器 HS4006Y-30Mf-N ディジタル型多機能継電器 UM42C-E5R 1 
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不燃性材料又は難燃性材料の使用について 

 

  

[117]



8条-別紙 9-1 

 

1．概要 

火災の発生防止に係る不燃性材料又は難燃性材料の使用について、「主要な構造材に対する不燃性

材料の使用」、「変圧器及び遮断器に対する絶縁油等の内包」、「難燃ケーブルの使用」、「換気設備のフ

ィルタに対する不燃性材料又は難燃性材料の使用」、「保温材に対する不燃性材料の使用」及び「建物

内装材に対する不燃性材料の使用」について示す。 

 

2．主要な構造材に対する不燃性材料の使用 

火災防護対象機器のうち、機器、配管、ダクト、トレイ、電線管、盤の筐体、及びこれらの支持構

造物の主要な構造材は、基本的に、金属材料又はコンクリート等の不燃性材料を使用するものとする。 

ただし、配管等のパッキン類は、金属で覆われた狭隘部に設置し直接火炎にさらされることはなく、

これにより他の安全機能を有する構築物、系統及び機器において火災が発生するおそれはないため、

不燃性材料又は難燃性材料ではない材料を使用するものとする。また、金属に覆われたポンプ及び弁

等の駆動部の潤滑油並びに金属に覆われた機器躯体内部に設置される電気配線は、発火した場合で

も、他の安全機能を有する構築物、系統及び機器に延焼しないため、不燃性材料又は難燃性材料では

ない材料を使用するものとする。以下に、不燃性材料又は難燃性材料を使用しないものの一例を示す。 

・１次主循環ポンプ等の駆動部の潤滑油 

・１次主循環ポンプ等の機器躯体内部の電気配線 

・非常用ディーゼル発電機の冷却水系等のパッキン 

 

3．変圧器及び遮断器に対する絶縁油等の内包 

火災防護基準の火災の発生防止を考慮する火災防護対象機器を設置する建物内の変圧器及び遮断

器は、絶縁油等の可燃性物質を内包していないものを使用するものとする。当該火災防護対象機器を

設置する建物には、原子炉建物、原子炉附属建物及び主冷却機建物が該当する。 

これらの建物内の変圧器は絶縁油を内包していない乾式タイプ、遮断器は絶縁油を内包していな

い真空遮断器（VCB：Vacuum Circuit Breaker）又は気中遮断器（ACB：Air Circuit Breaker）を使

用している。第 3.1図に変圧器の一例を示す。 

なお、上記火災防護対象機器を設置していない受電エリア（原子炉建物、原子炉附属建物及び主冷

却機建物と 20m 以上の距離を有する。）の商用系主変圧器のみ、絶縁油を内包したものを使用してい

る。 
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第 3.1図 変圧器の一例 

 

4．難燃ケーブルの使用 

火災防護基準の火災の発生防止を考慮する火災防護対象機器に使用するケーブルは、実証試験に

より自己消火性（UL 規格又は ICEA 規格に基づく垂直燃焼試験）及び延焼性（米国電気電子工学会

（IEEE）規格 383又は電気学会技術報告（Ⅱ部）第 139号に基づく垂直トレイ燃焼試験）を確認した

難燃ケーブルを使用することを基本とする。 

以下に、難燃ケーブルの使用又は代替措置を適用する主な火災防護対象機器を示す。 

・１次主循環ポンプポニーモータ 

・１次主循環ポンプ潤滑油 

・核計装（起動系及び線形出力系） 

・格納容器高線量エリアモニタ 

・１次補助冷却系循環ポンプ（格納容器（床下）に配置するものを除く。） 

・後備炉停止系用論理回路 

・上記に関連する非常用ディーゼル電源系、交流無停電電源系及び直流無停電電源系 

※：下線部は BDBA資機材に該当 

 

ただし、核計装等のケーブルは、耐ノイズ性を確保するため、難燃ケーブルの使用が困難である。

当該ケーブルについては、難燃ケーブルと同等の性能を達成できる代替措置を適用するものとする。 

以下に、核計装等のケーブルに適用する代替措置について示す。 

① 概要 

核計装等のケーブルは、ケーブルを電線管内に収納するとともに、電線管の開口部を熱膨張

性及び耐火性を有したシール材で閉塞させ、電線管内への酸素の供給を防止することにより、

難燃ケーブルと同等の耐延焼性及び自己消火性を確保する。 

② 適用箇所 

本代替措置を適用する主な火災防護対象機器を示す。 

・核計装（起動系及び線形出力系） 

・格納容器高線量エリアモニタ 

変圧器
乾式タイプ
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5．換気設備のフィルタに対する不燃性材料又は難燃性材料の使用 

火災防護基準の火災の発生防止を考慮する火災防護対象機器のうち、換気空調設備のフィルタは、

チャコールフィルタを除き「JIS L 1091（繊維製品の燃焼性試験方法）」又は「JACA No.11A（空気清

浄装置用ろ材燃焼性試験方法指針（公益社団法人 日本空気清浄協会））」を満足する難燃性材料を使

用するものとする。上記換気空調設備のフィルタの主な仕様を第 5.1表に示す。 

 

第 5.1表 火災防護基準の火災の発生防止を考慮する火災防護対象機器のうち、 

換気空調設備のフィルタの主な仕様 

設備 フィルタの種類 材質 性能 

中央制御室 

換気空調設備 

プレフィルタ 
グラスファイバ 

（ガラス繊維） 
難燃性 

HEPAフィルタ 
グラスファイバ 

（ガラス繊維） 
難燃性 

給気＊1フィルタ 不織布 難燃性 

非常用電源設備 
非常用ディーゼル 

冷却塔フィルタ 

ポリエステル／ 

モダンアクリル 
難燃性 

HEPAフィルタ（High Efficiency Particulate Air Filter） 

＊1：バグフィルタ（中性能粒子フィルタ等の空調内の異物を除去するためのフィルタの

総称として使用） 

 

6．保温材に対する不燃性材料の使用 

火災防護対象機器に対する保温材は、ロックウールやけい酸カルシウム等、平成 12 年建設省告示

第 1400 号に定められたもの＊2、又は建築基準法で不燃性材料として定められたものを使用するもの

とする。 

＊2：コンクリート、れんが、瓦、陶磁器質タイル、繊維強化セメント板、ガラス繊維混入セメン

ト板（厚さ：3mm 以上）、繊維混入ケイ酸カルシウム板（厚さ：5mm 以上）、鉄鋼、アルミニウ

ム、金属板、ガラス、モルタル、しっくい、石、せっこうボード（厚さ：12mm以上（ボード用

原紙の厚さが 0.6mm以下のものに限る。））、ロックウール、グラスウール板 

 

7．建物内装材に対する不燃性材料の使用 

火災防護基準の火災の発生防止を考慮する火災防護対象機器を設置する建物の主要な建物内装材

は、基本的に、平成 12年建設省告示第 1400号に定められたもの＊2、又は建築基準法で不燃性材料と

して定められたものを使用するものとする。また、中央制御室に床カーペットを敷く場合、当該床カ

ーペットは、消防法施行令第 4条の 3に基づく防炎性能を有するものとする。 

ただし、管理区域の床及び壁については、耐放射線性、除染性及び耐腐食性の確保を目的に、旧建

設省告示第 1231 号第 2試験に基づく難燃性が確認されたコーティング剤（エポキシ樹脂等）を使用

する場合がある。なお、当該コーティング剤は、不燃性材料であるコンクリートに塗布されるもので

あり、当該コーティング剤が発火したとしても、他の安全機能を有する構築物、系統及び機器におい
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て火災を生じさせるおそれは小さい。 
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自然現象による火災の発生防止について 
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1．概要 

自然現象（地震及び落雷）による火災の発生防止について示す。 

 

2．地震による火災の発生防止 

地震による火災の発生を防止するため、火災防護対象機器は、耐震重要度分類に応じて十分な支持

性能をもつ地盤に設置するとともに、自らが破壊又は倒壊することによる火災の発生を防止する。 

なお、耐震設計については、「国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所（南地区）高

速実験炉原子炉施設（「常陽」） 第 4条（地震による損傷の防止）」に示す。 

 

3．落雷による火災の発生防止 

落雷による火災の発生を防止するため、建築基準法に基づき高さ 20m を超える安全施設に避雷設

備を設ける。また、避雷設備の接地極として、接地網を布設して設置抵抗の低減を図る。 

なお、避雷設備については、2003年に JIS A 4201-1992「建築物等の避雷設備（避雷針）」から改

正された JIS A 4201-2003「建築物等の雷保護」の保護レベルⅠに適合するものに更新する。 

避雷設備の設置イメージを第 1図に示す。 
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火災感知設備について 
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1．概要 

火災を早期に感知できるように火災感知器等（火災感知器及びこれと同等の機能を有する機器を

いう。以下同じ。）と受信機から構成される火災感知設備について示す。 

 

2．火災感知器等 

2．1 火災感知器等の環境条件等の考慮 

火災感知器等は、各火災区画における放射線、取付面高さ、温度、湿度、空気流等の環境条件や、

炎が生じる前に発煙すること等、予想される火災の性質を考慮して火災感知器等を設置する設計

とする。 

ただし、原子炉附属建物地下 1階の「燃料洗浄室」及び同建物 1階の「缶詰室」は、常時、放射

線量が高く、通常では人が立ち入ることができない立入禁止区域であり、火災感知器を設置した場

合に、火災感知器の点検ができず、その機能を維持管理することができないため、当該室には、火

災感知器を設置することができない。「燃料洗浄室」及び「缶詰室」に対する火災防護の考え方を

別添 1 に示す。また、格納容器（床下）は、原子炉運転中、高温となり、かつ、放射線量が高く、

火災感知器が故障する可能性がある。また、原子炉運転中の格納容器（床下）は、閉鎖した状態で

高温かつ高放射線環境となるため、火災感知器が故障する可能性がある。このため、窒素雰囲気で

維持し、火災が発生するおそれがない期間については、火災感知器を事前に撤去又は作動信号を除

外する運用とし、原子炉停止後に空気雰囲気に置換した後、速やかに交換又は復旧するものとする。 

 

2．2 固有の信号を発する異なる感知方式の火災感知器等の設置 

火災防護基準の火災の感知及び消火を考慮する火災防護対象機器を設置する火災区画には、火

災を早期に感知できるように、固有の信号を発することなる感知方式の火災感知器等を組み合わ

せて設置するものとする。当該火災感知器等の組合わせは、誤作動を防止することを目的に、平常

時の状況（温度、煙の濃度）を監視し、かつ、火災現象（急激な温度や煙の濃度の上昇）を把握す

ることができるアナログ式の火災感知器として、アナログ式の煙感知器及びアナログ式の熱感知

器の組合わせを基本とする。 

固有の信号を発する異なる感知方式の火災感知器等の設置計画を第 2.2.1表に示す。 

以下に、火災感知器等の設置における特徴的な火災区画を示す。 

 

（1）主冷却機建物地下 2階の「ディーゼル発電機油タンク（No.1（No.2））」 

主冷却機建物地下 2階の「ディーゼル発電機油タンク（No.1（No.2））」は、非常用ディーゼル

発電機の燃料油のタンクを有している。当該室では、燃料油の漏えいによる万一の爆発を考慮し、

非アナログ式の防爆型の煙感知器及び非アナログ式の防爆型の熱感知器を組み合わせて設置す

るものとする。 

なお、一般的に、防爆型の火災感知器は、非アナログ式しか製造されていない。 

 

（2）原子炉附属建物中 2階及び 2階の「蓄電池室」 

蓄電池の充電時に水素が発生するおそれがある「蓄電池室」は、換気設備（換気扇）等を設置
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し、水素の濃度が燃焼限界濃度を超えないように設計しているが、万一の水素濃度の上昇を考慮

し、非アナログ式の防爆型の煙感知器及び非アナログ式の防爆型の熱感知器を組み合わせて設

置するものとする。 

 

（3）原子炉建物 1階の「操作室」及び「炉上部ピット」 

【精査中】 

 

（4）原子炉附属建物 1階の「１次冷却系現場制御室」、「補助冷却系（2次側）機器室」等 

天井まで 8m 以上の高さを有する「１次冷却系現場制御室」、「補助冷却系（2 次側）機器室」

等は、取付面高さに係る熱感知器の適用範囲を超える。このため、当該室では、アナログ式の煙

感知器及び非アナログ式の炎感知器を組み合わせて設置するものとする。 

 

2．3 火災感知器等の設置個数の考え方 

煙感知器及び熱感知器は、消防法施行規則に従い設置するものとする。 

炎感知器及び熱感知カメラは、監視範囲に死角がないように設置するものとする。 

火災感知器の設置個数の考え方を第 2.3.1表に示す。 

 

2．4 火災感知器等の概要及び性能 

2．4．1 アナログ式の煙感知器 

（1）概要 

アナログ式の煙感知器（光電アナログ式スポット型）は、発光素子（発光ダイオード）、受光素

子（フォトダイオード）、プリント基板から構成される。感知器内部の検煙部には、発光素子と受

光素子が配置されており、検煙部に流入した煙の粒子に発光素子から発せられた光が反射し、受

光素子に届く散乱光（反射光）の受光量から煙濃度を判定する。判定した煙濃度を電気信号に変

換し、受信機に送信し、設定値以上の煙濃度になれば火災警報が発信される仕組みである。 

 

（2）性能 

アナログ式の煙感知器（光電アナログ式スポット型）は、消防法で定められた検定品（消防法

第 21 条の 2 第 2 項に基づく、火災感知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省

令（昭和五十六年自治省令第十七号）（以下「感知器等規格省令」という。）第 17条の 5（光電ア

ナログ式スポット型感知器の公称感知濃度範囲、連続応答性及び感度）に定められる感知性能を

有したもの。）を使用する。 

 

2．4．2 アナログ式の熱感知器 

（1）概要 

アナログ式の熱感知器（熱アナログ式スポット型）は、サーミスタ、プリント基板から構成さ

れる。感知器内部の検出部には、感熱素子であるサーミスタが配置されている。サーミスタは、

温度変化により抵抗値が変化する素子であり、火災により感知器の周囲温度が上昇するとサーミ
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スタの抵抗値が減少することから、抵抗値から周囲温度を判定する。判定した温度を電気信号に

変換し受信機に送信し、設定値以上の温度になれば火災警報が発信される仕組みである。 

 

（2）性能 

アナログ式の熱感知器（熱アナログ式スポット型）は、消防法で定められた検定品（感知器等

規格省令第 15条の 3（熱アナログ式スポット型感知器の公称感知温度範囲、連続応答性及び感度）

に定められた感知性能を有したもの。）を使用する。 

 

2．4．3 アナログ式の熱感知カメラ 

（1）概要 

アナログ式の熱感知カメラは、物体から発光する赤外線の波長を温度信号に変換し、また、温

度が高くなると赤外線が強くなる特徴を利用し、その強さを色別して温度マップとし、温度マッ

プを画像に映し、一定の温度に達すると火災警報が発信される仕組みである。 

熱感知カメラの感知原理は、赤外線による熱監視であり、感知する対象が熱であるため、炎の

波長とちらつきを監視する炎感知器とは異なる感知方式と考える。 

熱感知カメラの温度マップのイメージを第 2.4.3.1図に示す。 

 

（2）性能 

【精査中】 

 

2．4．4 非アナログ式の炎感知器 

（1）概要 

炎感知器には、赤外線を感知する方式と紫外線を感知する方式の 2 種類があるが、炎特有の性

質を検出することによって誤作動が少ない赤外線方式を使用する。 

火災時の炎には、多量の炭酸ガスから共鳴放射される波長 4.4μm にピークを持つ赤外線が多

く含まれ、1～1.5Hzの範囲で、ちらつきながら放射される現象がある。これは、一般の高温物体

からの放射エネルギーの相対強度とは大きくことなり、物質の燃焼時のみに現れる現象（CO2共鳴

放射と呼ばれる。）である。赤外線方式では、この CO2共鳴放射とちらつきを監視する。 

赤外線方式の炎感知器の概要を第 2.4.4.1図に示す。 

 

（2）性能 

非アナログ式の炎感知器は、消防法で定められる検定品（感知器等規格省令第 17条の 8（炎感

知器の公称監視距離の区分、感度及び視野角）に定められる感知性能を有するもの。）を使用する。 

 

2．4．5 非アナログ式の防爆型の煙感知器 

（1）概要 

非アナログ式の防爆型の煙感知器（光電式スポット型）は、発光回路で一定時間ごとに発光素

子（LED）に対して電流を流し発光させ、発光した光は、レンズを通して防爆容器外部へ照射され
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る。煙がチャンバー内に流入すると、その光を煙に反射して散乱光を生じる。この散乱光を、レ

ンズを通して受光素子（PD）が検知し、電気信号に変換し、受光回路でこれを検出する。受光回

路で検出した信号は、マイコン（不揮発性メモリ警報回路）で測定され、一定のレベルを超える

と火災信号を受信機へ送信する。 

 

（2）性能 

非アナログ式の防爆型の煙感知器（光電式スポット型）は、消防法で定められる検定品（感知

器等規格省令第 17条（光電式スポット型感知器の公称蓄積時間の区分及び感度）に定められる感

知性能を有するもの。）を使用する。 

 

2．4．6 非アナログ式の防爆型の熱感知器 

（1）概要 

非アナログ式の防爆型の熱感知器（定温式スポット型）は、サーミスタを用いて熱を検出し、

周囲温度が一定以上になったときに受信機に火災信号を発する。サーミスタは、温度変化により

抵抗値が変化する素子で、一定周期で電流を流してサーミスタの両端にかかる電圧を測定し、温

度検出回路にて変換した電圧値を内部制御回路に送り、制御回路にて一定時間内での温度上昇を

測定し、温度上昇率が設定値を超えた場合に火災と判断し、受信機に火災信号を発する。 

 

（2）性能 

非アナログ式の防爆型の熱感知器（定温式スポット型）は、消防法で定められる検定品（感知

器等規格省令第 14条（定温式感知器の公称作動温度の区分及び感度）に定められる感知性能を有

するもの。）を使用する。 

 

3．アナログ式でない火災感知器に対する誤作動防止の方策 

・ 非アナログ式の炎感知器 

非アナログ式の炎感知器は、誤作動を防止する観点で、炎特有の性質を検出することで誤作動が少

ない赤外線方式の炎感知器を使用する設計とする。 

なお、炎感知器は、非アナログ式ではあるが、平常時から炎の波長の有無を連続監視し、火災現象

（急激な環境変化）を把握することができることから、アナログ式と同等の機能を有している。 

 

・ 非アナログ式の防爆型の煙感知器 

非アナログ式の防爆型の煙感知器は、誤作動を防止する観点で、設置する場所には、誤作動の要因

となる蒸気を生じる設備を有しない設計とする。 

 

・ 非アナログ式の防爆型の熱感知器 

非アナログ式の防爆型の熱感知器は、誤作動を防止する観点で、作動温度が周囲温度よりも高いも

のを使用する設計とする。 
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4．受信機 

火災を中央制御室で監視するため、熱感知カメラ以外の火災感知器用の受信機（以下「防災監視盤」

という。）及び熱感知カメラ用の受信機を中央制御室に設置する設計とする。 

防災監視盤は、アナログ式及び非アナログ式の火災感知器の接続が可能であり、火災感知器が作動

した場合に警報を発し、かつ火災感知器の設置場所を一つずつ特定することにより、火災の発生場所

が特定できる設計とする。熱感知カメラ用の受信機は、熱感知カメラが作動した場合に警報を発し、

かつ熱感知カメラの監視画像を一つずつ確認することにより、火災の発生場所が特定できる設計と

する。 

防災監視盤及び熱感知カメラ用の受信機は、外部電源喪失時に機能を喪失しないように、非常用電

源設備より給電する設計とする。 

防災監視盤及び熱感知カメラ用の受信機は、標識により識別できる設計とする。 

防災監視盤の外観を第 4.1図に示す。 

 

5．火災感知設備の点検 

火災感知設備（熱感知カメラ及び熱感知カメラ用の受信機を除く。）は、機能に異常がないことを

確認するため、自動試験及び遠隔試験＊1を実施する。 

なお、試験機能のない火災感知器は、機能に異常がないことを確認するため、消防法施行規則第 31

条の 6に基づき、6ヵ月に 1度の機器点検及び 1年に 1回の総合点検時に、煙等の火災を模擬した試

験を実施する。また、火災の発生していない平常時には、中央制御室内の巡視点検において、火災の

発生のないこと、火災感知器に異常がないことを確認する。 

火災感知設備（熱感知カメラ及び熱感知カメラ用の受信機）は、火災の発生していない平常時には、

中央制御室内の巡視点検により、火災の発生のないこと、熱感知カメラに異常がないことを確認する

とともに、1年に 1回、火災を模擬した試験を実施する。 

 

＊1：消防法第 21 条の 2 第 2 項の規定に基づく、中継器に係る技術上の規格を定める省令第 2 条

第 12号に規定する自動試験機能又は同上第 13号に規定する遠隔試験機能 
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第
2.
2.
1
表
 
固
有
の
信
号
を
発
す
る
異
な
る
火
災
感
知
器
等
の
組
み
合
わ
せ
の
計
画

 

 

火
災
感
知
器
等
の
組
み
合
わ
せ

 
火
災
区
画

＊
1  

備
考
 

・
ア
ナ
ロ
グ
式
の
煙
感
知
器
（
光
電
ア
ナ
ロ
グ
式
ス
ポ
ッ
ト
型
）
 

・
ア
ナ
ロ
グ
式
の
熱
感
知
器
（
熱
ア
ナ
ロ
グ
式
ス
ポ
ッ
ト
型
）
 

【
原
子
炉
建
物
】
 

 
RB
-3
03
、
RB
-4
01
、
RB
-4
07
、
R
B-
4
1
0、

R
B-
4
1
0、

 

 
RB
-4
12
、
他
【
精
査
中
】
 

【
原
子
炉
附
属
建
物
】
 

 
AB
-1
02
、
AB
-1
17
、
AB
-1
18
、
A
B-
2
0
2、

A
B-
2
0
4、

 

 
AB
-2
06
、
AB
-3
04
、
AB
-3
11
、
A
B-
4
0
1、

A
B-
4
0
3、

 

 
AB
-4
05
、
AB
-5
09
、
AB
-6
05
、
A
B-
7
0
4、

A
B-
7
0
5、

 

 
AB
-7
06
、
AB
-7
07
、
AB
-7
12
、
他
【
精
査
中
】
 

【
主
冷
却
機
建
物
】
 

 
SB
-1
01
、
SB
-1
02
、
SB
-1
03
、
S
B-
1
0
5、

S
B-
1
0
6、

 

 
SB
-1
07
、
SB
-1
10
、
SB
-1
11
、
S
B-
1
1
2、

S
B-
1
1
3、

 

 
SB
-1
17
、
SB
-1
21
、
SB
-1
22
、
S
B-
1
2
3、

S
B-
1
2
4、

 

 
SB
-1
25
、
 
SB
-1
26
、
SB
-1
30
、
S
B-
20
1、

S
B-
2
0
4、
 

 
SB
-2
08
、
SB
-2
09
、
SB
-2
11
、
S
B-
2
1
2、

S
B-
2
1
4、

 

 
SB
-2
16
、
SB
-2
19
、
SB
-2
21
、
S
B-
2
2
3、

S
B-
2
2
4、

 

 
SB
-3
03
、
SB
-3
05
、
SB
-4
02
、
S
B-
4
0
4、

S
B-
4
0
6、

 

 
SB
-5
08
、
SB
-5
09
、
他
【
精
査
中
】
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火
災
感
知
器
等
の
組
み
合
わ
せ

 
火
災
区
画

＊
1  

備
考
 

・
非
ア
ナ
ロ
グ
式
の
防
爆
型
の
煙
感
知
器
（
光
電
式
ス
ポ
ッ
ト
型
）
 

・
非
ア
ナ
ロ
グ
式
の
防
爆
型
の
熱
感
知
器
（
定
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式
ス
ポ
ッ
ト
型
）
 

【
原
子
炉
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属
建
物
】
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-6
03
、
AB
-7
08
 

【
主
冷
却
機
建
物
】
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-1
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、
SB
-1
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・
蓄
電
池
又
は
燃
料
油
を
貯
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す
る
タ

ン
ク
を
設
置
す
る
火
災
区
画
で
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り
、

万
一
の
爆
発
に
備
え
、
防
爆
型
の
火
災

感
知
器
を
設
置
 

・
ア
ナ
ロ
グ
式
の
煙
感
知
器
（
光
電
ア
ナ
ロ
グ
式
ス
ポ
ッ
ト
型
）
 

・
非
ア
ナ
ロ
グ
式
の
炎
感
知
器
 

【
原
子
炉
附
属
建
物
】
 

 
AB
-3
05
、
SB
-3
06
、
AB
-5
04
、
A
B-
5
0
5（

1
）、

 

 
AB
-5
05
（
2）
、
AB

-5
06
、
AB
-5
1
0、

他
【
精
査
中
】
 

【
主
冷
却
機
建
物
】
 

 
SB
-1
09
、
SB
-1
17
、
SB
-4
03
、
S
B-
4
1
9、

S
B-
5
0
5、

 

 
SB
-5
12
、
他
【
精
査
中
】
 

・
天
井
高
さ
が

8
m
を
超
え
、
取
付
面
高

さ
に

係
る

熱
感

知
器

の
適

用
範

囲
を

超
え
る
た
め
、
煙
感
知
器
及
び
炎
感
知

器
を
組
み
合
わ
せ
て
設
置
 

・
ア
ナ
ロ
グ
式
の
熱
感
知
カ
メ
ラ
 

・
非
ア
ナ
ロ
グ
式
の
炎
感
知
器

 

【
原
子
炉
建
物
】
 

 
【
精
査
中
】
 

【
原
子
炉
附
属
建
物
】
 

 
AB
-8
02
 

【
主
冷
却
機
建
物
】
 

 
SB
-7
05
 

・
屋
外
又
は
天
井
高
さ
が

2
0
m
を
超
え
、

取
付

面
高

さ
に

係
る

煙
感

知
器

及
び

熱
感

知
器

の
適

用
範

囲
を

超
え

る
た

め
、
熱
感
知
カ
メ
ラ
及
び
炎
感
知
器
を

組
み
合
わ
せ
て
設
置
 

＊
1：

詳
細
設
計
に
お
い
て
、
火
災
防
護
対
象
機
器
の
配
置
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。
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第 2.3.1表 火災感知器の設置個数の考え方 

火災感知器の種類 

火災感知器の設置個数の考え方 

取付面高さ 
設置個数当たりの

床面積 

煙感知器 

光電式スポット型 
1 種及び 2 種 4m 未満＊1 150m2＊1 

3 種 4m 以上 20m 未満＊1 75m2＊1 

光電アナログ式スポット型  

4m 未満＊1､*2 150m2＊1､*2 

4m 以上 20m 未満＊1､*2 75m2＊1､*2 

4m 未満＊1､*2 50m2＊1､*2 

熱感知器 

定温式スポット型 

特殊 
4m 未満＊3 70m2＊3 

4m 以上 8m 未満＊3 35m2＊3 

1 種 
4m 未満＊3 60m2＊3 

4m 以上 8m 未満＊3 30m2＊3 

2 種 4m 未満＊3 20m2＊3 

熱アナログ式スポット型  
4m 未満＊2,＊3 70m2＊2,＊3 

4m 以上 8m 未満＊2,＊3 35m2＊2,＊3 

炎感知器 
赤外線方式 

公称監視距離 

最大 60m 以内 
監視範囲に死角がないように設置 

熱感知器 サーモグラフィカメラ 30m 以内 監視範囲に死角がないように設置 

＊1：消防法施行規則第 23条第 4項第 7号 

＊2：消防法施行規則第 23条第 7項 

＊3：消防法施行規則第 23 条第 4 項第 3号（主要構造部を耐火構造とした防火対象物又はその部分） 
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（サーモ画像） （可視画像） 

  

主冷却機建物屋上（非常用ディーゼル冷却塔） 

 

第 2.4.3.1図 熱感知カメラの温度マップのイメージ 

 

 

https://www.nohmi.co.jp/product/flame_sensor/001.html     

 

第 2.4.4.1図 赤外線方式の炎感知器の概要 
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第 4.1図 防災監視盤の外観 

防災監視盤
（中央制御室内に設置）

アドレス等表示部

※：火災感知器のアドレス管理により、
発生場所の特定が可能
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別添 1 

「燃料洗浄室」及び「缶詰室」における火災防護の考え方 

 

1．概要 

原子炉附属建物の地下 1階の「燃料洗浄室」及び原子炉附属建物の 1階の「缶詰室」は、常時、放

射線量が高く、通常では人が立ち入ることができない立入禁止区域であり、当該室に火災感知器を設

置した場合、火災感知器の点検を行うことができず、その機能を維持・管理することができない。 

上記より、当該室には火災感知器を設置することができない。 

火災感知器を設置することができない「燃料洗浄室」及び「缶詰室」に対する火災防護の考え方を

示す。 

「燃料洗浄室」及び「缶詰室」の配置を第 1.1図に示す。 

 

2．「燃料洗浄室」及び「缶詰室」の概要 

・「燃料洗浄室」 

使用済燃料等に付着したナトリウムを洗浄するための燃料洗浄槽を設置する「燃料洗浄室」は、

床、壁及び天井のコンクリート（厚み：1,000mm（最小））を炭素鋼ライニング仕上げとし、当該

室内の様子を監視できるように鉛ガラスを有する。 

ナトリウムの洗浄作業は、ステンレス製の燃料洗浄槽内（アルゴンガス雰囲気）において、ま

ず、水蒸気によりナトリウムを徐々に反応させ、その後、燃料洗浄槽に水を注入し、燃料洗浄槽

内で水に浸漬することにより行う。水蒸気による洗浄は、燃料洗浄槽内の水素濃度を監視しなが

ら水蒸気を注入し、緩やかにナトリウムと水蒸気を反応させる。水による浸漬洗浄は、使用済燃

料等の内部を水と十分に反応させることを目的に行う。燃料洗浄設備の概略図を第 2.1図に示す。 

 

・「缶詰室」 

ナトリウムを洗浄した後の使用済燃料等を水冷却池で貯蔵することに先立ち、当該使用済燃料

等を缶詰管に封入するための燃料集合体缶詰装置を有する「缶詰室」は、床、壁及び天井のコン

クリート（厚み：1,000mm（最小））を炭素鋼ライニング仕上げとし、当該室内の様子を監視でき

るように鉛ガラスを有する。 

使用済燃料等を缶詰管に封入する作業は、ステンレス製の缶詰管内に使用済燃料を装荷した後、

缶詰装置を用いて管蓋を取り付け、その後、6本のボルトを当該装置で締めることにより行う。 

 

3．「燃料洗浄室」及び「缶詰室」における火災防護 

（1）火災の発生防止 

「燃料洗浄室」におけるナトリウム洗浄作業中は、常駐する作業員が燃料洗浄槽内の水素濃度

等を監視し、注入する蒸気量等を調整、ナトリウムと蒸気の反応を制御することにより、火災の

発生を防止する。また、「燃料洗浄室」及び「缶詰室」で作業をしていない場合は、当該室内の

機器の電源を切ることによって火災の発生を防止する。 
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（2）火災の感知 

「燃料洗浄室」及び「缶詰室」においてナトリウム洗浄作業又は缶詰管への封入作業中は、作

業員が鉛ガラス越しに当該室内を監視することによって火災の感知を行う。また、当該室内で保

守作業を行う必要がある場合は、複数人の体制を構築するとともに、保安に係る要員を立ち会わ

せ、当該保安要員による監視により、火災の感知を行う。 

なお、火災を感知した場合は、隣接する火災区画の監視を強化し、随時の消火活動に備える。 

 

（3）火災の影響 

・「燃料洗浄室」 

「燃料洗浄室」におけるナトリウム洗浄作業中に、万一、燃料洗浄槽の外部で火災が発生し、

当該室内のケーブルが焼損したとしても、電動弁の閉維持又は空気作動弁のフェイルクロー

ズにより、燃料洗浄槽内に酸素が混入するおそれはなく、燃料洗浄槽内は、アルゴンガス雰囲

気に維持されるため、発生した水素が燃焼するおそれはない。 

また、「燃料洗浄室」内のケーブルが燃えて、当該室外に延焼することがないよう、当該室

内外のケーブルは、不燃性材料で構成されたケーブルコネクタを介して、配線している。ケー

ブルの配線の概略を第 3.1図に示す。 

さらに、「燃料洗浄室」内の可燃性物質の量を少なく管理することにより、万一、当該室内

の可燃性物質が燃えたとしても、火災の等価時間が障壁の耐火能力を超えないものとしてい

る。火災の等価時間の評価結果を第 3.1 表に示す。第 3.1表に示すとおり、「燃料洗浄室」の

火災の等価時間は、0.1 時間であり当該室の障壁の耐火能力（コンクリートの厚みは 1,000mm

以上であり 3時間以上の耐火能力を有する。）を超えない。 

 

・「缶詰室」 

「缶詰室」における缶詰管への使用済燃料等の封入作業中に、万一、火災が発生し、当該室

内のケーブルが焼損したとしても、缶詰装置は、モータ駆動であるため、電源断により、その

状態が維持されるのみであり、使用済燃料等を封入する缶詰管の落下等により、使用済燃料等

が損傷するおそれはない。 

また、「缶詰室」内のケーブルが燃えて、当該室外に延焼することがないよう、当該室内外

のケーブルは、不燃性材料で構成されたケーブルコネクタを介して、配線している。 

さらに、「缶詰室」内の可燃性物質の量を少なく管理することにより、万一、当該室内の可

燃性物質が燃えたとしても、火災の等価時間が障壁の耐火能力を超えないものとしている。火

災の等価時間の評価結果を第 3.2表に示す。第 3.2 表に示すとおり、「缶詰室」の火災の等価

時間は、0.4時間であり当該室の障壁の耐火能力（コンクリートの厚みは 1,000mm以上であり

3時間以上の耐火能力を有する。）を超えない。 
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第 3.1表 「燃料洗浄室」における火災の等価時間 

項目 評価条件 

床面積（m2） 22 

可燃性物質量（kg） 80（ケーブル） 

燃焼率（kJ/m2/hr） 908,095 

熱含有量（kJ/kg） 25,568 

⇒ 火災の等価時間の評価結果：約 0.1時間 

 

第 3.2表 「缶詰室」における火災の等価時間 

項目 評価条件 

床面積（m2） 5.6 

可燃性物質量（kg） 80（ケーブル） 

燃焼率（kJ/m2/hr） 908,095 

熱含有量（kJ/kg） 25,568 

⇒ 火災の等価時間の評価結果：約 0.4時間 
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第 1.1図 燃料洗浄室及び缶詰室の配置 

  

核物質防護情報（管理情報）が含まれているため公開できません。 
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第 2.1図 燃料洗浄設備の概略図 

 

 

 

第 3.1図 ケーブルの配線の概略図 
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固定式消火設備（ハロン消火設備）について 

 

  

[142]



8条-別紙 14-1 

 

1．概要 

火災時に煙の充満等により消火活動が困難となるおそれがある火災区画に設置する固定式消火設

備（ハロン消火設備）について示す。 

 

2．固定式消火設備（ハロン消火設備）の設置場所 

火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置する火災区画のうち、燃

料油を内包する設備を有する主冷却機建物地下 2 階の「ディーゼル発電機室（No.1）」、「ディーゼル

発電機室（No.2）」、「ディーゼル発電機油タンク（No.1）」、「ディーゼル発電機油タンク（No.2）」に

固定式消火設備（ハロン消火設備）を設置する。 

また、原子炉の安全停止を達成することを目的に、早期消火により、異なる系列の火災防護対象機

器間の延焼を防止するため、原子炉附属建物中 2階の「ケーブル室」に固定式消火設備（ハロン消火

設備）を設置する。 

なお、火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器を設置しないが、燃料油又

はアルコールを内包する設備を有する主冷却機建物地下 1階の「ボイラー室」、「油タンク室（No.1）」、

「油タンク室（No.2）」、「油タンク室（No.3）」、「油タンク室（No.4）」及び原子炉附属建物地下 2 階

の「廃液タンク室」にも固定式消火設備（ハロン消火設備）を設置する。 

固定式消火設備（ハロン消火設備）の設置場所を第 2.1表及び第 2.1図に示す。 

 

第 2.1表 固定式消火設備（ハロン消火設備）の設置場所 

火災区画 火災防護対象 

機器の有無＊1 番号 名称 

SB-125 ディーゼル発電機室（No.1） 有 

SB-127 ディーゼル発電機油タンク（No.1） 有 

SB-128 ディーゼル発電機油タンク（No.2） 有 

SB-130 ディーゼル発電機室（No.2） 有 

SB-220 ボイラー室 無 

SB-225 油タンク室（No.1） 無 

SB-226 油タンク室（No.2） 無 

SB-227 油タンク室（No.3） 無 

SB-228 油タンク室（No.4） 無 

AB-106（1） 廃液タンク室 無 

AB-605 ケーブル室 有 

＊1：火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じるもの 
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第 2.1図 固定式消火設備（ハロン消火設備）の設置場所（1/2） 

  

核物質防護情報（管理情報）が含まれているため公開できません。 

[144]



8条-別紙 14-3 

 

 

 

 

第 2.1図 固定式消火設備（ハロン消火設備）の設置場所（2/2） 

 

  

核物質防護情報（管理情報）が含まれているため公開できません。 
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3．固定式消火設備（ハロン消火設備）の主な仕様 

固定式消火設備（ハロン消火設備）の主な仕様を第 3.1表に示す。 

 

（1）消火剤の種類 

固定式消火設備（ハロン消火設備）の消火剤は、ハロン 1301（ブロモトリフルオロメタン：CF3Br）

を使用するものとする。 

 

（2）消火剤の量及び消火能力 

消火剤の量は、消防法施行令（昭和 36 年政令第 37 号）及び消防法施行規則（昭和 30年自治省

令第 6号）に従うものとする。 

消防法施行規則第 20条第 1 項第 1 号では、全域放出方式のハロン消火設備において、防護区画

の体積 1m3当たりの消火剤の必要量は 0.32kg 以上と定められており、当該消火剤の量を濃度に換

算すると約 5%となる。また、ハロン 1301の最高濃度は、「ハロン 1301を使用するハロゲン化物消

火設備の取扱いについて（昭和 51年 5月 22日消防予第 6号）」において、10%以下となっている。

このため、ハロン 1301の設計濃度は、5～10%で設計するものとする。 

防護区画に開口部があり、開口部に自動閉鎖装置を設けない場合は、消防法施行規則に従い、開

口部の面積 1m2当たりハロン 1301を 2.4kg加算するものとする。 

なお、消火に必要なハロン濃度は、3.4%＊1であり、設計濃度 5～10%は、十分に消火可能である。 

＊1：n-ヘプタンを用いたカップバーナー法により算出された消炎濃度（平成 12年 3月「ハロン

代替消火剤の安全基準の確立に係る調査検討報告書」） 

 

（3）起動方式 

・「ディーゼル発電機室（No.1（2））」及び「ディーゼル発電機油タンク（No.1（2））」 

「ディーゼル発電機室（No.1（2））」及び「ディーゼル発電機油タンク（No.1（2））」は、固定

式消火設備（ハロン消火設備）の起動に伴い換気空調設備が停止することにより、非常用ディー

ゼル発電機の機能を喪失するおそれがある。また、当火災区画の近傍に設置する固定式消火設備

（ハロン消火設備）の起動装置（第 2.1図参照）には、中央制御室から速やかにアクセスするこ

とができる。 

以上より、当該火災区画の固定式消火設備（ハロン消火設備）の起動方式は、起動装置による

手動起動とする。 

なお、中央制御室で火災を感知、固定式消火設備（ハロン消火設備）の起動装置の設置場所に

移動し、固定式消火設備（ハロン消火設備）の起動は、15分以内で行うことができる。 

 

・「ケーブル室」 

「ケーブル室」の固定式消火設備（ハロン消火設備）の起動方式は、起動装置による手動起動

とする。当該起動装置は、原子炉の安全停止を達成することを目的に、異なる系列の火災防護対

象機器間の延焼を防止するため、速やかに起動できるように、中央制御室に設置する。 
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・「ディーゼル発電機室（No.1（2））」、「ディーゼル発電機油タンク（No.1（2））」及び「ケーブル

室」を除く火災区画 

「ディーゼル発電機室（No.1（2））」、「ディーゼル発電機油タンク（No.1（2））」及び「ケーブ

ル室」を除く火災区画の固定式消火設備（ハロン消火設備）の起動方式は、当火災区画の近傍に

設置する固定式消火設備（ハロン消火設備）の起動装置による手動起動とする。 

 

（4）電源 

固定式消火設備（ハロン消火設備）は、外部電源喪失時に、その機能を喪失することがないよう

に、非常用電源設備より電源を供給するものとする。 

 

（5）その他 

固定式消火設備（ハロン消火設備）が故障した場合には、中央制御室に故障警報を吹鳴するもの

とする。 

固定式消火設備（ハロン消火設備）は、作動前に職員等の退出ができるように警報を吹鳴するも

のとする。 
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4．自然現象に対する機能、性能の維持 

（1）凍結防止対策 

固定式消火設備（ハロン消火設備）に使用する消火剤（ハロン 1301）の凝固点（約-168℃）は低

く、凍結するおそれはないため、凍結防止対策を必要としない。 

 

（2）風水害対策 

固定式消火設備（ハロン消火設備）は、風水害に対してその性能が著しく阻害されることがない

ように、建物内に設置するものとする。 

 

（3）地震対策 

ａ．地盤変異対策 

固定式消火設備（ハロン消火設備）は、地震における地盤変異対策として、屋外と連結する配管

を設置しないものとする。 

 

ｂ．地震対策 

固定式消火設備（ハロン消火設備）が地震により機能を喪失した場合は、自衛消防隊及び公設消

防隊が到着するまでの間、建物内の可搬式消火器による消火活動を行う。また、自衛消防隊及び公

設消防隊が到着して以降は、自衛消防隊及び公設消防隊による支援のもと、可搬式消火器による消

火活動を継続する。 

 

5．破損、誤動作又は誤操作による影響 

固定式消火設備（ハロン消火設備）が破損、誤動作又は誤操作した場合の設備及び人体への影響は、

以下のとおりである。 

（1）設備への影響 

ハロン 1301 は、電気絶縁性が高いため、金属への直接影響は小さい。また、沸点が低く揮発性

が高く腐食生成物であるフッ素等の機器等への残留は少ないため、機器への影響も小さい。 

ただし、「3．（3）起動方式」に示すとおり、「ディーゼル発電機室（No.1（2））」及び「ディーゼ

ル発電機油タンク（No.1（2））」では、固定式消火設備（ハロン消火設備）の誤動作に伴い換気空

調設備が停止することにより、非常用ディーゼル発電機の機能を喪失するおそれがあることを考

慮し、当該火災区画の固定式消火設備（ハロン消火設備）の起動方式は、起動装置による手動起動

とするものとする。 

 

（2）人体への影響 

固定式消火設備（ハロン消火設備）が破損、誤動作又は誤操作した場合の濃度は約 5%であり、当

該濃度は、ハロン 1301の無毒性濃度（NOAEL（No Observed Adverse Effect Level）：人が消火剤

にさらされた時、何の変化も観察できない最高濃度）と同等の濃度である。また、固定式消火設備

（ハロン消火設備）が破損、誤動作又は誤操作した場合の濃度（約 5%）は、雰囲気中の酸素濃度を

低下させる濃度ではないため、酸欠に至ることもない。 
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なお、ハロン 1301の沸点は-58℃と低いため、直接接触すると凍傷にかかるおそれがあるが、放

射ノズルを高所に設置することにより、当該リスクを回避することができる。 
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火災（ナトリウム燃焼を除く。）の影響軽減について 
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1．概要 

火災（ナトリウム燃焼を除く。）の火災の影響軽減について、「火災区域・火災区画の設定」、「火災

防護対象機器の系統分離」、「換気設備による火災の影響軽減」、「煙に対する火災の影響軽減」、「油タ

ンクに対する火災の影響軽減」及び「可燃性物質の管理による影響軽減」を示す。 

 

2．火災区域・火災区画の設定 

火災区域・火災区画は、火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器の配置等

を考慮して設定するものとする。 

なお、火災区域・火災区画の設定は、別紙 4に示す。 

火災区域・火災区画の障壁の耐火能力は、当該火災区域・火災区画及び隣接する火災区域・火災区

画の火災の等価時間の関係から以下のとおりとする。 

・火災の等価時間が 1時間以上となる場合：3時間耐火の障壁により分離 

・火災の等価時間が 1時間未満となる場合：1時間耐火の障壁により分離 

なお、火災区画の火災の等価時間は、可搬式消火器による消火活動が行えるよう、可燃性物質を少

なく管理することにより煙の発生を抑えるものとして、原則として、火災の等価時間が 0.2時間未満

となるようにする。 

① 3時間耐火の障壁の仕様 

・コンクリート壁は、3時間耐火に必要な壁厚として 150mm＊1以上とする。 

・貫通部シール、防火扉、防火ダンパ、隔壁は、実用発電用原子炉において適用実績のあるもの

とする。 

＊1：原子力発電所の火災防護指針（JEAG 4607-2010）に例示される米国 NFPA（National Fire 

Protection Association）ハンドブックに記載される耐火壁の厚さと耐火時間の関係から設定 

② 1時間耐火の障壁の仕様 

・コンクリート壁は、建設省告示第 1399 号（耐火構造の構造を定める件）に定められた構造方

法に基づくものとする。 

・防火扉、防火ダンパ及び隔壁は、建設省告示第 1369号（特定防火設備の構造方法を定める件）

に定められた構造方法に基づくものとする。 

・貫通部シールは、建設省告示第 1400 号（不燃性材料を定める件）に記載される材料を使用す

るものとする。 

 

3．火災防護対象機器の系統分離 

3．1 中央制御室及びケーブル室を除く火災区画 

原子炉の安全停止を達成することを目的とし、火災により原子炉の安全停止に係る機能を有す

る多重化されたそれぞれの系統が同時に機能を喪失することがないように火災防護基準の火災の

影響軽減に示される系統分離を考慮する火災防護対象機器は、原則として、異なる火災区画に設置

する。当該火災防護対象機器を第 3.1.1表に、その配置を第 3.1.1図に示す。 

同一の火災区画に異なる系列の火災防護対象機器を設置する場合は、中央制御室及びケーブル

室を除き、以下のいずれかの方法により、その相互の系統分離を行うものとする。 
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ａ．3時間の耐火能力を有する隔壁等による分離 

互いに相違する系列の火災防護対象機器について、互いの系列間を 3 時間の耐火能力を有

する隔壁等で分離する。本系統分離対策のイメージを第 3.1.2図に示す。 

 

ｂ．1時間の耐火能力を有する隔壁等により分離し、かつ、火災感知設備及び自動消火設備の設

置 

互いに相違する系列の火災防護対象機器について、互いの系列間を 1 時間の耐火能力を有

する隔壁等で分離し、かつ、火災感知設備及び自動消火設備を当該火災区画に設置する。本系

統分離対策のイメージを第 3.1.3図に示す。 

ただし、以下に示す場合は、自動消火設備の設置に代えて、可搬式消火器による消火又は手

動操作による固定式消火設備の設置を行うものとする。 

 

・自動消火設備の設置に代えて、可搬式消火器による消火を行う場合 

環境条件（煙等の充満）により、消火活動が困難とならず、かつ、早期に消火活動を行う

ことができる火災区画は、自動消火設備に代えて、可搬式消火器による消火を行うものとす

る。 

具体的には、消火活動が困難とならないように可燃性物質の量を少なく管理し、かつ、運

転員が中央制御室で火災を感知、火災の発生場所を特定、当該火災区画へ移動し、可搬式消

火器による消火を 20分以内で開始できる火災区画が該当する。 

当該火災区画において、異なる系列の火災防護対象機器の一方で火災が発生したとして

も、20分以内で可搬式消火器による消火を開始することにより、1時間の耐火能力を有する

耐火壁で分離されたもう一方の火災防護対象機器への延焼を防止できる。このため、当該火

災区画における可搬式消火器による消火は、自動消火設備の設置と同等の効果を有すると

考える。 

なお、当該火災区画の火災の等価時間は、20分未満で管理するため、万一、当該火災区画

内の可燃性物質の全てが燃焼したとしても、隔壁等の耐火能力を超えることはない。 

 

・自動消火設備の設置に代えて、手動操作による固定式消火設備を設置する場合 

環境条件（煙等の充満）により、消火活動が困難となるが、手動操作による固定式消火設

備により、早期に消火を行うことができる火災区画は、自動消火設備に代えて、手動操作に

よる固定式消火設備を設置する。 

具体的には、運転員が中央制御室で火災を感知、火災の発生場所を特定、固定式消火設備

の起動装置の操作場所に移動し、固定式消火設備の起動を 15 分以内で開始できる火災区画

が該当する。 

当該火災区画において、異なる系列の火災防護対象機器の一方で火災が発生したとして

も、15分以内で固定式消火設備を起動することにより、1時間の耐火能力を有する耐火壁で

分離されたもう一方の火災防護対象機器への延焼を防止できる。このため、当該火災区画に
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おける手動操作による固定式消火設備の設置は、自動消火設備の設置と同等の効果を有す

ると考える。 

 

3．2 中央制御室及びケーブル室 

中央制御室の制御盤等は、運転員の操作性及び視認性を確保することを目的に近接して設置す

るため、中央制御室及び中央制御室の下方のケーブル室については、系列の異なる火災防護対象機

器に対して隔壁による分離や水平距離の確保が困難である。このため、中央制御室及びケーブル室

については、以下のとおり対策する。中央制御室及びケーブル室の場所を第 3.2.1図に示す。 

 

（1）中央制御室 

中央制御室には、異なる 2種類の火災感知器を設置し、早期に火災を感知するとともに、可搬

式消火器（ＡＢＣ消火器及び二酸化炭素消火器）を設置し、常駐する運転員が早期に消火を行う

ことにより、火災の影響を軽減するものとする。 

 

（2）ケーブル室 

ケーブル室には、異なる 2種類の火災感知器を設置し、早期に火災を感知するとともに、中央

制御室から手動で起動できる固定式消火設備（ハロン消火設備）を設置し、常駐する運転員が早

期に消火を行うことにより、火災の影響を軽減するものとする。 

なお、固定式消火設備（ハロン消火設備）の仕様等は、別紙 14に示す。 
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第 3.1.1表 原子炉の安全停止を達成する観点で、 

火災防護基準の系統分離を考慮する火災防護対象機器【精査中】 

No. 機器名称 火災区画番号 

5-1 １次主循環ポンプポニーモータ A RB-410 

5-2 １次主循環ポンプポニーモータ B RB-412 

5-3 １次主循環ポンプ A潤滑油ポンプ 1A RB-410 

5-4 １次主循環ポンプ B潤滑油ポンプ 2B RB-412 

7-3 起動系 ch.1 RB-RPU 

7-4 起動系 ch.2 RB-RPU 

7-9 線形出力系 ch.6 RB-RPU 

7-10 線形出力系 ch.7 RB-RPU 

7-11 線形出力系 ch.8 RB-RPU 

8(2)-1 非常用ディーゼル発電機（1号機） SB-125 

8(2)-2 非常用ディーゼル発電機（2号機） SB-130 

8(2)-3 1号ディーゼル発電機燃料主貯油槽 SB-127 

8(2)-4 2号ディーゼル発電機燃料主貯油槽 SB-128 

8(2)-5 1号ディーゼル発電機燃小出槽 SB-125 

8(2)-6 2号ディーゼル発電機燃小出槽 SB-130 

8(2)-7 1号ディーゼル発電機潤滑油サンプタンク SB-125 

8(2)-8 2号ディーゼル発電機潤滑油サンプタンク SB-130 

8(2)-9 1号ディーゼル発電機潤滑油冷却器 SB-125 

8(2)-10 2号ディーゼル発電機潤滑油冷却器 SB-130 

8(2)-11 1号ディーゼル発電機潤滑油加熱器 SB-125 

8(2)-12 2号ディーゼル発電機潤滑油加熱器 SB-130 

8(2)-13 1号ディーゼル発電機燃料移送ポンプ SB-125 

8(2)-14 2号ディーゼル発電機燃料移送ポンプ SB-130 

8(2)-15 1号ディーゼル発電機付燃料供給ポンプ SB-125 

8(2)-16 2号ディーゼル発電機付燃料供給ポンプ SB-130 

8(2)-17 1号ディーゼル発電機潤滑油プライミングポンプ SB-125 

8(2)-18 2号ディーゼル発電機潤滑油プライミングポンプ SB-130 

8(2)-19 1号ディーゼル発電機付潤滑油ポンプ SB-125 

8(2)-20 2号ディーゼル発電機付潤滑油ポンプ SB-130 

8(2)-21 1号ディーゼル発電機付冷却水ポンプ SB-125 

8(2)-22 2号ディーゼル発電機付冷却水ポンプ SB-130 

8(2)-23 1号ディーゼル発電機冷却水電動弁 SB-125 

8(2)-24 2号ディーゼル発電機冷却水電動弁 SB-130 

8(2)-25 1号ディーゼル発電機始動弁 SB-125 

8(2)-26 2号ディーゼル発電機始動弁 SB-130 

8(2)-27 1号ディーゼル発電機停止弁 SB-125 

8(2)-28 2号ディーゼル発電機停止弁 SB-130 

8(2)-29 1号ディーゼル発電機空気圧縮機 SB-125 

8(2)-30 2号ディーゼル発電機空気圧縮機 SB-130 

8(2)-31 1号ディーゼル発電機燃料油フィルタ No.1 SB-125 

8(2)-32 2号ディーゼル発電機燃料油フィルタ No.1 SB-130 

8(2)-33 1号ディーゼル発電機燃料油フィルタ No.2 SB-125 

8(2)-34 2号ディーゼル発電機燃料油フィルタ No.2 SB-130 

8(2)-35 1号ディーゼル発電機潤滑油フィルタ SB-125 
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No. 機器名称 火災区画番号 

8(2)-36 2号ディーゼル発電機潤滑油フィルタ SB-130 

8(2)-37 1号ディーゼル発電機冷却塔 SB-705 

8(2)-38 2号ディーゼル発電機冷却塔 SB-705 

8(2)-39 1号ディーゼル発電機冷却塔ブロワ SB-705 

8(2)-40 2号ディーゼル発電機冷却塔ブロワ SB-705 

8(2)-41 ディーゼル系揚水ポンプ A SB-101 

8(2)-42 ディーゼル系揚水ポンプ B SB-102 

8(2)-43 ディーゼル系揚水ポンプ C SB-102 

8(2)-44 ディーゼル系揚水ポンプ C汲上切替弁 A SB-102 

8(2)-45 ディーゼル系揚水ポンプ C汲上切替弁 B SB-102 

8(2)-46 ディーゼル No.1送風機 SB-106 

8(2)-47 ディーゼル No.2送風機 SB-105 

8(3)-1 1C M/C AB-705 

8(3)-2 1D M/C AB-707 

8(3)-3 2C P/C AB-705 

8(3)-4 2D P/C AB-707 

8(3)-5 2S P/C AB-705 

8(3)-6 3C P/C AB-706 

8(3)-7 3D P/C AB-707 

8(3)-9 5C蓄電池 AB-603 

8(3)-10 5D蓄電池 AB-708 

8(3)-11 5C開閉器盤 【精査中】 

8(3)-12 5D開閉器盤 【精査中】 

8(3)-13 5C整流装置盤 AB-704 

8(3)-14 5C整流装置盤 AB-707 

8(3)-15 5C電源盤 AB-704 

8(3)-16 5D電源盤 AB-707 

8(3)-17 6Cインバータ盤 AB-704 

8(3)-18 6Dインバータ盤 AB-707 

8(3)-19 6C電源盤 AB-704 

8(3)-20 6D電源盤 AB-707 

8(3)-21 6S電源盤 AB-704 

8(3)-22 7C蓄電池 AB-603 

8(3)-23 7D蓄電池 AB-708 

8(3)-24 7C開閉器盤 【精査中】 

8(3)-25 7D開閉器盤 【精査中】 

8(3)-26 7C整流装置盤 AB-704 

8(3)-27 7D整流装置盤 AB-707 

8(3)-28 7C負荷電圧補償装置盤 AB-704 

8(3)-29 7D負荷電圧補償装置盤 AB-707 

8(4)-1 原子炉建家 2C C/C RB-601 

8(4)-2 原子炉附属建家 2C-1 C/C AB-102 

8(4)-3 原子炉附属建家 2C-1 C/C AB-102 

8(4)-4 主冷却機建家 2C C/C SB-125 

8(4)-6 原子炉附属建家 2D-1 C/C AB-118 

8(4)-7 原子炉附属建家 2D-1 C/C AB-118 
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No. 機器名称 火災区画番号 

8(4)-8 主冷却機建家 2D C/C SB-130 

8(4)-11 主冷却機建家 3C C/C SB-125 

8(4)-13 主冷却機建家 3D C/C SB-130 

8(5)-1 主冷却機空調 P-1盤 SB-112 

8(5)-2 主冷却機空調 P-2盤 SB-111 

8(5)-6 中央制御室分電盤 AB-712 

8(5)-7 中性子計装盤 AB-712 

8(5)-8 放射線監視盤 AB-712 

8(5)-12 電源設備操作 7C分電盤 AB-706 

8(5)-13 電源設備操作 7D分電盤 AB-707 

8(5)-14 ポニーモータ A接触器盤 AB-403 

8(5)-15 ポニーモータ B接触器盤 AB-506 

14-1 格納容器高線量エリアモニタ RB-501 

14-2 格納容器高線量エリアモニタ RB-501 
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第 3.1.2図 系統分離対策のイメージ 

（3時間以上の耐火能力を有する隔壁等による分離） 

 

 

 

第 3.1.3図 系統分離対策のイメージ 

（1時間耐火隔壁による分離、火災感知器の設置及び自動消火設備の設置） 

  

対象区域

【Ａ系統機器】 【Ｂ系統機器】

3時間耐火の隔壁

対象区域

【Ａ系統機器】
【Ｂ系統機器】

対象区域

【Ａ系統機器】 【Ｂ系統機器】

1時間耐火の隔壁

対象区域

【Ａ系統機器】
【Ｂ系統機器】

火災感知設備 火災感知設備

自動消火設備＊1 自動消火設備＊1

＊1：環境条件（煙等の充満）により、消火活動が困難とならず、かつ、早期に消火を行うことができる火災区画は、自動
消火設備に代えて、可搬式消火器による消火を行う。また、環境条件（煙等の充満）により、消火活動が困難となるが、
手動操作による固定式消火設備により、早期に消火を行うことができる火災区画は、自動消火設備に代えて、手動操作
による固定式消火設備を設置する。
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第 3.2.1図 中央制御室及びケーブル室 

 

  

核物質防護情報（管理情報）が含まれているため公開できません。 
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4．換気設備による火災の影響軽減 

他の火災区域の火、熱又は煙が火災防護基準を考慮した火災防護対策を講じる火災防護対象機器

を設置する火災区域に悪影響を及ぼさないように、換気設備には、当該火災区域の境界となる箇所に

防火ダンパを設置する。当該防火ダンパを設置する換気設備のフィルタは、チャコールフィルタを除

き「JIS L 1091（繊維製品の燃焼性試験方法）」又は「JACA No.11A（空気清浄装置用ろ材燃焼性試

験方法指針（公益社団法人 日本空気清浄協会））」を満足する難燃性材料を使用するものとする。 

 

5．煙に対する火災の影響軽減 

運転員が常駐する中央制御室には、火災発生時の煙を排気できるように、建築基準法が定める基準

を満たす排煙設備を設置する。当該排煙設備の主な仕様を以下に示す。 

・排煙容量 

排煙設備の排煙機の排煙容量は、建築基準法施行令第 126 の 3 の排煙設備の構造に準じて、

500m3/min以上の容量を有するものとする。 

・材料 

排煙設備の排煙口、ダクト及び排煙機は、火災時における煙の排気を考慮し、不燃性材料であ

る金属材料を使用するものとする。 

・電源 

排煙設備は、外部電源喪失時に、その機能を喪失することがないように、非常用電源設備より

電源を供給するものとする。 

なお、当該排煙設備は、中央制御室専用であるため、排気に伴い放射性物質の環境への放出を考慮

する必要はない。 

 

6．油タンクに対する火災の影響軽減 

地下階に設置する燃料油を貯蔵するタンクは、タンク内のベーパが建物内に滞留しないように、当

該タンクにはベント管を設置し、屋外にベーパを屋外に排気できるものとする。以下に地下階に設置

する燃料油を貯蔵するタンクを示す。燃料油を貯蔵するタンクのベント管の設置例を第 6.1 図に示

す。 

・1号ディーゼル発電機燃料主貯油槽（主冷却機建物地下 2階【SB-127】） 

・2号ディーゼル発電機燃料主貯油槽（主冷却機建物地下 2階【SB-128】） 

・1号ディーゼル発電機燃料小出槽（主冷却機建物地下 2階【SB-125】） 

・2号ディーゼル発電機燃料小出槽（主冷却機建物地下 2階【SB-130】） 

・ボイラ貯油槽 No.1（主冷却機建物地下 1階【SB-225】） 

・ボイラ貯油槽 No.2（主冷却機建物地下 1階【SB-226】） 

・ボイラ貯油槽 No.3（主冷却機建物地下 1階【SB-227】） 

・ボイラ貯油槽 No.4（主冷却機建物地下 1階【SB-228】） 

【】内：火災区画番号 
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第 6.1図 燃料油を貯蔵するタンクのベント管の設置例（ディーゼル発電機燃料主貯油槽） 

 

7．可燃性物質の管理による影響軽減 

火災区域又は火災区画内で可燃性物質を保管する場合は、火災の影響評価において設定する仮置

き可燃性物質の制限量を超えないように、可燃性物質の量を管理するとともに、発火源や火災防護対

象機器との適切な分離距離を保てるように米国電気電子工学会（IEEE）規格 384に示される分離距離

を参考に可燃性物質の位置を管理する。 

また、可燃性物質を火災区域又は火災区画内で保管する場合は、建設省告示 1360 号（防火設備の

構造方法を定める件）に定められた構造方法に基づく防火性能を有する鋼製のキャビネットに収納

することを基本とする。キャビネットの設置イメージを第 7.1図に示す。当該キャビネット以外で保

管する場合は、当該可燃性物質を不燃性シートで覆うことによる火災の予防措置を行う。 

 

※：キャビネットの管理 

可燃性物質を収納するキャビネットは、扉に開放厳禁等の表示を行うとともに、巡視点検により

その状況を確認するものとする。 

 

ディーゼル発電機
燃料主貯油槽

ベント管

屋外
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第 7.1図 キャビネットの設置イメージ 

 

本体と扉の間隙に耐熱ガラス繊維を施工

キャビネットの外観 キャビネットの内部

扉に開放厳禁等の標識を設置
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